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1. はじめに 

2. J07-CE 以降の状況 



3. J07-CE から J17-CE への主な変更点 

3.1.CE2004 と CE2016 の相違点 



3.2.J07-CE と J17-CE の相違点 

3.2.1.CE2016、J17-CE、J07-CE の相互比較 

 



 

3.2.2.J17-CE と CE2016 との比較 

 

 

コア
時間

コア
時間

コア
時間

CE-CAL Computing	Algorithms 30
CE-CAL コンピューティングアルゴ

リズム
30 CE-ALG アルゴリズム 22

CE-CAO Computer	Architecture
&	Organization

60
CE-CAO コンピュータアーキテク

チャ
62

CE-CAO コンピュータのアーキテク
チャと構成

27

CE-CAE Circuits	and
Electronics

50 CE-CAE 回路とエレクトロニクス 54 CE-CGS 回路および信号 22

CE-DIG Digital	Design 50 CE-DIG デジタルデザイン 54 CE-DIG ディジタル論理 23
CE-SGP Signal	Processing 30 CE-SGP デジタル信号処理 30 CE-DSP ディジタル信号処理 21
CE-ESY Embedded	Systems 40 CE-ESY 組込みシステム 48 CE-ESY 組込みシステム 31
CE-NWK Computer	Networks 20 CE-NWK コンピュータネットワーク 28 CE-NWK テレコミュニケーション 22
CE-SWD Software	Design 45 CE-SWD ソフトウェア工学 50 CE-SWE ソフトウェア工学 16
CE-SPE Systems	and	Project

Engineering
35 CE-SPE

プロジェクト管理＆システ
ムズ工学

36

CE-SRM Systems	Resource
Management 20

CE-SRM システム資源管理 20 CE-OPS オペレーティングシステム 17

CE-PPP Preparation	for
Professional	Practice

29 CE-PPP 技術リーダ論 20
CE-SPR 社会的な観点と職業専門人

としての問題
20

CE-SEC Information	Security 20 CE-SEC 情報セキュリティ 30
CE-JIV イノベーションとベン

チャー論
18

CE-PRF プログラミング 6
CE-DBS データベースシステム 23
CE-HCI ヒューマンコンピュータイ

ンタラクション
7

CE-VLS VLSIの設計および製造 8
CE-DSC 離散数学 23
CE-PRS 確率・統計 21

420 480 309合計 合計 合計

CE2016	知識領域 J17-CE	知識領域 J07-CE	知識領域



 

3.2.3.J07-CE と比較した J17-CE のコンセプト 

 

 

 

4. カリキュラム標準 J17-CE の要約 

4.1.知識階層の構造 



4.1.1. 第１階層：知識階層 

4.1.2.第２階層：知識ユニット 

4.1.3.第３階層：トピック 

4.2.コアトピックと選択トピック 

4.3. 知識ユニットの修得に必要な履修時間数 



4.4.カリキュラム標準 J17-CE の全体像 



C E-C A E 回路とエレクトロニクス 計算アルゴリズム

C E-C A O コンピュータアーキテクチャ C E-D IG デジタルデザイン

C E-ESY 組込みシステム C E-N W K コンピュータネットワーク

C E-PPP 技術リーダ論 C E-SEC 情報セキュリティ

コンピュータ工学の知識領域と知識ユニット



  

C E-S G P デジタル信号処理 C E-S P E プロジェクト管理＆システムズ工学

C E-S R M システム資源管理 C E-S W D ソフトウェア工学

C E-JIV * イノベーションと起業

コンピュータ工学の知識領域と知識ユニット



5. カリキュラム標準 J17-CE の個別知識の概要 

(1) CE-CAE 回路とエレクトロニクス  

[54 コア時間] 





(2) CE-CAL 計算アルゴリズム  





(3) CCE-CAO コンピュータアーキテクチャ 





(4) CE-DIG デジタルデザイン 





(5) CE-ESY 組込みシステム 





(6) CE-NWK コンピュータネットワーク 





(7) CE-PPP 技術リーダ論  





(8) CE-SEC 情報セキュリティ 





(9) CE-SGP  デジタル信号処理 





(10) CE-SPE プロジェクト管理＆システムズ工学 



(11) CE-SRM システム資源管理 





(12) CE-SWD ソフトウェア工学 





(13) CE-JIV＊ イノベーションとベンチャー論 



 

6. ACM/IEEE-CS への報告 



7. おわりに 

  



付録 

１．科目名「回路の基礎」のシラバス 

回路の基礎





2. 科目名「エレクトロニクス」のシラバス 

エレクトロニクス



 

授業 回数 授業内容 演習 対応ユニット
【オペアンプの応用回路】
　オペアンプを用いた応用回路について説明する。

【学習の目標】
オペアンプの種々の応用回路について理解する。
加算回路の構成法と動作について理解する。
減算回路の構成法と動作について理解する。
積分回路の構成法と動作について理解する。
【A/D　D/A変換回路】
　サンプリング定理の原理と応用を簡単に説明し，それをもとにA/D，D/A変換回路の基礎，変換特性及
び基本回路について説明する。
【学習の目標】
サンプリング定理の原理と応用について理解する。
A/D変換回路の変換特性及び基本回路の動作について理解する。
D/A変換回路の変換特性及び基本回路の動作について理解する。
【フィルタ１】
　波形の周波数成分について説明する。周波数選択性フィルタとは何かを説明する。低域通過型フィル
タによって一定の周波数以下の成分を抑えることで，A/Dが可能となることなどを説明する。

【学習の目標】
波形の周波数成分について理解する。
周波数成分を選択したり，除去するフィルタの動作原理について理解する。
各種フィルタの役目について理解する。
【フィルタ２】
　オペアンプを用いたフィルタの動作について説明する。

【学習の目標】
オペアンプの周波数特性について理解する。
オペアンプを用いたアナログフィルタの構成法及びその動作について理解する。
【キャパシタ（コンデンサ）及びインダクタ（コイル）の過渡応答】
　キャパシタ及びインダクタの過渡応答について説明する。回路基板の配線などは容量性や誘導性のリ
アクタンス成分をもつため，パルス波形や高周波数信号を使用する場合は注意が必要であることなどを
説明する。
【学習の目標】
キャパシタやインダクタを含む回路の過渡応答について理解する。
高周波数回路におけるキャパシタによる容量性リアクタンスやインダクタによる誘導性リアクタンスにつ
いて理解する。
【回路の過渡現象１】
　スイッチを含むRC回路やRL回路の過渡現象について説明する。回路方程式を用いた解析法について
説明する。

【学習の目標】
スイッチを含むRC回路の過渡現象の解析法について理解する。
スイッチを含むRL回路の過渡現象の解析法について理解する。

【回路の過渡現象２】
　定常状態から他の定常状態へ変化する過渡現象について説明する。回路方程式を用いた解析法につ
いて説明する。
【学習の目標】
RC回路における定常状態への過渡応答について理解する。
RL回路における定常状態への過渡応答について理解する。

16 学力考査
教 科 書 ・
参 考 書

特に指定しない

備 考

CE-CAE-12*〇15

〇 CE-JCE-11*

〇 CE-CAE-12*

12

13

14 CE-CAE-12*〇

10 〇 CE-CAE-10

CE-CAE-11*〇11

9
CE-CAE-9
CE-CAE-10

〇
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4. 

4.1. 



4.2. 



4.3. 



5. 

5.1. 

コンピュータとソフトウェアの基礎 
CMP   コンピュータ基礎 
  CMP.cf コンピュータ科学基礎 
DES   ソフトウェア設計 
  DES.str 設計のパラダイム 
MAA   ソフトウェアのモデリングと分析 
  MAA.tm モデルの種類 
確率統計 
FND   数理基礎・⼯学基礎 
  FND.ef ソフトウェアのための⼯学基礎 
  FND.mf 数理基礎 
離散数学 
FND   数理基礎・⼯学基礎 
  FND.mf 数理基礎 
プログラミング基礎 
CMP   コンピュータ基礎 
  CMP.cf コンピュータ科学基礎 
  CMP.ct 構築技術 
  CMP.tl 構築のためのツール 
論理と計算理論 
FND   数理基礎・⼯学基礎 



  FND.mf 数理基礎 
オペレーティングシステム基礎・データベース基礎 
CMP   コンピュータ基礎 
  CMP.cf コンピュータ科学基礎 
ネットワーク基礎 
CMP   コンピュータ基礎 
  CMP.cf コンピュータ科学基礎 
SEC   セキュリティ 
  SEC.net コンピュータとネットワークのセキュリティ 
  SEC.sfd セキュリティ基礎 
⼯学基礎 
CMP   コンピュータ基礎 
  CMP.cf コンピュータ科学基礎 
FND   数理基礎・⼯学基礎 
  FND.ef ソフトウェアのための⼯学基礎 
MAA   ソフトウェアのモデリングと分析 
  MAA.af モデルの分析の基礎 
PRF   プロフェッショナルプラクティス 
  PRF.pr プロフェッショナリズム 
REQ   要求の分析と仕様 
ソフトウェア構築 
CMP   コンピュータ基礎 
  CMP.tl 構築のためのツール 
DES   ソフトウェア設計 
  DES.con 設計に⽤いられる概念 
MAA   ソフトウェアのモデリングと分析 
  MAA.af モデルの分析の基礎 
PRO   ソフトウェア開発プロセス 
  PRO.con プロセスの基礎 
VAV   検証と妥当性確認 
  VAV.rev レビューと静的解析 
モデル化と要求開発 



MAA   ソフトウェアのモデリングと分析 
  MAA.md モデリングの基礎 
  MAA.tm モデルの種類 
PRO   ソフトウェア開発プロセス 
  PRO.pp プロジェクトの計画 
REQ   要求の分析と仕様 
  REQ.er 要求の獲得 
  REQ.rfd 要求分析の基礎 
  REQ.rsd 要求の仕様化と⽂書化 
  REQ.rv 要求の評価 
VAV   検証と妥当性確認 
  VAV.tst テスト 
ソフトウェアアーキテクチャ 
DES   ソフトウェア設計 
  DES.ar アーキテクチャ設計 
  DES.con 設計に⽤いられる概念 
  DES.ev 設計の評価 
  DES.str 設計のパラダイム 
ソフトウェア設計 
DES   ソフトウェア設計 
  DES.con 設計に⽤いられる概念 
  DES.dd 詳細設計 
  DES.str 設計のパラダイム 
検証と妥当性確認 
VAV   検証と妥当性確認 
  VAV.fnd V&V の⽤語と基礎 
  VAV.par 不具合の分析と報告 
  VAV.rev レビューと静的解析 
  VAV.tst テスト 
形式⼿法 
CMP   コンピュータ基礎 
  CMP.ct 構築技術 



DES   ソフトウェア設計 
  DES.dd 詳細設計 
  DES.ev 設計の評価 
MAA   ソフトウェアのモデリングと分析 
  MAA.af モデルの分析の基礎 
  MAA.md モデリングの基礎 
  MAA.tm モデルの種類 
REQ   要求の分析と仕様 
  REQ.rv 要求の評価 
VAV   検証と妥当性確認 
  VAV.rev レビューと静的解析 
ソフトウェアプロセスと品質 
FND   数理基礎・⼯学基礎 
  FND.ec ソフトウェアのためのエンジニアリングエコノミクス 
PRF   プロフェッショナルプラクティス 
  PRF.pr プロフェッショナリズム 
PRO   ソフトウェア開発プロセス 
  PRO.cm ソフトウェア構成管理 
  PRO.con プロセスの基礎 
  PRO.evo 進化のプロセスと活動 
  PRO.imp プロセスの実装 
  PRO.pp プロジェクトの計画 
QUA   ソフトウェア品質 
  QUA.cc ソフトウェア品質の概念と⽂化 
  QUA.pca プロセスの保証 
  QUA.pda プロダクトの保証 
ヒューマンファクター 
CMP   コンピュータ基礎 
  CMP.cf コンピュータ科学基礎 
DES   ソフトウェア設計 
  DES.hci ヒューマン・コンピュータ・インタフェース（HCI）設計 
開発マネジメント 



DES   ソフトウェア設計 
  DES.ar アーキテクチャ設計 
PRF   プロフェッショナルプラクティス 
  PRF.com （SE に特化した）コミュニケーションスキル 
  PRF.pr プロフェッショナリズム 
  PRF.psy グループダイナミクスと⼼理学 
PRO   ソフトウェア開発プロセス 
  PRO.con プロセスの基礎 
  PRO.imp プロセスの実装 
  PRO.pp プロジェクトの計画 
QUA   ソフトウェア品質 
  QUA.pca プロセスの保証 
セキュアソフトウェア開発概論 
SEC   セキュリティ 
  SEC.dev 安全なソフトウェアの開発 

5.2. 

コンピュータとソフトウェアの基礎 
確率統計 
離散数学 
プログラミング基礎 
論理と計算理論 
オペレーティングシステム基礎・データベース基礎 
ネットワーク基礎 



⼯学基礎 

5.3. 

ソフトウェア構築 
モデル化と要求開発 
ソフトウェアアーキテクチャ 
ソフトウェア設計 
検証と妥当性確認 
形式⼿法 
ソフトウェアプロセスと品質 
ヒューマンファクター 
開発マネジメント 
セキュアソフトウェア開発概論 

5.4. 

プログラミング基礎実習 
プログラミング応⽤実習 
エンタープライズ開発実習 
組込みソフトウェア開発実習 

5.5. 



システムのドメインによる SAS 科⽬ 

Web システム（ネットワーク中⼼・Web システム） 

企業情報システム・ERP（情報システムとデータ処理） 

⾦融・電⼦商取引システム 

物流・⼩売システム 

通信・ネットワークシステム 

エンターテイメントシステム（ゲーム・CG・⾳声） 

ユビキタスシステム（モバイルシステム） 

航空・⾞システム 

⼯業プロセス制御システム 

⽣命医学システム（バイオメディカルシステム） 

科学技術計算システム 

XR 利活⽤システム（AR・VR・MR） 

システムの特性による SAS 科⽬ 

⾼信頼性・⾼可⽤性システム/組込み(ディペンダブルシステム） 

⾼信頼性・⾼可⽤性システム/エンタープライズ(ディペンダブルシステム） 

⾼セキュリティ情報システム 

⾼安全性組込みシステム 

システムの構造による SAS 科⽬ 

ハードウェア制御・リアルタイムシステム（組込み・リアルタイムシステム） 

トランザクションシステム 

制御モデル開発 

経営情報システム 

レガシーシステムとプロダクトライン 

OSS によるシステム開発 

エージェント・⼈⼯知能システム 

IoT・サイバーフィジカルシステム 

クラウド・モバイルシステム 

開発技術による SAS 科⽬ 



ソフトウェア構築・応⽤ 

モデル化と要求開発・応⽤ 

ソフトウェアアーキテクチャ・応⽤ 

ソフトウェア設計・応⽤ 

検証と妥当性確認・応⽤ 

形式⼿法・応⽤ 

ソフトウェアプロセスと品質・応⽤ 

ヒューマンファクター・応⽤ 

開発マネジメント・応⽤ 

アジャイル・DevOps・応⽤ 

6. 

7. 



コンピュータとソフトウェアの基礎 
CMP     コンピュータ基礎 
  CMP.cf   コンピュータ科学基礎 

  
  CMP.cf.1 

プログラミング基礎（制御とデータ、型付け、
再帰） 

  
  CMP.cf.2 

アルゴリズムとデータ構造、データ表現（静
的・動的）、複雑性 

    CMP.cf.5 コンピュータの構造 
    CMP.cf.8 プログラミング⾔語の基礎 
    CMP.cf.9 オペレーティングシステムの基礎 
    CMP.cf.11 ネットワークプロトコル 
DES     ソフトウェア設計 
  DES.str   設計のパラダイム 
    DES.str.1 機能指向による設計 
    DES.str.2 オブジェクト指向による設計 
MAA     ソフトウェアのモデリングと分析 
  MAA.tm   モデルの種類 

  
  MAA.tm.5 

エンタープライズシステムのモデリング（ビジ
ネスプロセス、組織、ゴール、ワークフローな
ど） 

  
  MAA.tm.6 

組込みシステムのモデリング（リアルタイムス
ケジュール分析、外部インタフェース分析な
ど） 

確率統計 
FND     数理基礎・⼯学基礎 
  FND.ef   ソフトウェアのための⼯学基礎 
    FND.ef.2 統計解析（検定と推定、回帰分析、相関など） 
  FND.mf   数理基礎 
    FND.mf.6 離散確率 
    FND.mf.9 数値誤差と精度 



離散数学 
FND     数理基礎・⼯学基礎 
  FND.mf   数理基礎 
    FND.mf.4 数え上げ基礎 
    FND.mf.5 グラフとツリー 
    FND.mf.10 数論 
プログラミング基礎 
CMP     コンピュータ基礎 
  CMP.cf   コンピュータ科学基礎 

    CMP.cf.1 
プログラミング基礎（制御とデータ、型付け、
再帰） 

    CMP.cf.2 
アルゴリズムとデータ構造、データ表現（静
的・動的）、複雑性 

    CMP.cf.4 抽象化（カプセル化や階層化など） 
  CMP.ct   構築技術 
    CMP.ct.2 コードの再利⽤とライブラリ 
    CMP.ct.4 パラメータ化と汎化 

    CMP.ct.5 
アサーション、契約による設計(DbC)、防御的
プログラミング 

    CMP.ct.6 
エラーハンドリング、例外処理、フォールトト
レラント 

  CMP.tl   構築のためのツール 
    CMP.tl.1 開発環境 
    CMP.tl.2 GUI 構築ツール 
    CMP.tl.3 単体テストツール 

    CMP.tl.4 
プロファイリング・パフォーマンス分析のツー
ル 

論理と計算理論 
FND     数理基礎・⼯学基礎 
  FND.mf   数理基礎 
    FND.mf.1 関数、関係、集合 
    FND.mf.2 論理学基礎（命題、述語） 



    FND.mf.3 証明技法 
    FND.mf.7 有限状態機械と正規表現 
    FND.mf.8 ⽂法 
オペレーティングシステム基礎・データベース基礎 
CMP     コンピュータ基礎 
  CMP.cf   コンピュータ科学基礎 
    CMP.cf.9 オペレーティングシステムの基礎 
    CMP.cf.10 データベースの基礎 
ネットワーク基礎 
CMP     コンピュータ基礎 
  CMP.cf   コンピュータ科学基礎 
    CMP.cf.11 ネットワークプロトコル 
SEC     セキュリティ 
  SEC.net   コンピュータとネットワークのセキュリティ 
    SEC.net.1 ネットワークセキュリティの脅威と攻撃 

  
  SEC.net.2 

ネットワークセキュリティのための暗号理論の
使⽤ 

    SEC.net.3 保護と防衛のメカニズムとツール 
  SEC.sfd   セキュリティ基礎 
    SEC.sfd.1 情報の保証の概念（秘匿、完全性、可⽤性） 
    SEC.sfd.2 脅威の起源（⾃然、意図的、事故など） 

  
  SEC.sfd.3 

暗号化、デジタル署名、メッセージの認証、ハ
ッシュ関数 

  
  SEC.sfd.4 

暗号プロトコル（アプリケーション、⻑所、短
所） 

  
  SEC.sfd.5 

⾮技術的なセキュリティ問題（ソーシャルエン
ジニアリングなど） 

⼯学基礎 
CMP     コンピュータ基礎 
  CMP.cf   コンピュータ科学基礎 
    CMP.cf.3 問題解決技法 
FND     数理基礎・⼯学基礎 



  FND.ef   ソフトウェアのための⼯学基礎 

  
  FND.ef.1 

統計的技法と実験的技法（CPU やメモリの利
⽤に対する測定法） 

    FND.ef.2 統計解析（検定と推定、回帰分析、相関など） 
    FND.ef.3 測定とメトリクス 

  
  FND.ef.4 

システム特性（セキュリティ、安全性、パフォ
ーマンス、スケーラビリティ、機能競合など） 

  
  FND.ef.5 

⼯学的設計の基本概念（問題の定式化、別解、
フィージビリティスタディなど） 

    FND.ef.6 測定の理論（意味のある測定の基準など） 
MAA     ソフトウェアのモデリングと分析 
  MAA.af   モデルの分析の基礎 

  
  MAA.af.1 

まとまりの分析（完全性、⼀貫性、ロバスト性
など） 

  
  MAA.af.2 

正当性の分析（静的解析、シミュレーション、
モデルチェッキングなど） 

  
  MAA.af.3 

依存性の分析（フォールトモード分析、フォー
ルトツリー解析など） 

PRF     プロフェッショナルプラクティス 
  PRF.pr   プロフェッショナリズム 
    PRF.pr.2 倫理綱領とプロフェッショナルとしての⾏動 
REQ     要求の分析と仕様 
  REQ.rfd   要求分析の基礎 

  
  REQ.rfd.5 

品質特性（⾮機能特性）の分析（安全性、セキ
ュリティ、ユーザビリティ、性能など） 

    REQ.rfd.8 トレーサビリティ 

  
  REQ.rfd.9 

優先順位付け、トレードオフ分析、要求のため
のリスク分析および影響解析 

ソフトウェア構築 
CMP     コンピュータ基礎 
  CMP.ct   構築技術 
    CMP.ct.1 API の設計と利⽤ 



    CMP.ct.2 コードの再利⽤とライブラリ 

  
  CMP.ct.3 

オブジェクト指向パラダイムにおける実⾏時の
トピック（ポリモルフィズム、ダイナミックバ
インディングなど） 

    CMP.ct.4 パラメータ化と汎化 

  
  CMP.ct.5 

アサーション、契約による設計(DbC)、防御的
プログラミング 

  
  CMP.ct.6 

エラーハンドリング、例外処理、フォールトト
レラント 

    CMP.ct.7 状態ベースおよびテーブル駆動の構築技法 
    CMP.ct.8 実⾏時コンフィグレーションと国際化 
    CMP.ct.9 ⽂法ベースの⼊⼒処理（パース処理） 

  
  CMP.ct.10 

並列処理の基本要素（セマフォ、モニターな
ど） 

  
  CMP.ct.11 

分散ソフトウェアのための構築技術（クラウ
ド、モバイルコンピューティングなど） 

    CMP.ct.12 ハードウェアとソフトウェアシステムの構築 

  
  CMP.ct.13 

ホットスポット分析とパフォーマンスチューニ
ング 

  CMP.tl   構築のためのツール 
    CMP.tl.1 開発環境 
    CMP.tl.2 GUI 構築ツール 
    CMP.tl.3 単体テストツール 

  
  CMP.tl.4 

プロファイリング・パフォーマンス分析のツー
ル 

DES     ソフトウェア設計 
  DES.con   設計に⽤いられる概念 
MAA     ソフトウェアのモデリングと分析 
  MAA.af   モデルの分析の基礎 

  
  MAA.af.2 

正当性の分析（静的解析、シミュレーション、
モデルチェッキングなど） 

PRO     ソフトウェア開発プロセス 



  PRO.con   プロセスの基礎 
VAV     検証と妥当性確認 
  VAV.rev   レビューと静的解析 

  
  VAV.rev.3 

静的解析（⽋陥検出、形式仕様に対する検査な
ど） 

モデル化と要求開発 
MAA     ソフトウェアのモデリングと分析 
  MAA.md   モデリングの基礎 

  
  MAA.md.1 

モデリングの原則（分解、抽象化、汎化、投影 
/ ビュー、形式的アプローチの利⽤など） 

  MAA.tm   モデルの種類 

    MAA.tm.1 
情報やデータのモデリング（ERD、クラス図な
ど） 

    MAA.tm.2 

振る舞いのモデリング（状態遷移図、ユースケ
ース分析、インタラクション図、FMEA、FTA
など） 

    MAA.tm.3 
アーキテクチャのモデリング（アーキテクチャ
パターン、コンポーネント図など） 

    MAA.tm.4 
ドメインのモデリング（ドメインエンジニアリ
ング・アプローチなど） 

    MAA.tm.5 

エンタープライズシステムのモデリング（ビジ
ネスプロセス、組織、ゴール、ワークフローな
ど） 

    MAA.tm.6 

組込みシステムのモデリング（リアルタイムス
ケジュール分析、インタフェースプロトコルな
ど） 

PRO     ソフトウェア開発プロセス 
  PRO.pp   プロジェクトの計画 

    PRO.pp.1 
要求のマネジメント（プロダクトのバックロ
グ、優先順位、依存関係、変更など） 

REQ     要求の分析と仕様 
  REQ.er   要求の獲得 



    REQ.er.1 
要求を獲得する対象（ステークホルダ、ドメイ
ンエキスパート、操作環境や組織環境など） 

    REQ.er.2 

要求獲得の技法（インタビュー、アンケート/
調査、プロトタイピング、ユースケース、観
察、参加型技法など） 

  REQ.rfd   要求分析の基礎 

    REQ.rfd.1 

要求という概念の定義（プロダクト、プロジェ
クト、制約、システムの境界、システムの外
部、システムの内部など） 

    REQ.rfd.2 要求分析のプロセス 

    REQ.rfd.3 
要求のレベル/階層（ニーズ、ゴール、ユーザ
要求、システム要求、ソフトウェア要求など） 

    REQ.rfd.4 

要求が備えるべき特性（検証可能性、⾮曖昧
性、⼀貫性、正当性、トレーサビリティ、優先
度など） 

    REQ.rfd.5 
品質特性（⾮機能特性）の分析（安全性、セキ
ュリティ、ユーザビリティ、性能など） 

    REQ.rfd.6 
システムエンジニアリングにおけるソフトウェ
ア要求 

    REQ.rfd.7 要求の進化 
    REQ.rfd.8 トレーサビリティ 

    REQ.rfd.9 
優先順位付け、トレードオフ分析、要求のため
のリスク分析および影響解析 

    REQ.rfd.10 
要求のマネジメント（⼀貫性管理、リリースの
計画、再利⽤など） 

    REQ.rfd.11 要求とアーキテクチャの競合 
  REQ.rsd   要求の仕様化と⽂書化 

    REQ.rsd.1 
要求の⽂書化の基礎（種類、読み⼿、構造、品
質、属性、標準など） 

    REQ.rsd.2 

ソフトウェア要求の仕様化技術（計画による要
求の⽂書化、ディシジョンテーブル、ユーザス
トーリー、振る舞いの仕様） 

  REQ.rv   要求の評価 



    REQ.rv.1 レビューとインスペクション 

    REQ.rv.2 
要求の評価のためのプロトタイピング（累積型
プロトタイピング） 

    REQ.rv.3 受け⼊れテストの設計 
    REQ.rv.4 品質特性の評価 
    REQ.rv.5 要求競合のための分析（機能競合など） 
    REQ.rv.6 形式⾔語による分析/モデル検査 
VAV     検証と妥当性確認 
  VAV.tst   テスト 
    VAV.tst.8 システムテストと受け⼊れテスト 
ソフトウェアアーキテクチャ 
DES     ソフトウェア設計 
  DES.ar   アーキテクチャ設計 

  

  DES.ar.1 

アーキテクチャスタイル（パイプアンドフィル
タ、レイヤード、トランザクション中⼼、ピア
ツーピア、publish/subscribe、イベント駆
動、クライアントサーバなど） 

  
  DES.ar.2 

アーキテクチャで考慮すべき様々な特性間のト
レードオフ 

  
  DES.ar.3 

ソフトウェアアーキテクチャで考慮すべきハー
ドウェア 

  
  DES.ar.4 

アーキテクチャにおける要求のトレーサビリテ
ィ 

    DES.ar.5 サービス中⼼のアーキテクチャ 

  
  DES.ar.6 

ネットワーク、モバイル、組込みシステムのア
ーキテクチャ 

  DES.con   設計に⽤いられる概念 
    DES.con.1 設計という概念の定義 

  
  DES.con.2 

基本的な設計の考慮事項（データの永続性、ス
トレージマネジメント、例外など） 

  
  DES.con.3 

複数のソフトウェア開発ライフサイクルにおけ
る設計の関係 

    DES.con.4 設計の原則（情報隠蔽、凝集度と結合度） 



    DES.con.5 設計と要求との競合 

  
  DES.con.6 

品質特性の設計（信頼性、ユーザビリティ、性
能、テスト容易性、フォールトトレラント性） 

    DES.con.7 設計におけるトレードオフ 
  DES.ev   設計の評価 

  
  DES.ev.1 

設計上の特性（結合度、凝集度、情報隠蔽、関
⼼事の分離など） 

    DES.ev.2 設計のメトリックス 
    DES.ev.3 フォーマルメソッドによる設計の分析 
  DES.str   設計のパラダイム 
    DES.str.1 機能指向による設計 
    DES.str.2 オブジェクト指向による設計 
    DES.str.3 データ構造を中⼼とした設計 
    DES.str.4 アスペクト指向による設計 
ソフトウェア設計 
DES     ソフトウェア設計 
  DES.con   設計に⽤いられる概念 
    DES.con.1 設計という概念の定義 

    DES.con.2 
基本的な設計の考慮事項（データの永続性、ス
トレージマネジメント、例外など） 

    DES.con.3 
複数のソフトウェア開発ライフサイクルにおけ
る設計の関係 

    DES.con.4 設計の原則（情報隠蔽、凝集度と結合度） 
  DES.dd   詳細設計 
    DES.dd.1 デザインパターン 
    DES.dd.2 データベースデザイン 
    DES.dd.3 ネットワークとモバイルシステムのデザイン 

    DES.dd.4 
設計の記法（クラス図とオブジェクト図、
UML、状態遷移図、形式仕様など） 

  DES.str   設計のパラダイム 
    DES.str.1 機能指向による設計 
    DES.str.2 オブジェクト指向による設計 



    DES.str.3 データ構造を中⼼とした設計 
検証と妥当性確認 
VAV     検証と妥当性確認 
  VAV.fnd   V&V の⽤語と基礎 
    VAV.fnd.1 V&V の⽬的と制約 
    VAV.fnd.2 V&V の計画 
    VAV.fnd.3 V&V の戦略のドキュメント化（テストなど） 

    VAV.fnd.4 
メトリクスと測定（信頼性、ユーザビリティ、
性能など） 

    VAV.fnd.5 V&V に関連する活動 
  VAV.par   不具合の分析と報告 
    VAV.par.1 不具合報告書の分析 
    VAV.par.2 デバッグ/不具合切り分けの技法 
    VAV.par.3 ⽋陥分析 
    VAV.par.4 不具合の追跡 
  VAV.rev   レビューと静的解析 
    VAV.rev.1 個⼈レビュー（デザイン、コードなど） 

    VAV.rev.2 
ピアレビュー（インスペクション、ウォークス
ルーなど） 

    VAV.rev.3 
静的解析（⽋陥検出、形式仕様に対する検査な
ど） 

  VAV.tst   テスト 
    VAV.tst.1 単体テストとテスト駆動開発 

    VAV.tst.2 
例外のハンドリング（境界条件と範囲条件のテ
スト） 

    VAV.tst.3 カバレッジ分析と構造ベースのテスト 
    VAV.tst.4 ブラックボックスの技法 
    VAV.tst.5 結合テスト 

    VAV.tst.6 
ユースケースや顧客シナリオによるテストケー
スの設計 

    VAV.tst.7 操作プロファイルによるテスト 
    VAV.tst.8 システムテストと受け⼊れテスト 



    VAV.tst.9 
品質特性に関連するテスト（ユーザビリティ、
セキュリティ、互換性、アクセシビリティな
ど） 

    VAV.tst.10 回帰テスト 
    VAV.tst.11 テストツールと⾃動化 
    VAV.tst.12 ユーザインタフェースのテスト 
    VAV.tst.13 ユーザビリティテスト 
    VAV.tst.14 性能テスト 
形式⼿法 
CMP     コンピュータ基礎 
  CMP.ct   構築技術 

  
  CMP.ct.5 

アサーション、契約による設計(DbC)、防御的
プログラミング 

DES     ソフトウェア設計 
  DES.dd   詳細設計 

    DES.dd.4 
設計の記法（クラス図とオブジェクト図、
UML、状態遷移図、形式仕様など） 

  DES.ev   設計の評価 
    DES.ev.3 フォーマルメソッドによる設計の分析 
MAA     ソフトウェアのモデリングと分析 
  MAA.af   モデルの分析の基礎 

  
  MAA.af.1 

まとまりの分析（完全性、⼀貫性、ロバスト性
など） 

  
  MAA.af.2 

正当性の分析（静的解析、シミュレーション、
モデルチェッキングなど） 

  
  MAA.af.4 

フォーマルメソッドによる分析（定理証明な
ど） 

  MAA.md   モデリングの基礎 

    MAA.md.1 
モデリングの原則（分解、抽象化、汎化、投影 
/ ビュー、形式的アプローチの利⽤など） 

    MAA.md.2 事前条件、事後条件、不変表明 
    MAA.md.3 数理モデルと形式記述の紹介 



  MAA.tm   モデルの種類 

  
  MAA.tm.1 

情報やデータのモデリング（ERD、クラス図な
ど） 

  
  MAA.tm.2 

振る舞いのモデリング（構造化分析、状態遷移
図、ユースケース分析、インタラクション図、
FMEA、FTA など） 

REQ     要求の分析と仕様 
  REQ.rv   要求の評価 
    REQ.rv.6 形式⾔語による分析/モデル検査 
VAV     検証と妥当性確認 
  VAV.rev   レビューと静的解析 

  
  VAV.rev.3 

静的解析（⽋陥検出、形式仕様に対する検査な
ど） 

ソフトウェアプロセスと品質 
FND     数理基礎・⼯学基礎 

  
FND.ec   

ソフトウェアのためのエンジニアリングエコノ
ミクス 

  
  FND.ec.1 

ソフトウェアライフサイクルを通じた価値の考
慮 

  
  FND.ec.2 

費⽤対効果の評価（利益実現、トレードオフ分
析、コスト分析、ROI 分析など） 

PRF     プロフェッショナルプラクティス 
  PRF.pr   プロフェッショナリズム 
    PRF.pr.7 雇⽤形態・雇⽤契約 
PRO     ソフトウェア開発プロセス 
  PRO.cm   ソフトウェア構成管理 
    PRO.cm.1 リビジョン管理 
    PRO.cm.2 リリース管理 
    PRO.cm.3 ⽀援ツール 
    PRO.cm.4 ビルド 
    PRO.cm.5 構成管理のプロセス 
    PRO.cm.6 保守に関する考慮事項 



    PRO.cm.7 分散環境とバックアップ 
  PRO.con   プロセスの基礎 
    PRO.con.1 プロセスの概念と⽤語 

  
  PRO.con.2 

プロセスのインフラストラクチャ（開発者、ツ
ール、教育など） 

    PRO.con.3 プロセスのモデリングと仕様化 
    PRO.con.4 プロセスの測定と分析 
    PRO.con.5 プロセスの改善（個⼈、チーム、組織の改善） 

  
  PRO.con.6 

品質の分析とコントロール（プロセスと経験を
改善するための、⽋陥予防、レビュー、品質特
性、致命的⽋陥の根本原因分析など） 

  
  PRO.con.7 

システムエンジニアリングのライフサイクルモ
デル 

  PRO.evo   進化のプロセスと活動 
    PRO.evo.1 進化や保守の基礎 
    PRO.evo.2 レガシーシステムの扱い 
    PRO.evo.3 リファクタリング 
  PRO.imp   プロセスの実装 

  
  PRO.imp.1 

プロセス定義のレベル（組織、プロジェクト、
チーム、個⼈など） 

  
  PRO.imp.2 

ライフサイクルモデルの特性（計画ベース、イ
ンクリメンタル、繰り返し、アジャイルなど） 

  
  PRO.imp.3 

個⼈によるソフトウェアプロセス（モデル、定
義、測定、分析、改善） 

  
  PRO.imp.4 

チームによるソフトウェアプロセス（モデル、
定義、組織、測定、分析、改善） 

  
  PRO.imp.5 

システムエンジニアリングにおけるプロセスの
実装 

    PRO.imp.6 プロセスのテーラリング 

  
  PRO.imp.7 

プロセスの外的要因の影響（契約と法的要求、
標準、調達など） 

  PRO.pp   プロジェクトの計画 



  
  PRO.pp.6 

プロジェクト追跡のためのメトリクスと技術
（データの取得、速度、バーンダウンチャー
ト、⽋陥追跡、技術的負債のマネジメント） 

QUA     ソフトウェア品質 
  QUA.cc   ソフトウェア品質の概念と⽂化 
    QUA.cc.1 品質という概念の定義 
    QUA.cc.2 品質に対する社会の関わり⽅ 
    QUA.cc.3 低い品質によって発⽣するコストと影響 
    QUA.cc.4 品質モデルのコスト 

  
  QUA.cc.5 

ソフトウェアの品質特性（信頼性、ユーザビリ
ティ、安全性など） 

    QUA.cc.6 ⼈、プロセス、技法、ツール、技術の役割 
  QUA.pca   プロセスの保証 
    QUA.pca.1 プロセス保証の起源 
    QUA.pca.2 品質計画 
    QUA.pca.3 プロセス保証技術 
  QUA.pda   プロダクトの保証 
    QUA.pda.1 プロダクト保証の起源 
    QUA.pda.2 保証と V&V の違い 
    QUA.pda.3 プロダクト品質モデル 
    QUA.pda.4 根本原因分析と⽋陥予防 
    QUA.pda.5 プロダクト品質のメトリクスと測定 

  
  QUA.pda.6 

品質特性のアセスメント（ユーザビリティ、信
頼性、アベイラビリティなど） 

ヒューマンファクター 
CMP     コンピュータ基礎 
  CMP.cf   コンピュータ科学基礎 

  
  CMP.cf.6 

ヒューマンファクターの基礎（ユーザ側：⼊出
⼒、エラーメッセージ、障害対応） 

  
  CMP.cf.7 

ヒューマンファクターの基礎（開発者側：コメ
ント、構造、可読性） 

DES     ソフトウェア設計 



  
DES.hci   

ヒューマン・コンピュータ・インタフェース
（HCI）設計 

    DES.hci.1 ⼀般的な HCI 設計の原則 
    DES.hci.2 モードやナビゲーションの使⽤ 

  
  DES.hci.3 

コード化の技法とビジュアルデザイン（⾊、ア
イコン、フォントなど） 

    DES.hci.4 応答時間とフィードバック 

  
  DES.hci.5 

デザインのモダリティ（直接操作、メニュー駆
動、フォーム、問題回答型、コマンドなど） 

    DES.hci.6 ローカライゼーションと国際化 
    DES.hci.7 HCI 設計の技法 

  
  DES.hci.8 

インタフェースのモダリティ（⾳声と⾃然⾔
語、⾳楽/映像、触感など） 

    DES.hci.9 メタファとコンセプトモデル 
    DES.hci.10 HCI の⼼理学 
開発マネジメント 
DES     ソフトウェア設計 
  DES.ar   アーキテクチャ設計 

  
  DES.ar.7 

プロダクトのアーキテクチャと開発組織および
市場の構造との関係 

PRF     プロフェッショナルプラクティス 
  PRF.com   （SE に特化した）コミュニケーションスキル 

  
  PRF.com.1 

読解、理解、要約（ソースコードやドキュメン
トなど） 

  
   

記述（職務記述書、報告書、評価報告書、理由
書など） 

  
  PRF.com.2 

チームとグループのコミュニケーション（⼝
頭、⽂書、電⼦メールなど） 

    PRF.com.4 プレゼンテーションスキル 
  PRF.pr   プロフェッショナリズム 
    PRF.pr.1 アクレディテーション、資格認定、免許制度 
    PRF.pr.2 倫理綱領とプロフェッショナルとしての⾏動 



  
  PRF.pr.3 

社会的、法的、歴史的およびプロフェッショナ
ルとしての考慮事項 

  
  PRF.pr.4 

プロフェッショナル・ソサエティ（学会や協
会、コミュニティなど）の起源と役割 

    PRF.pr.5 標準の起源と役割 
    PRF.pr.6 ソフトウェアの経済的重要性 
    PRF.pr.7 雇⽤形態・雇⽤契約 
  PRF.psy   グループダイナミクスと⼼理学 
    PRF.psy.1 チームやグループでの作業の際のダイナミクス 
    PRF.psy.2 個⼈の認知（制限など） 
    PRF.psy.3 認知的問題の複雑性 
    PRF.psy.4 ステークホルダとの対話 
    PRF.psy.5 不確実性と曖昧性の取り扱い 
    PRF.psy.6 多国籍・多⽂化環境の取り扱い 
PRO     ソフトウェア開発プロセス 
  PRO.con   プロセスの基礎 

  
  PRO.con.2 

プロセスのインフラストラクチャ（開発者、ツ
ール、教育など） 

  PRO.imp   プロセスの実装 

  
  PRO.imp.1 

プロセス定義のレベル（組織、プロジェクト、
チーム、個⼈など） 

  
  PRO.imp.2 

ライフサイクルモデルの特性（計画ベース、イ
ンクリメンタル、繰り返し、アジャイルなど） 

  
  PRO.imp.4 

チームによるソフトウェアプロセス（モデル、
定義、組織、測定、分析、改善） 

  
  PRO.imp.5 

システムエンジニアリングにおけるプロセスの
実装 

  
  PRO.imp.7 

プロセスの外的要因の影響（契約と法的要求、
標準、調達など） 

  PRO.pp   プロジェクトの計画 

  
  PRO.pp.1 

要求のマネジメント（プロダクトのバックロ
グ、優先順位、依存関係、変更など） 



  
  PRO.pp.2 

⼯数の⾒積り（過去データの利⽤、コンセンサ
スに基づく⾒積もり技術など） 

    PRO.pp.3 作業の細分化とタスクスケジューリング 
    PRO.pp.4 リソースの割り当て 

  
  PRO.pp.5 

リスクマネジメント（識別、緩和、修復、状況
のトラッキングなど） 

  

  PRO.pp.6 

プロジェクト追跡のためのメトリクスと技術
（データの取得、速度、バーンダウンチャー
ト、⽋陥追跡、技術的負債のマネジメントな
ど） 

  
  PRO.pp.7 

チームの⾃⼰管理（進捗追跡、動的負荷割り当
て、緊急事態への反応など） 

QUA     ソフトウェア品質 
  QUA.pca   プロセスの保証 
    QUA.pca.2 品質計画 
セキュアソフトウェア開発概論 
SEC     セキュリティ 
  SEC.dev   安全なソフトウェアの開発 

  
  SEC.dev.1 

セキュリティを組み込んだソフトウェア開発ラ
イフサイクル 

    SEC.dev.2 要件分析と仕様のセキュリティ 
    SEC.dev.3 セキュアデザインの原則とパターン 
    SEC.dev.4 安全なソフトウェア開発の技術 
    SEC.dev.5 セキュリティに関連した検証と妥当性確認 



授業科目名 コンピュータとソフトウェアの基礎 
  

単位数 2 

  

開設学期 1 年生前期 

  

目的 コンピュータの構成と動作原理やシステムの

基本的な概念、さらに、コンピュータ上で動作

するソフトウェアおよびその開発技術の概念と

意義について理解することを目的とする。 

  

概要 コンピュータの概念、基本構造、データのメモ

リ上での表現、アセンブリ言語の構成、メモリ

システム、入出力インタフェースといった一連

のコンピュータの構造とシステムの基本的な概

念、ならびにソフトウェア開発の全体像を学

ぶ。 

  

目標 コンピュータの構成と動作原理、システムの基

本的な概念、ソフトウェアおよびその開発技術

の基本的な概念を習得する。 

  

先修科目   

  

関連科目   

  

授業方法   

  

評価方法・

基準 

  

  

授業回数 授業展開 トピック 学習目標 

1 SE コースを概説し、工学的アプローチについ

て述べる。また本講義の概要と目的および進

め方について説明する（※講義 0.3h）。 

コースの全体説明   

工学的アプローチに

ついて 

  

2 コンピュータの概念と基本的な構造を説明する コンピュータの構

成、バイトとビット、

アドレス 

CMP.cf.5 

メモリ、CPU, I/O CMP.cf.5 

ノイマン型コンピュ

ータの仕組み 

CMP.cf.5 



3 コンピュータの命令語の構成と種類、割り込み

について説明する 

アセンブリ言語の命

令の構成、基本的な

命令の種類、割り込

み 

CMP.cf.5 

4 2 進数と N 進数、数の計算機上での表現、各

種文字コード、データの表現方法について説

明する 

2 進数の演算、N 進

数、2 進数と 8 進

数、10 進数、16 進

数の相互変換 

CMP.cf.5 

BCD、EBCDIC, 

ASCII, 漢字コード 

CMP.cf.5 

計算機上での各種

データの表現 

CMP.cf.5 

5 メモリ階層について紹介し、仮想記憶方式とキ

ャッシュの仕組みについて説明する 

仮想記憶方式の仕

組み 

CMP.cf.5 

キャッシュの仕組み CMP.cf.5 

6 入出力、割込み、インタフェース、ネットワーク

技術とネットワーク階層について説明する 

入出力、割込み、イ

ンタフェース 

CMP.cf.5 

ネットワーク技術、

ネットワーク階層 CMP.cf.11 

7 プログラムの概念と定義、特長、言語処理系、

各種のプログラム言語について説明する 

プログラムの概念と

定義、利点 CMP.cf.1 

コンパイラ、インタプ

リタ CMP.cf.9 

手続き型、オブジェ

クト指向型、関数

型、論理型など各種

プログラム言語 CMP.cf.8 

8 プログラムの基本となる制御構造、アルゴリズ

ムの記法、構造化プログラムについて説明す

る 

順接、選択、繰り返

し CMP.cf.1 

アルゴリズムとその

記法 CMP.cf.2 



9 構造化プログラム、プログラムとソフトウェアに

ついて説明する 

構造化プログラムの

概念と利点、モジュ

ール特性とメトリクス CMP.cf.5 

プログラムとソフトウ

ェアの共通点と差異 CMP.cf.5 

10 ソフトウェア工学の背景、定義、成果について

説明する 

ソフトウェア工学の

背景（歴史的経緯、

実例、工学の必要

性） 

  

ソフトウェア工学の

定義（プロダクト、プ

ロセス、ピープル、

プロジェクト、QCD） 

  

11 ソフトウェア開発プロセスとプロセスモデルに

ついて説明する 

プロダクトの要求、

分析、設計、構築、

V&V、保守・再利用 

  

ソフトウェアライフサ

イクルプロセス、プ

ロセスモデル 

  

12 開発プロジェクトとプロジェクト管理、要員、ソフ

トウェア品質、コスト、納期について説明する 

プロジェクト   

ピープル(人間系)   

品質・コスト・納期

（ＱＣＤ） 

  

13 システムエンジニアリングと各種システムにつ

いて説明する 

システムとは、シス

テムの概念と利点、

システムの分類 

  

情報システムとコン

ピュータシステムの

違い 

  

システムとハードウ

ェアとソフトウェアの

関わり 

  



組み込みシステム

の紹介 

  

企業情報システム

の紹介 

  

14 重要事項のまとめ 

  

15 期末試験 

  

教科書・ 

参考書 

ロジャー・プレスマン: 実践ソフトウェアエンジ

ニアリング, 日科技連, 2005. 

エリック・ブロディ: ソフトウェアエンジニアリン

グ, 翔泳社, 2004 
  

備考   
  



授業科目

名 
ソフトウェア構築 

  

単位数 2 

  

開設学期   

  

目的 ソフトウェアを構築するにあたり必要とされる過程

を理解し，構築の際に用いられる技術について学

習することを目的とする． 

  

概要 ソフトウェアの構築とは何を行うことかを習得す

る．ソフトウェアを構築するに当たり，必要とされ

る過程とその重要性，および構築のための要素

技術を習得する． 

  

目標 作成されるソフトウェアの設計内容が与えられた

際，自分で，あるいは多人数で共同してソフトウェ

アを構築する能力を身につける．ソフトウェアを構

築する他の作業者に，ソフトウェアを構築するた

めに必要な作業が何かを指示し管理する能力を

身につける． 

  

先修科目   

  

関連科目 ソフトウェア設計とＨＣＩ，開発プロセスと保守，ソ

フトウェア開発マネジメント，ソフトウェアアーキテ

クチャ 

  

授業方法 講義 

  

評価方

法・基準 

期末試験の成績により決定する． 

  

授業回数 授業展開 トピック 学習目標 

1 授業の概要と目的および進め方について説明す

る． 

    

ソフトウェア開発の全体的な流れについて説明す

る．また，その流れの中でソフトウェア構築がどの

ような位置づけであるか説明する． 

プロセスの基礎 PRO.con  



ソフトウェア開発の要素としてどのような作業があ

るかを理解する． 

プロセスの基礎 PRO.con  

2 ソフトウェア開発の全体的な流れの中で，ソフトウ

ェア構築がどのような位置づけであるか，ソフトウ

ェア設計との関連から説明する． 

設計に用いられる概

念 

DES.con 

3 ソフトウェア構築における開発環境の役割につい

て説明する． 

開発環境 CMP.tl.1 

開発環境の認識 CMP.tl.1 

4 ソフトウェア設計時に用いるプログラミング言語と

してオブジェクト指向言語を取り上げ，その特徴

について説明する． 

プログラミング言語

基礎 

CMP.cf.8 

オブジェクト指向パ

ラダイムにおける実

行時のトピック（ポリ

モルフィズム，ダイ

ナミックバインディン

グなど） 

CMP.ct.3 

5 ソフトウェア設計時に用いるプログラミング言語と

してオブジェクト指向言語を取り上げ，その特徴

について説明する． 

パラメータ化と汎化 CMP.ct.4 

アサーション，契約

による設計（DbC），

防御的プログラミン

グ 

CMP.ct.5 

エラーハンドリング，

例外処理，フォール

トトレラント 

CMP.ct.6 

6 ソフトウェア設計時に用いるプログラミング言語と

してオブジェクト指向言語を取り上げ，その特徴

について説明する． 

ユーザーインタフェ

ースフレームワー

ク，ツール 

CMP.tl.2 

単体テストツールを用いることにより，ソフトウェア

構築をどのように行うことが出来るかを説明す

る． 

単体テストツール CMP.tl.3 

単体テストツールの

利用 

CMP.tl.3 

7 複数の実行が並列・並行に動作するソフトウェア

の動作原理について説明する．また，そのような

並列処理の基本要

素（セマフォ，モニタ

ーなど） 

CMP.ct.10 



ソフトウェアを構築するための技術について説明

する． 

分散ソフトウェアの

ための構築技術 

CMP.ct.11  

8 ソフトウェア設計の際に状態やテーブルが用いら

れた際，それをソフトウェア構築時どのようにして

実装することが出来るかを説明する． 

状態ベースおよびテ

ーブル駆動の構築

技法 

CMP.ct.7  

状態ベースおよびテ

ーブル駆動を用い

たプログラムの作成 

CMP.ct.7 

9 ソフトウェアの振舞いをその実行時に決定する方

法について説明する．また，その一例としてソフト

ウェアの国際化を取り上げ，国際化がどのように

して行われるかを説明する． 

実行時コンフィグレ

ーションと国際化 

CMP.ct.8 

10 文字列等を入力とするソフトウェアを対象とし，入

力内容をソフトウェア内部で利用するために必要

となる処理について説明する． 

文法ベースの入力

処理（パース処理） 

CMP.ct.9 

文法ベースの入力

処理を行うプログラ

ムの作成 

CMP.ct.9  

11 実世界のソフトウェアにおける特定のドメインに関

するソフトウェア 

について説明する． 

組込みシステムの

構築とハードウェア・

ソフトウェア協調設

計 

CMP.ct.11 

CMP.ct.12  

12 ソフトウェアを構築する段階における，ソフトウェ

ア分析手法について説明する． 

ホットスポット分析と

パフォーマンスチュ

ーニング 

CMP.ct.13  

プロファイリング・パ

フォーマンス分析の

ツール 

CMP.tl.4 

静的解析と動的解

析 

MAA.af.2, 

VAV.rev.3

（動的解析

に関しては

対応なし） 



13 ソフトウェアを構築する際，既存のソフトウェアを

流用することによって効率的にソフトウェアを作成

する方法について説明する．また，既存のソフト

ウェアを流用することによる効果について説明す

る． 

API の設計と利用   

CMP.ct.1 

コードの再利用とラ

イブラリ 

CMP.ct.2 

CMP.tl.4 

14 重要事項のまとめ 

  

15 期末試験 

  

教科書・ 

参考書 

  

  
備考   
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1．IT 学教育の動向調査 

 

1.1. IT の学科領域カリキュラム  

	 2005 年 9 月に ACM,	IEEE-CS,	AIS	による「Computing	Curricula	2005」（以下，CC2005

と略す）が公開され，CS,	IS,	CE,	SE,	IT	の５つの学科領域別カリキュラム標準の構成

となった。IT(Information	Technology	Curriculum)は，この CC2005 で初めてカリキュラ

ム標準に組み込まれ，５つ学科領域のうち最も新しい。	

	 情報処理学会では，この CC2005 が策定されたのを機に，「情報専門学科におけるカリキ

ュラム標準 J07」（以下，J07 と略す）の策定を始め，専門情報教育の標準については，CC2005

と同じ 5 つの学科領域別の構成とした。J07 では，さらに一般情報教育および副専攻を追

加し，全体として 7 つの領域として策定し，2008 年 3 月に公開した。J07 の専門情報教育

である 5 つの学科領域別カリキュラム標準においても，最も新しい学科領域が IT である。

J07 の「IT の学科領域カリキュラム」(以下，J07-IT と略す)は，IT2005 および IT2006 を

もとに策定した。	

	 J07 の策定から 10 年が経過し，今回，「情報専門学科におけるカリキュラム標準 J17」

（以下，J17 と略す）を策定した。J17 の「IT の学科領域カリキュラム」（以下，J17-IT と

略す）については，ACM,	 IEEE-CS	 で策定が進められていた「Information	 Technology	

Curricula	2017	」の Draft 版を参考に検討を進め，2017 年 12 月 10 日に公開された正式

版である IT2017(以下，IT2017 と略す)にもとづいて策定した。	

	 現代の私たちの生活や社会基盤は情報通信技術により支えられており，情報通信技術は

私たちの生活や価値観を変え，ビジネスモデル，職業観や働き方を変えてきている。企業

では，ビジネスにどのように情報通信技術を活用するかが重要となってきているが，情報

通信技術の発展速度は早く，10 年後の情報通信技術を予測することは難しい。このため，

情報専門教育を受けた学生に対して，情報通信技術を俯瞰し，将来の情報通信技術をある

程度予測できることが期待されている。「IT の学科領域カリキュラム」では，情報通信技

術の動向を見極め，企業等の組織における情報通信基盤の設計，構築，管理，維持を行う

ために必要な知識やスキルの修得を目的としている。	

	 ネットワーク，データベース，セキュリティなどの情報技術の融合により情報システム

が構成されているが，情報技術の陳腐化は早く，情報技術の動向を見極めた設計や構築が

重要となっている。欧米や日本での専門情報教育は，情報科学を中心に，ソフトウェア工

学，情報システム学などで構成されているが，最新の高度な情報通信技術やその動向を学

ぶ教育は少なく，社会のニーズと大学の教育内容との間に大きなギャップが生じている。	
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このような問題認識をもとに，「IT の学科領域カリキュラム」が新たに策定された。	

 

1.2. ACM/IEEE-CS の IT カリキュラム標準 

	 	 「IT の学科領域カリキュラム」は，先にも述べたように，ACM(The	Association	for	

Computing	 Machinery)，AIS(The	 Association	 for	 Information	 Systems)および IEEE-

CS(The	Computer	Society)により 2005 年 9 月に策定された Computing	Curricula	2005(以

下，CC2005 と略す)に新設された領域である。CC2005 では IT が新たに加わり CS，SE，IS，

CE，IT の 5 つの領域となった。	

	 CC2005 では，各領域の関係について述べられているが，IT 領域は，図 1.2-1 に示す右端

の濃い灰色の部分に該当する。すなわち，理論的な部分ではなく，応用分野であり，ハー

ドウェアは対象とせず，ソフトウェア技術を対象とする。	

		

図 1.2-1	 CC2005 における IT 領域の位置付け	

(出典 https://www.acm.org/binaries/content/assets/education/curricula-

recommendations/cc2005-march06final.pdf)	

	

	 ACM,	IEEE-CS で策定が進められていた「Information	Technology	Curricula」は，IT2005

の後，IT2008，IT2010 の改訂版が公開された。2017 年 7 月に，IT2017 の Final	 Draft 版

が公開され，IT2017 の正式版が 2017 年 12 月 10 日に公開された。	

	 IT2017 の正式版は，以下の URL でダウンロードが可能である。	

http://www.acm.org/binaries/content/assets/education/it2017.pdf	

	 J17-IT は，この IT2017 をベースに策定した。	
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	 IT2017 の必修内容は，表 1.2-1，選択内容(補足的内容)は，表 1.2-2 のとおりである。	

表 1.2-1	 IT2017 の必修内容	

	

表 1.2-2	 IT2017 の選択内容（補足的内容）
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	 IT2017 の Draft 版までは，時間数は時間(Hour)で記述されていたが，正式版では%での

表記になっている。%とは，4 年間の卒業単位数を 100%とした場合の%である。	

	

1.3. 国内での IT 教育の現状 

	 昨年度の事業では，国内の高等教育機関おける情報学の専門教育の現状について調査し

た。高等教育機関に対してアンケート調査を行ったが，情報を専門教育として教えている

学科やコースからの回答が，279 箇所からあった。J07 の５つ学科領域の各数(学科やコー

ス数)は，次のとおりであった。	

	 	 CS（コンピュータ科学）	 	 	 74	

	 	 IS（情報システム）		 	 	 33	

	 	 SE（ソフトウェアエンジニアリング）	 	 	4	

	 	 CE（コンピュータエンジニアリング）	 	 26	

	 	 IT（インフォメーションテクノロジ）	 	 27	

	 	 その他	 	 	 	 								115	

	 	 合計	 	 	 	 	 	 	 	 279	

	

	 その他の 115 件は，全体の 41%に及ぶ。学科名やコース名を見ると，メディア情報，知

能情報，医療情報，生命情報，経営情報，文化情報，図書館情報，情報通信などがあり，

情報学の領域が５つの学科領域を超えて幅広いことが判る。	

	 IT については，27 件で，全体の約 10%であった。IT で回答のあった学科やコースのカリ

キュラムについて調査したところ，IT 以外の領域(IS や CE)の方が適切と思われるものが

22%，情報ネットワーク，情報セキュリティ，ヒューマンインタフェースなど J07-IT の一

部の内容が教えられているが，カリキュラムの範囲が広く，複数の領域に対応しているも

のが IT のうち 37%，医療情報やメディアデザインなど情報を専門とする学科やコースでな

いと思われるものが 26%，そして，概ね J07-IT の領域に該当すると思われるものは，IT の

うち 15%(4 件)であった。なお，J07-IT には，サイバーセキュリティ，情報ネットワーク，

情報管理の他に，システム統合，アーキテクチャ設計，システムの運用管理などが含まれ

るが，それらを含む学科やコースは見当たらなかった。	

	 すなわち，J07-IT で示したカリキュラムに対応した教育カリキュラムで教育が行われて

いる学科やコースは，0%で，概ね満たしていると考えられるもので全体の 1.4%（279 件中

4件）である。	
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1.4. IT 教育のニーズ 

	 情報システムの構築では，サイバーセキュリティ，情報ネットワーク，アーキテクチャ

設計，システム統合など複数の情報技術が必要であり，それらの技術は日々より広くより

深くなってきている。例えば，サイバーセキュリティの分野では，日々新しい攻撃やイン

シデントが発生しており，セキュリティに関する技術領域や最新技術の修得内容は日々広

がりつつある。このため，セキュリティの技術者は，その最新の技術を修得することで精

一杯で，他の分野の技術を身に付ける余裕はない。	

	 しかし，情報システムが複雑化するなかで，各技術分野について個別に考えるのではな

く，幅広く最新の技術知識を持ち，全体を考えながら情報システムの構築ができる技術者

の育成が重要となっている。CC2005 に IT が追加されたのは，そのような問題認識に基づ

いている。	

	 J07-IT および J17-IT の目指す教育は，最新の情報技術を幅広く学ぶものであり，情報

システムを構築している企業や，情報システムを発注する組織からの教育のニーズは今後

ますます高まると思われる。しかし，実際に J07-IT に対応した教育を実施している高等教

育機関は数少ない。この理由として考えられることは，	

	 ・IT の学科領域を教えられる教員が少ないこと	

	 ・IT の学科領域を教えるための教科書が少ないこと	

があげられる。	

	 例えば，アーキテクチャの設計やシステムの運用管理などの技術を修得した技術者は企

業には多数いる。しかし，その分野の研究者は少なく，大学において教えられる教員は少

ない。また，企業で働く技術者向けの本はあっても，大学で教えるのに適切な教科書は少

ない。例えば，情報処理学会で発行している専門情報教育の教科書である IT-Text シリー

ズでは，情報セキュリティ，情報通信ネットワーク，データベースなどの教科書はある。

しかし，ニーズが少ない，システムアーキテクチャ，システム統合，システム運用管理な

どの教科書はない。	

	 現在，高等教育機関での専門情報教育では，アルゴリズム，プログラミングなど基礎的

な CS 中心の教育が行われている場合が多いが，その理由は，高等教育機関の教員の多く

が，情報科学に関する研究者であり，企業での情報システムの企画設計や開発，運用管理，

プロジェクト管理などの経験がないこともその要因のひとつである。	

	 J17-IT の策定は，今後の社会からのニーズが高まると思われる，サイバーセキュリティ，

情報ネットワーク，情報管理，システムアーキテクチャ，システム統合，システム運用管

理，プロジェクト管理など，IT の学科領域の教育を行う上で参考となるものである。そし
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て J17-IT により，今後，IT の学科領域の教育を行うことができる高等教育機関が増える

ことが望まれる。	

	

2. カリキュラム標準 J17-IT 

	

2.1 J17-IT 策定について 

	 国内において，IT の学科領域のカリキュラム標準が初めて策定されたものは，2008 年 3

月に公開された J07-IT である。情報処理学会	情報処理教育委員会	インフォメーション

テクノロジ教育委員会(以下，IT 教育委員会と略す)は，J07-IT を策定した後，IT2008 に

もとづく改訂の検討を進めたが，カリキュラムの改訂版の公開には至っていない。IT 教育

委員会では，	J07-IT に続く J17-IT の策定のため，2017 年 1 月に IT 教育委員会を再編成

し，	J17-IT の策定を進めてきた。	

	 	

2.2 J17-IT 策定の方針について 

	 J07-IT の策定に際し，国際的な相互認証評価の観点から，CC2005 の IT 領域の内容がほ

ぼ踏襲された。（ただし，米国特有の法律など日本国内では不適切な部分については日本の

状況に合わせて修正が加えられた。）	

	 J17-IT のカリキュラム標準の策定についても同様と考え，国際的な相互認証評価の観点

から，ACM が策定する IT2017 のカリキュラム内容を踏襲したものとして J17-IT を策定し

た。	

	 2017 年 1 月時点では，IT2017 のドラフト版が公開されており，その内容で検討を進め

た。2017 年 12 月に IT2017 の正式版が公開され，J17-IT はその内容に準じて策定を行っ

た。	

	 IT 教育委員会では，J17-IT の策定について，以下の方針とした。	

	 ・IT2017 正式版を基準に J17-IT を策定する。	

	 ・J17-IT の知識体系は IT2017 と同じとし，日本語化は行わない。	

	 ・国内の高等教育機関に合った日本語カリキュラムを策定する。	

	

2.3 J17-IT の日本語カリキュラム策定の方針について 

	 J17-IT の日本語カリキュラム策定において，時間数については，IT2017 の時間数(%)を

基準とした。IT2017 ドラフト版では，時間数は時間(Hour)で記述されていたが，IT2017 で

は，時間数は%表記となった。なおドラフト版の 1 時間とは 50 分の講義時間のことで，1

単位の授業時間は，50 分の授業を半期 14 週で実施することを想定している。	
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	 1%とは，4年間で取得する単位数を 100%とした場合の%である。しかし日本の場合，学部

の４年次で，卒業研究を行うことが多く，3 年次までに概ね専門教育の単位を取得するこ

とが一般的である。このため，IT2017 の 1%を J17-IT ではおよそ 1単位として換算した。	

IT2017 の 1～2%を J17-IT では 2単位，2～3%を 2 単位，4～5%を 4 単位，6%を 4 または 6 単

位，を目安としてカリキュラムを策定した。	

	 表 2.3-1 は，IT2005，J07-IT，IT2017，J17-IT の必修化科目の比較を示している。	

	

表 2.3-1	 	IT2005，J07-IT，IT2017，J17-IT の必修化科目の比較	

J17-IT	 IT2017	 J07	 IT2005	

	

記号	

	

科目名	

	

単位	

	

記号	

時間	

%	

	

単位	

	

記号	

時間	

時	

	 IT 基礎(J07-IT)	 －	 －	 －	 4	 ITF	 33	

CSP	
セキュリティ概論	

ネットワークセキュリティ	
4	 CSP	 6%	 4	 IAS	 23	

GPP	 IT プロフェッショナルの行動規範	 2	 GPP	 3%	 2	 SP	 23	

IMA	 情報管理１，２	 4	 IMA	 6%	 4	 IM	 34	

IST	 システム統合技術	 2	 IST	 3%	 2	 IPT	 23	

NET	 情報ネットワーク１，２	 4	 NET	 5%	 2	 NET	 20	

PFT	 プラットフォーム技術	 2	 PFT	 1%	 2	 PT	 14	

SPA	
要求分析とアーキテクチャ設計	

システム構築	
4	 SPA	 6%	

2	 SIA	 21	

2	 SA	 11	

SWF	
ソフトウェア設計	

ソフトウェア設計演習	

2	

2	
SWF	 4%	 4	 PF	 38	

UXD	 ユーザーエクスペリエンスデザイン	 2	 UXD	 3%	 2	 HCI	 20	

WMS	 Web およびモバイルシステム	 2	 WMS	 3%	 2	 WS	 21	

PRG	 プログラミング演習 1～3	 6	 －	 －	
6	 －	 －	

PBL	 総合演習（PBL）1,2	 4	 －	 －	

	 合計	 40	 	 40%	 38	 	 281H	

	

	 日本の高等教育における情報の専門教育では，4 年生に卒業研究を行うことが多いため，

1年生から3年生までの間で教養科目や専門科目など120単位近くの単位を取得する。J17-

IT の必修科目としては，このうち，1/3 程度に相当する科目を設定することとした。	
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IT2017 の必修内容については，表 1.2-1 の必修内容の 10 の全ての分野をカバーするよう

にし，各授業科目でカバーしきれない内容については，ソフトウェア設計演習，プログラ

ミング演習，総合演習を追加し，その中で学習することとした。	

	

	 J17-IT のカリキュラム体系の策定方針は，J07-IT の策定方針を踏襲し，以下の方針で策

定を行った。	

	 	 ・対象学年は１年前期から３年後期までとし，前期，後期とする。	

	 	 ・授業科目は 2 単位を基準とし，2 単位は 90 分×16 回(期末試験を含む)とする。	

	 	 ・授業科目は IT2017 のエリアの分類をなるべく尊重する。	

	

	 各科目の一覧，科目の体系（必修科目と選択科目，履修年次，学期）を表 2.3-2 に示す。	
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表 2.3-2	 	J17-IT の科目の一覧	

J17-IT	

記号	

IT2017 のドメイン	 J17-IT	科目名	 年次	 学期	

必修

選択	

ITE-CSP	 Cybersecurity	Principles	 セキュリティ概論	 1	 後期	 必修	

ITE-CSP	 Cybersecurity	Principles	 ネットワークセキュリティ	 2	 後期	 必修	

ITE-CSP	 Cybersecurity	Principles	 システムセキュリティ	 3	 前期	 選択	

ITE-GPP	 Global	Professional	Practice	 IT プロフェショナルの行動規範	 2	 後期	 必修	

ITE-GPP	 Global	Professional	Practice	 プロジェクトマネジメント	 3	 前記	 選択	

ITE-IMA	 Information	Management	 情報管理１	 2	 前期	 必修	

ITE-IMA	 Information	Management	 情報管理２	 2	 後期	 必修	

ITE-IMA	 Information	Management	 情報管理３	 3	 前記	 選択	

ITE-IST	

Integrated	Systems	

Technology	

システム統合技術	 2	 後期	 必修	

ITE-NET	 Networking	 情報ネットワーク１	 2	 前期	 必修	

ITE-NET	 Networking	 情報ネットワーク２	 2	 後期	 必修	

ITE-PFT	 Platform	Technologies	 プラットフォーム	 2	 前期	 必修	

ITE-SPA	 System	Paradigms	 要求分析とアーキテクチャ設計	 2	 後期	 必修	

ITE-SPA	 System	Paradigms	 システム構築	 3	 前期	 必修	

ITE-SPA	 System	Paradigms	 システムの運用・管理	 3	 後期	 選択	

ITE-SWF	 Software	Fundamentals	 ソフトウェア設計	 2	 前期	 必修	

ITE-UXD	 User	Experience	Design	

ヒューマンコンピュータインタラ

クション	
2	 前期	 必修	

ITE-WMS	 Web	and	Mobile	Systems	 ウェブ技術	 2	 前期	 必修	

ITE-PRG	 	 	 プログラミング１	 1	 前期	 必修	

ITE-PRG	 	 	 プログラミング２	 1	 前期	 必修	

ITE-PRG	 	 	 プログラミング３	 2	 前期	 必修	

ITE-SWF	 	 	 ソフトウェア設計演習	 2	 後期	 必修	

ITE-PBL	 	 	 総合演習１	 3	 前期	 必修	

ITE-PBL	 	 	 総合演習２	 3	 後期	 必修	

ITS-ANE	 Applied	Networks	 ネットワーク応用	 3	 前期	 選択	

ITS-CCO	 Cloud	Computing	 クラウドコンピューティング	 3	 後期	 選択	
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ITS-CEC	
Cybersecurity	Emerging	

Challenges	

デジタルフォレンジック	 3	 後期	 選択	

ITS-DSA	

Data	Scalability	and	

Analytics	

データのスケーラビリティと分析	 3	 後期	 選択	

ITS-IOT	 Internet	of	Things	 IoT 技術	 3	 後期	 選択	

ITS-MAP	 Mobile	Applications	 モバイル開発	 3	 前期	 選択	

ITS-SDM	

Software	Development	and	

Management	
ソフトウェア開発と管理	 3	 後期	 選択	

ITS-SRE	 Social	Responsibility	 IT の社会的責任	 3	 後期	 選択	

ITS-VSS	 Virtual	Systems	and	Services	 仮想システムと仮想サービス	 3	 前期	 選択	

	

	 	

	 J17-IT の各科目のカリキュラムについては，以下の方針で策定を行った。	

	 	 ・シラバスをイメージした表形式で作成する。	

	 	 ・シラバスの項目としては，講義名，単位数，必修か選択か，履修学年，開設学期，	

	 	 	 科目概要，目的，学習目標，授業方法，評価方法，教科書・参考書，	

	 	 	 授業展開（各回の授業内容）を項目とする。	

	 	 ・英文の科目概要も作成し，項目としては，Lecture，Credits，Elective，Year，Term，	

	 	 	 Overview，Learning	objectives，Course	goals，Course	format，Evaluation	 を	

	 	 	 項目とする。	

	 	 ・目的(Learning	objectives)については，IT2017 の 6.3	IT	Domain	Clusters の	

	 	 	 各ドメインの Scope を流用する。	

	 	 ・目標(Course	goals)についても，IT2017 の 6.3	IT	Domain	Clusters の各ドメイン	

	 	 	 の Competencies を流用する。	

	

	 IT 教育委員会では，これらの対応が分かりやすくするため，日英の対応が確認できる

EXCEL形式の表を用いて各科目のカリキュラムを作成した。この際に，Learning	objectives

については，Scope の番号 1,2,3 を，それぞれのドメインの記号の末尾に-1,-2,-3 をつけ

るようにした。Course	goals についても，Competencies の順番 A,B,C を，それぞれのドメ

インの記号の末尾に-A,-B,-C をつけるようにした。	

	 また，授業展開について，IT2017 の Appendix	B:	Performances の内容を併記するよう

にした。Performance	No.という欄を設け，Subdomains の順番である 01,02,03 とその中で
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の順番 a,b,c をドメインの記号の末尾に付けるようにした（例えば，ITE-CSP-01-a）。	

	 このことにより，IT2017 のどの部分が J17-IT に対応しているのか，詳細な対応をとる

ことができ，記述の漏れや重複を最小限にすることができた。IT 教育委員会で作成した

EXCEL 表については，本報告書とは別に公開を検討している。	

	 本報告書の 4章で，日本語版の各科目のカリキュラムを示す。	

 

3. ACM/IEEE-IT への報告 

	 	

	 学科領域別カリキュラム標準の策定は，ACM,	IEEE-CS,	AIS	による該当のカリキュラム

標準	 IT2005 から IT2017 までを参照し策定を行ってきた。J07-IT および日本国内の高等

教育機関における情報に関する専門教育の現状を踏まえて，J17-IT の策定を行った。	

	 この検討において策定したカリキュラム案および検討内容については，英文でまとめて，

ACM,	IEEE-CS,	AIS 等，元の標準を作成した団体にも報告することとする。	

	 IT2017 では，Appendix	C において，各国（United	States，Saudi	Arabia	and	Middle	

East，China）の事例が掲載されているが，日本の事例が次回の改訂において追記されるよ

うな報告を出す予定である。	

	

4.J17-IT カリキュラムの各科目内容 

	

	 次ページ以降に，各科目のシラバスを示す。	
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講義名 セキュリティ概論
単位数 2 必修・選択 必修
学年 1 開設学期 後期
概要 情報セキュリティの概要と重要性，およびマルウェア，暗号，ポリシーについて学ぶ。
目的 技術，人間，情報，処理において，操作を保証するためのコンピュータの原則を学ぶ。
目標 情報漏洩の危険性を減らすためのサイバーセキュリティの目的と機能を評価できる。

マルウェアの種類と対策を理解している。
基本的な暗号アルゴリズムとそれぞれの利用について説明できる。

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 授業の概要を説明し，セキュリティの必要性や近年起こっている様々問題を紹介する。
2 情報セキュリティの重要性と，これまでの状況について学ぶ。また，サイバーセキュリティの問題が組
織に与える影響について学ぶ。

授 3 マルウェアの概要を学ぶ。また，これまで発生した重大な問題を示す。
4 マルウェアの種類や危険性について学ぶ。また，それらから守るために何をすべきかを学ぶ。

5 パスワードなどの個人認証の方式，生体認証の概要について学ぶ。
業 6 システムをマルウェアからどのように守るか，その手法について学ぶ。また，マルウェアの識別方法の

概要を学ぶ。
7 マルウェアに感染した場合の普及方法について学ぶ。
8 暗号の概要を学ぶ。暗号化と復号化，代表的な暗号化の方式，共通鍵方式と公開鍵方式について学ぶ。

展 9 基本的な暗号化の応用を学ぶ。特に，電子認証，ハッシュへの利用について学ぶ。また，公開鍵基盤
（PKI）の基本的な仕組みを学ぶ。

10 様々な暗号化のシステムが，様々な状況において，どのように利用されるべきかを学ぶ。

11 セキュリティにおいて，人間に関わる問題について学ぶ。特に，組織に関わっている人々が守るべき事
項について学ぶ。

開 12 人を騙すためのソーシャルエンジニアリグの基本的な手口や可能な対処について学ぶ。
13 セキュリティポリシ，プライバシポリシについて，目的と作成原則，および運用について学ぶ。
14 システムの運用において，欠陥がある時の様々な対処，方針について学ぶ。
15 現在社会における情報セキュリティの重要性と，社会に与えている影響について学ぶ。
16 期末試験

1
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講義名 ネットワークセキュリティ
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 後期
概要 情報ネットワーク上のセキュリティ問題について学ぶ
目的 情報セキュリティの実装，操作，解析，テストについて学ぶ。

法，政策，ヒューマンファクタ，倫理，リスクマネジメントを含んだサイバーセキュリティの学際的な
性質を認識する。

目標 組織を活発に運営するため，データ侵害のリスクを低減するツールとシステムを実現するためのサイ
バーセキュリティ技術の目的と機能を評価できる。
サイバーセキュリティの脅威に対処し，組織のサイバースペースに対するリスクを最小限に抑えるため
のシステムの実装，ツールの適用，概念の利用ができるようになる。

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

教科書・
参考書

IT Text ネットワークセキュリティ

1 講義全体の概要を説明する。情報ネットワークにおけるセキュリティの重要性について学ぶ。
2 サイバー攻撃の種類とその対応の概要について学ぶ。

授 3 ファイアウォールについて学ぶ。
4 マルウェアについて学ぶ。
5 共通鍵暗号について学ぶ。

業 6 公開鍵暗号について学ぶ。
7 認証技術について学ぶ。
8 PKIと SSL/TLSについて学ぶ。

展 9 メールのセキュリティについて学ぶ。
10 Webのセキュリティについて学ぶ。
11 コンテンツ保護と Fintechについて学ぶ。

開 12 匿名化技術について学ぶ。
13 プライバシー保護技術について学ぶ。
14 サイバー犯罪の現状と法規制について学ぶ。
15 組織のセキュリティ管理と運用について学ぶ。
16 期末試験

2
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講義名 システムセキュリティ
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 前期
概要 情報システム全体を保護するためののセキュリティについて学ぶ。
目的 情報システムのリスク管理について学ぶ。

高信頼性システムを中心に，情報システムの保護について学ぶ。
目標 サイバーセキュリティへの脅威に対抗するための手段を理解できる。

リスクが顕在化した場合の，リカバリのための手段を理解できる。
先修科目 ネットワークセキュリティ
授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 授業の概要，到達目標，授業の進め方について説明する。信頼性の概要を理解する。システム設計にお
いては，最小限の権限を与えるべきであることを理解する。

2 高信頼性システムにおける，フェールセーフの必要性を理解する。高信頼性コンピューティングの概念
を理解する。

授 3 SE Linuxなどセキュア OSの特徴と具体的な事例について理解する。
4 高信頼性ソフトウェアやシステムの開発における手法を理解する。高信頼性ソフトウェアやシステムの
開発での TPMの役割を理解する。

5 システムに潜在する脆弱性について理解する。リスク管理の基本について理解する。
業 6 実機を使用した，侵入テストツールによる脆弱性の特定方法を理解する。

7 複数のレベルでシステムの安全性を確保することを理解する。コンポーネントの境界に存在するリスク
を理解する。

8 脆弱性データベースを利用して，システムに潜在する脆弱性を発見する方法について理解する。システ
ム全体に潜在する脆弱性と，システムを構成する要素単体に存在する脆弱性とが異なることを理解する。

展 9 実機を使用して，バッファオーバフロー攻撃やクロスサイトスクリプティング攻撃を経験し，システム
に潜在する脆弱性を理解する。

10 マルウェア感染の防止など，リスク軽減策について理解する。セキュリティインシデント発生時のリカ
バリ計画について理解する。

11 攻撃を受けてしまった場合の証拠の保全策の概要を理解する。システムのバックアップおよび復旧の計
画について理解する。

開 12 モバイル端末などデバイスの盗難・紛失時の対応策の立案について理解する。
13 組織全体の情報セキュリティ維持施策について理解する。セキュリティ製品導入に際して，ベンダを評

価する手順について理解する。
14 新たに生じる脅威や脆弱性について，継続的に監視する方法について理解する。継続的なセキュリティ

教育の在り方について理解する。
15 セキュリティ関連法規について理解する。必要に応じた情報公開の必要性について理解する。
16 期末試験

3
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講義名 ITプロフェショナルの行動規範
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 後期
概要 ITプロフェショナルがグローバル環境で活動する上で IT専門技術に加えて、プロフェショナルとして

の行動規範、ITの進展が社会に及ぼす大きな影響に対する法的、倫理的考慮への理解が極めて重要と
なっている。本科目では、そういった ITプロフェショナルの行動規範や必要スキル等について学ぶ。

目的 ITプロフェショナルとしての口頭や文書によるコミュニケーションスキルを含めて、業界内キャリア
形成に不可欠なスキルの重要性を学ぶ。
チームワークが ITプロジェクト全体の中でどのように機能するか、また、ITが組織をどのように支援
するかについて学ぶ。
情報技術の進展が社会や人に及ぼす影響や変化を理解し、倫理的行動規範の遵守について学ぶ。

目標 チーム活動におけるコミュニケーションスキルの重要性を認識し、これらのスキルが組織目標の最適化
にどのように貢献するかを説明できる。（コミュニケーションとチームワーク）
システム開発を含む ITキャリアにおいて継続雇用を維持するために必要な特定スキルを評価できる。
（雇用可能性　 employability）
企業環境に関連したプライバシー、法的、倫理的な考慮事項を含む ITポリシーを組織内で策定できる。
（法的・倫理的観点）
プロジェクトの開始から完了に至る ITプロジェクトが直面する諸課題・リスクを認識し，適切なプロ
ジェクト計画の作成とプロジェクト管理ができる。（プロジェクト管理）

関連科目 コミュニケーション関連の講座
授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 講義全体の概要を説明する。ITの進展の歴史を踏まえ，情報社会における ITやプロフェショナル人材
の役割，位置づけ，課題について概要を説明する。

2 ITプロフェショナルの業務内容を具体例をもとに知り，ITプロフェショナルが直面している課題，社
会における責任について説明する。

授 3 ITプロフェショナルとしてのキャリア形成のありかた，必要なスキルとプロフェショナリズム（マイ
ンド，行動特性，顧客志向等）について学ぶ。

4 社会で活躍する ITプロフェショナルの人材像・社会への価値創造活動・行動規範を様々な領域の具体
的事例を通じて学ぶ。

5 ITプロフェショナルのエンプロイアビリティ（雇用されうる能力）を高める必要性やその方法につい
て学ぶ。

業 6 チームの共同作業を効果的に進めるためにの方法やチーム活動の課題について学ぶ。
7 チーム内外のステークホールダーとのコミュニケーションが如何に重要かを説明する。さらに、多様な
コミュニケーション手段を最適にデザインし，個人間・組織間のコミュニケーション課題の解決を学ぶ。

8 プロジェクトチームにおけるコミュニケーション課題を取り上げ，プロジェクトを成功させるためのコ
ミュニケーションの条件についてケーススタディを実施する。

展 9 IT関連の急速な進展に伴う社会の法的，倫理的な課題やバーチャル空間の拡大に伴うルール・知財・サ
イバーセキュリティの問題に対する全体像を学ぶ。

10 AI／ IoT／ロボティクス等の普及に伴う情報倫理問題について，技術者視点から課題の考え方・対応
策について学ぶ。

11 ビッグデータの個人情報保護の問題を取り上げ，プライバシー保護・個人の尊重など AIのリスクを多
面的に考察するため，ケーススタディによる演習を行う。　

開 12 技術者に求められる倫理的想像力とは何かについて，新しいサービスの提供が社会のステークホール
ダーにどのような影響を及ぼすを考えるケーススタディ討論を行う。

13 ITと環境問題について，グリーンコンピューティングの概要の説明をし，今後の動向について学ぶ。
14 ITガバナンスの役割と ITリソースの最適管理について学ぶ。
15 ITのリスク管理，プロジェクト計画の重要性を知り，組織目標を達成する上での様々な阻害要因への

対応を学ぶ。
16 期末試験

4
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講義名 プロジェクトマネジメント
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 前期
概要 プロジェクトの立ち上げから、終結までのプロセスにおけるプロジェクトマネジメントの基本的な知識

を学ぶ。　
目的 チームワークが IT全体でどのように統合され、ITが組織をどのように支援するかの方法について学ぶ。

ソフトウェアプロセスモデルとソフトウェアプロジェクト管理について学ぶ。
目標 チーム活動におけるコミュニケーションスキルの重要性を認識し、これらのスキルが組織目標の最適化

にどのように貢献するかを説明できる。（コミュニケーションとチームワーク）
プロジェクトの開始から完了に至る ITプロジェクトが直面する諸課題・リスクを認識し，適切なプロ
ジェクト計画の作成とプロジェクト管理ができる。（プロジェクト管理）
プロジェクト管理ツールとメトリックを使用して、さまざまな能力・経験を持つチームの ITシステム
開発のプロジェクト計画、監視、進捗状況追跡、リスク処理を行うことができる。 （管理）

関連科目 ソフトウェア開発と管理
授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 講義全体の概要を説明する。プロジェクトとは何か，プロジェクトマネジメントの重要性について学ぶ。

2 情報システム開発プロジェクトの実例をベースにして，プロジェクトの立ち上げから終了までのプロ
ジェクト管理の作業段階における重要ポイントの概要を学ぶ。

授 3 プロジェクトに対して，スコープ定義，ワークブレークダウンストラクチャー等を演習を交えて学ぶ。
4 プロジェクトにおけるプロジェクト遂行全体の作業順序の設定，クリティカルパス等をふまえたスケ
ジュール作成について，演習を交えて学ぶ。

5 プロジェクトにおける資源の割り当て，品質計画，調達等を学ぶ。
業 6 プロジェクトが必要する要員の計画と，プロジェクト全体のコスト計画を学ぶ。

7 プロジェクトの遂行におけるさまざまなリスクとリスクマネジメントのポイントを学ぶ。
8 プロジェクトのリスク分析と対応策について具体例に基づいて演習を行う。

展 9 プロジェクトにおけるコミュニケーション，ステークホルダーマネジメントを学ぶ。
10 プロジェクト計画書作成演習を行う。
11 プロジェクトの実行・監視について,プロジェクトチームの運営，進捗管理を学ぶ。

開 12 プロジェクトの実行・監視について，変更管理，問題管理，リスク管理を学ぶ。
13 プロジェクト実行中において発生する問題点を取り上げ原因分析と対応について演習をおこなう。
14 実際のプロジェクト実践事例をモデルにしてケーススタディを行う。
15 プロジェクトの終結管理およびプロジェクト管理の教訓・改善の方策について学ぶ。
16 期末試験

5
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講義名 情報管理１
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 前期
概要 概念モデルの構築を中心にして，データベースの基礎について学ぶ。
目的 実世界を抽象化して，概念モデルを構築できる技術を学ぶ。
目標 正規化，キーの設計ができる。組織のルールを考慮した ER図を描き，データベースの設計ができる。
先修科目 (なし)

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 授業の概要，到達目標，授業の進め方について説明する。データ，データベース，データベース管理シ
ステムなどの基本的な用語を理解する。従来のファイル処理と比較してデータベースの利点を理解す
る.。データの格納や情報の検索が時代とともにどのように変化してきたかを理解する。

2 インターネットの普及と組織外の利用者 (顧客や供給者)からの情報に対する要求の高まりが，データ
処理にどのような影響を与えたのかを理解する。データベースモデルとその進化の歴史を理解する。

授 3 組織におけるデータと情報の違いを認識し，データベース管理システムの必要性，データマイニングに
ついて理解する。メタデータについて理解する。

4 SELECT，INSERT，UPDATE，DELETEなど基本的な SQLの文法を理解する。実機を使って，リ
レーショナルデータベースにアクセスし，表の検索，行の挿入，行の削除などを行い，リレーショナル
モデルの概念を体得する。

5 主キー，候補キー，超キー，非ナル制約，一意性制約，主キー制約，主キーの発見方法を理解する。
業 6 関数従属，部分関数従属，推移関数従属を理解する。

7 第 1正規形～第 3正規形を理解する。
8 ボイスコッドの正規形，情報の喪失について理解する。

展 9 外部キー，参照制約，存在制約，更新時異常について理解する。
10 1対 1，1対 n，n対 nなどカーディナリティを理解する。E-R図の書き方を理解し，簡単な事例を基に

E-R図を描く方法を理解する。
11 n対 nがもたらす不具合と，n対 nの解消方法について理解する。

開 12 伝票の実例を基に，データモデルの正規化を行い，E-R図を描くことを理解する。
13 第 4正規形を理解する。
14 第 5正規形を理解する。
15 トランザクション処理の実例を基に，データモデルの正規化を行い，E-R図を描くことを理解する。
16 期末試験
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講義名 情報管理２
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 後期
概要 データベース操作言語について学ぶ。
目的 データから情報を抽出して，組織に必要な情報に加工することを学ぶ。
目標 SQL(DML，DDL)を使いこなし，データベースの構築とデータの操作ができる。
先修科目 (なし)

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 授業の概要，到達目標，授業の進め方について説明する。SQLを用いた，データベースの作成，表の
作成，表の管理についての基礎を理解する。

2 簡単な例を用いた，選択，射影，和，共通，差，自然結合などの基本的な関係代数を理解する。
授 3 表に格納するデータ型について理解する。表定義の基本的な文法を理解する。実機を用いて表定義を実

行し，文法の定着を図る。
4 与えられたデータモデルを確認し，表間の制約などを理解する。基本的な SQLの文法を復習する。実
機を使って，課題に従ってデータを挿入し，検索によって目的とするデータが作成できたことを確認す
る。

5 WHERE句，BETWEEN句，LIKE句を用いた SELECT文，検索結果のヘッダの変更方法を理解す
る。

業 6 GROUP BY句，HAVING句を用いた SELECT文と，簡単な集約関数を理解する。
7 検索条件における論理演算，DISTINCT句の必要性を理解する。
8 計算可能な列，集約関数を用いた，様々な計算方法について理解する。

展 9 結合の種類，結合の動作，結合を用いた複数の表から情報を検索する方法を理解する。
10 副問合せ，相関副問合せを理解する。
11 キーを作成，更新，削除する SQLを理解する。

開 12 INSERT，UPDATE，DELETEなど更新系の SQLを用いて，制約の実効性について理解する。
13 VIEWの使用目的，更新可能なVIEWと更新不可能なVIEWを作成する文法と，具体的な操作をする

ことを理解する。
14 表の作成，更新，削除の文法と，実機を用いた操作について理解する。
15 埋め込み SQLの使用目的と，使い方について理解する。
16 期末試験
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講義名 情報管理３
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 前期
概要 データベース管理と，データベースの応用分野を学ぶ．
目的 データの展開，管理，統合の方法と，組織を支援する情報システムについて学ぶ。

データと情報に関連する安全性とセキュリティの問題について学ぶ。
情報から有用なナレッジを作り出すためのツールと技術について学ぶ。

目標 領域分断への対応，複製データベース複製，性能分析など，組織におけるデータベースの分析ができる。
データベースユーザ，役割，権限，バックアップ，リストアなど組織におけるデータベースの管理がで
きる。

先修科目 情報管理 1～2

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 授業の概要，到達目標，授業の進め方について説明する。データの品質について理解する．データの正
確性，完全性，即時性などが失われた場合の，組織に対する影響について学ぶ。データ収集の仕組みと，
仕組みの構成要素 (自動収集の方法，入力様式，収集元など)の関係について学ぶ。

2 データの保持のために必要となる，物理的媒体，バックアップ手段，安全性の確保などについて，基本
的な事項について学ぶ。

授 3 物理モデルの概要と，論理モデルと物理モデルの関係について学ぶ。
4 正規化した結果とキーが与える影響を踏まえ，最適なパフォーマンスを発揮できる物理モデルの設計に
ついて学ぶ。

5 データの分断化，レプリケーションの状況，領域の割当てなどがデータベース性能に与える影響を分析
について学ぶ。

業 6 OLTPと OLAPの対比などを例にして，関係モデルと多次元データベースの違いや類似点について学
ぶ。

7 オブジェクトモデル，XML，NewSQL，NoSQLデータベースなどの概要について学ぶ。
8 リレーショナルデータベースと，オブジェクトモデル，XML，NewSQL，NoSQLデータベースなどの
非リレーショナルデータベースの比較について学ぶ。

展 9 OLAPとデータウェアハウスの概要について学ぶ。
10 データマイニングの方法と，データマイニングによって何が得られるかについて学ぶ。
11 データ管理とデータベース管理の違いについて学ぶ。

開 12 データベース管理者が一般的に行う作業について学ぶ。
13 データベースユーザ，役割，特権の作成と管理について学ぶ。
14 データベースセキュリティとバックアップ・リカバリの概念について学ぶ。
15 データベース環境におけるメタデータの重要性について学ぶ。
16 期末試験
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講義名 システム統合技術
単位数 2 必修・選択 選択
学年 2 開設学期 後期
概要 さまざまな構成要素を組み合わせて複雑なシステムを構築するための手法を学ぶ。
目的 スクリプト言語の目的と仕組みについて学ぶ。

アプリケーションプログラムインターフェースについて学ぶ。
組織を支援するシステムの管理，統合，およびセキュリティを実装するプログラミングを行う。

目標 文字，画像などのデータを，コンピュータに保存および処理する仕組み，および異なるコンピュータシ
ステムを統合するときにしばしばデータ変換が必要な状況を示せる。
システム間通信の標準的なプロトコルについて，どのように動作するかを，利点と欠点を含めて示すこ
とができる。
スクリプト言語で，選択，繰り返し，引数受け渡しを含めて，設計，デバッグ，テストができる。
安全なコードの目標を示せ，その目標をバッファオーバフローの防御，ラッパー，安全なメソッドの利
用のためにどのようなガイドとできるか示せる。

先修科目 ウェブ技術，プログラミング３
関連科目 情報ネットワーク２
授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 現在の情報システムが，さまざまな種類の構成要素を組み合わせて構築されていること，および情報技
術としてそれらを統合してシステムを構築することの重要性について学ぶ。

2 メタデータの概念，および文字データを表現する文字コードについて学ぶ。
授 3 XMLの基本的仕組みと活用について学ぶ。

4 XML文書を処理するためのツールである XSL，XSLT，Xpath等の概要を学ぶ。
5 システムを統合するにあたり，異なるアーキテクチャを扱う場合の注意点について学ぶ。

業 6 各種の分散処理の手法について学ぶ。
7 TCP/IPやデータグラム通信を用いた通信の違いや目的を学ぶ。
8 ソケットの動作の仕組みと各種のプロトコルについて学ぶ。

展 9 低レベル通信の仕組みとそれらのプロトコルについて学ぶ。
10 デザインパターンとプログラム作成への利用について学ぶ。
11 ウェブプログラミングで用いられることの多いデザインパターンについて学び，実際のウェブシステム

構築との関連を学ぶ。
開 12 統合プログラミングにおけるデザインパターンの活用について学ぶ。

13 プログラムの再利用を行うためのプログラム作成方法やそのための仕組みについて学ぶ。
14 信頼性を考慮したシステム統合の基礎を学ぶ。
15 実システムを例にして，システム統合の実際を学ぶ。
16 期末試験
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講義名 情報ネットワーク１
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 前期
概要 情報通信ネットワークの基礎とレイヤーモデル，プロトコルについて学ぶ。
目的 ネットワークのトポロジーについて学ぶ。

国際標準や相互運用性におけるレイヤーモデルの役割について学ぶ。
物理レイヤーからルーティングレイヤーについて学ぶ。

目標 さまざまな通信プロトコルを解析，比較することができる。また，それらがアプリケーションの要求を
どのように援助するかを説明することができる。
分散通信環境における，異なるネットワークプロトコルの標準，コンポーネント，要求について説明で
きる。

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 講義全体の概要を説明する。情報通信ネットワークとその歴史について学ぶ。
2 さまざまなネットワークの構成とサービスの例について学ぶ。

授 3 ネットワークのさまざまななプロトコルと標準化について学ぶ。
4 通信路の種類と歴史について学ぶ。（物理層）
5 伝送方式とネットワークトポロジーについて学ぶ。（物理層）

業 6 イーサーネットによるデータ伝送の技術（フレーム，イーサネットアドレス (MAC)，誤り制御）につ
いて学ぶ。（データリンク層）

7 データリンク層のプロトコル，VLANについて学ぶ。（データリンク層）
8 ネットワーク層のプロトコルと IPについて学ぶ。（ネットワーク層）

展 9 インターネットにおけるアドレッシング (IPv4,IPv6)について学ぶ。ルーティングとスイッチングにつ
いて学ぶ。（ネットワーク層）

10 演習を通じてルーティングを学ぶ。（ネットワーク層）
11 トランスポート層の機能について学ぶ。

開 12 TCPについて学ぶ。
13 TCPの輻輳制御について学ぶ。UDPについて学ぶ。
14 ネットワークのトポロジーとインターネットの構成について学ぶ。
15 アプリケーション層のサービスとプロトコルについて学ぶ。ネットワークアーキテクチャについて学ぶ。
16 期末試験
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講義名 情報ネットワーク２
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 後期
概要 ネットワークとサーバの構築とネットワーク管理について学ぶ。
目的 アプリケーションやセキュリティに関する高レイヤーのネットワークについて学ぶ。

レイテンシー，スループット，エラー率などネットワーク設計について学ぶ。
目標 クラウド環境を含めた強靭さ，拡張性，スループットの面でのネットワークトポロジーの解析，比較が

できる。
サーバ障害に対応する管理ポリシーを作成できる。
さまざまなネットワーク管理に関する異なる重要課題を説明できる。

先修科目 情報ネットワーク１
授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 60%+レポート 40%

1 講義全体の概要を説明する。LANの構成について学ぶ。
2 LANの設計について実習する。

授 3 LANのインターネットへの接続について学ぶ。
4 LANのインターネット接続を実習する。
5 Webサーバを構築するソフトウェア（LAMPなど）について学ぶ。

業 6 LAMP環境上でWebサイトを構築する（１）：サーバの設定，基礎的なコンテンツの作成
7 LAMP環境上でWebサイトを構築する（２）：動的なコンテンツの作成
8 LAMP環境上でWebサイトを構築する（３）：データベースの利用

展 9 電子メールシステムについて学ぶ。
10 DNSについて学ぶ。インターネットの障害が及ぼす影響について学ぶ。
11 ネットワーク管理の機能と目的について学ぶ。

開 12 組織内ネットワークの構築とその管理について学ぶ。
13 ネットワーク管理機能 (SNMP)について学ぶ。
14 大規模ネットワークの管理について学ぶ。
15 ネットワークのトラブル対策と信頼性の向上について学ぶ。
16 期末試験
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講義名 プラットフォーム
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 前期
概要 ITシステムの基礎となるソフトウェアとハードウェアについて学ぶ。
目的 さまざまなオペレーティングシステムをそれぞれの特性，長所・短所について学ぶ．

組織の ITインフラを支えるプラットフォームの選択，開発，構築，管理について学ぶ．
ハードウェア，ソフトウェアの基礎と，それらを ITシステムの根幹を構成するためにどのように統合
するかについて学ぶ．

目標 コンピュータのハードウェアとオペレーティングシステムの今日に至る歴史について説明することがで
きる。
オペレーティングシステムをどのように選択すべきかを示すことができ，少なくとも 1つのオペレー
ティングシステムをインストールすることができる。
IT環境における電力や熱の収支を考える必要性を示すことができ，コンピュータシステムにおけるそ
れらの考慮事項を文書化できる。
コンピュータの主要装置間の関係を示すブロック図を描くことができ，コンピュータ上でのデータの保
存・取り出しの方法を図示できる。

授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 60%+レポート 40%

1 講義全体の概要を説明する。コンピュータのハードウェアとオペレーティングシステムの歴史について
学ぶ。

2 オペレーティングシステムのプロセス制御について学ぶ。
授 3 オペレーティングシステムのメモリ制御について学ぶ。

4 オペレーティングシステムのファイル制御について学ぶ。
5 Windows系 OSと UNIX系 OSについて学ぶ。

業 6 実習として Linuxのインストールを学ぶ。
7 実習として LAMP環境のインストールを学ぶ。
8 Linux上でシェルスクリプトを記述し，処理の自動化について学ぶ。

展 9 Windows系 OSでのサーバ構築について学ぶ。
10 Windows系 OSと UNIX系 OSの違いについて討論などを通して学ぶ。
11 コンピュータ上での数や文字の表現法について学ぶ。

開 12 コンピュータを構成する装置とその関係について学ぶ。主要装置間の関係を示すブロック図を描くこと
を学ぶ。

13 主記憶や外部記憶との間のデータの保存・取り出しの方法を学ぶ。
14 外部装置とのインタフェースについて学ぶ。
15 コンピュータシステムに必要な消費電力と熱収支について学ぶ。
16 期末試験
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講義名 要求分析とアーキテクチャ設計
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 後期
概要 システムインテグレーションの上流プロセスである要求分析とアーキテクチャ設計を学ぶ。
目的 システムに対する要求の収集・分析に必要なスキルとツールについて学ぶ。

組織をサポートするためのコンピュータシステム群のアーキテクチャ設計について学ぶ。
システムインテグレーションの課題（単一のシステムへの統合，システム間の連携，アーキテクチャの
役割，性能と効果，等）について学ぶ

目標 組織にとって効果的なシステム（あるいはシステム群）を構築するために，要求の収集・分析とアーキ
テクチャ設計を行って利害関係者に提案できる。

関連科目 システム構築，システムの運用・管理
授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 導入：　要求分析から運用・管理までのシステムインテグレーションの全体プロセスにおける「要求分
析とアーキテクチャ設計」の位置づけと講義全体の概要を説明する。本講義では，ビジネスレベルの要
求分析とアーキテクチャ設計の目的を学ぶ。

2 要求分析：　アンケート・ヒアリング・ブレーンストーミングなどのユーザからの要求及びその他の要
求を洗い出す技法，及びステークホルダーとの共通理解を得るためにそれらの要求をモデル化する技法
を学ぶ。

授 3 要求分析：　要求を機能要求と非機能要求に整理・分類する目的と手順を学ぶ。
4 要求分析：　要求事項をモデル化するための技法としてのユースケース法と上流プロセスにおけるユー
スケース法の使い方を学ぶ。

5 要求分析：　ユースケース法を使って機能要求モデルのメインフローを作成する。
業 6 要求分析：　イベントフローについて学び，前回作成した機能要求モデルに例外フローを追記する。

7 要求分析：　システムインテグレーションのライフサイクルにおける要求事項の確認方法と確認時期，
及びライフサイクルを通じた各試験においてユースケースを活用する方法を学ぶ。

8 アーキテクチャ設計：　システムインテグレーションにおけるアーキテクチャ設計，及びソフトウェア
アーキテクチャ（IEEE1471）を学ぶ。

展 9 アーキテクチャ設計：　アーキテクチャを記述するための各種アーキテクチャビューを学び，これらの
アーキテクチャビューを使って複雑なシステムの記述方法を学ぶ。

10 アーキテクチャ設計：　適切なアーキテクチャビューを使ってシステムのライフサイクルに合わせた
アーキテクチャを記述する。

11 アーキテクチャ設計：　システム設計向けの代表的なアーキテクチャフレームワーク（SOA、Zackman

Framework等)を学ぶ。
開 12 アーキテクチャ設計：　システムの運用・管理向けの代表的なベストプラクティス（ITIL、COBIT)を

学ぶ。
13 アーキテクチャ設計：　 IT サービスマネジメントの代表的な認証基準及びガイドライン（ISO/IEC

20000)を学ぶ。
14 アーキテクチャ設計：　代表的なモデリングツールを使ってアーキテクチャビューの作成・維持・管理

を学ぶ。
15 見積りと契約：　要求分析とアーキテクチャ設計に基づく見積り作成の重要性，契約の意味及び相互
（発注者と受注者）の責務と責任について学ぶ。講義全体をふりかえり、要点を整理する。

16 期末試験
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講義名 システム構築
単位数 2 必修・選択 必修
学年 3 開設学期 前期
概要 システムインテグレーションの中核プロセスに重要な，品質保証と試験，サービスや資材の調達及びシ

ステム構築のための技術を学ぶ。
目的 プログラム開発，システムを構築するためのコンポーネントの評価と統合，システムの妥当性確認に必

要なスキルとツールについて学ぶ。
コンピュータシステムの構築に必要なコンポーネントの選択，調達，展開について学ぶ。
プロジェクトマネジメントの基礎について学ぶ。

目標 システムコンポーネント（ソフトウェア，ハードウェア）を取得するための調達プロセスを詳しく説明
できる。また，システムの性能を確認するための試験手順を説明できる。
ミドルウェアプラットフォームの選択条件を評価できる。また，このような選択が，システムインテグ
レーションのための試験と評価にどのように影響するかを詳しく説明できる。

先修科目 要求分析とアーキテクチャ設計
関連科目 プロジェクトマネージメント、システムの運用・管理
授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 品質保証：要求分析から運用・管理までのシステムインテグレーションの全体プロセスにおける「シス
テム構築」の位置づけと講義全体の概要を説明する。また，品質保証のための各種活動（標準・規約，
設計審査，試験，IV&V等）の目的と特徴について学ぶ。

2 品質保証：　システム構築の各プロセスにおける試験の目的と手順を学ぶ。
授 3 サービスとリソースの調達：　システムに重要なサービス及び人的・物的リソースを確保するための方

法（既製品の購入と新規開発）についての得失とそれらをトレードオフする技術を学ぶ。
4 サービスとリソースの調達：　ソフトウェアを調達するための方法（内部開発と外部委託）についての
得失とそれらをトレードオフする技術を学び，内部開発（あるいは外部委託）のプロジェクト計画を作
成する。

5 サービスとリソースの調達：　サービス及び人的・物的リソースを確保するための試験，評価及びベン
チマークの特徴とそれらの得失を学ぶ。

業 6 サービスとリソースの調達：　サービス及び人的・物的リソースを確保するためのＲＦＰ（提案招請）
の目的，内容，使い方及び得失を学ぶ。

7 サービスとリソースの調達：　サービス及び人的・物的リソースを確保するための契約書の目的と記述
内容，及び契約書の不備がプロジェクトの遂行に及ぼす影響を学ぶ。

8 サービスとリソースの調達：　実際のＲＦＰに記載されたサービス及び物的リソースに対する要求を満
足する既製品を調査する。

展 9 システム構築技術：　システム構築の方法として，ミドルウェアを使ったプラットフォーム構築につい
て学ぶ。一例として，ＤＢＭＳを使ったデータベースアプリケーションを構築する。

10 システム構築技術：　大規模システム構築のためのプラットフォーム技術とその選択基準とトレードオ
フする技術を学ぶ。

11 システム構築技術：　「wrapper」を使ったインテグレーション技法と得失を学ぶ。
開 12 システム構築技術：　「glue code」を使ったインテグレーション技法と得失を学ぶ。

13 システム構築技術：　フレームワークを活用したコンポーネントのインテグレーション技法を学ぶ。
14 システム構築技術：　大規模システムインテグレーションにおけるデータウェアハウスの活用方法を学

ぶ。
15 システム構築技術：　大規模システムインテグレーションにおける試験と評価の重要性と活用方法を学

ぶ。講義全体をふりかえり、要点を整理する。
16 期末試験

14
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講義名 システムの運用・管理
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 後期
概要 システムは適正な運用・管理が行われてはじめて活かされる。ここではシステムガバナンス、性能分析

を含む運用・管理の実務について学ぶ。
目的 コンピュータシステムを適切に運用するために必要なコンポーネントの管理について学ぶ。

システムの構成要素（各種のハードウェア，ソフトウェア、システム文書）の運用・管理に大切なコン
セプトとスキルについて学ぶ。
ITアプリケーションと関連する組織プロセスの連携について学ぶ。
システムのユーザのための教育とサポートについて学ぶ。

目標 システムを効果的適切に管理する方針を整備・監視するために，組織の目標と制約に対する高い感度を
持ち，情報技術に関わる知識を適用できる（システムガバナンス）。
全社のシステムを方針に則って運用・管理するために，手順を整備して情報技術を適用できる（運用・
管理活動）。
技術センターの適切な管理部門に人的資源と IT資源の管理組織を設置できる（運用・管理組織）。
システムの性能問題を引き起こす原因を見つけ出し，性能向上のために適切な情報技術を使うことがで
きる（性能分析）。

先修科目 要求分析とアーキテクチャ設計、システム構築
授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 システムガバナンス： 要求分析から運用・管理までのシステムインテグレーションの全体プロセスに
おける「システムの運用・管理」の位置づけと講義全体の概要を説明する。また，システムの運用・管
理に必要なリソース，それらを供給するベンダーの選定について学ぶ。

2 システムガバナンス：　実在の組織を例にして，システムの運用・管理部門が必要としている全体シス
テムの運用要求（非機能要求グレード）を踏まえた運用・管理方針を学ぶ。

授 3 システムガバナンス：　実在の組織を例にして，システムの運用・管理部門が必要としているネット
ワークシステムの運用要求（非機能要求グレード）を踏まえた運用・管理方針を学ぶ。

4 システムガバナンス：　小規模企業を例にして，システムの面からの事業継続計画を作成する。
5 運用：　効率的なシステム運用のためのユーザ管理及びユーザグループ管理について学ぶ。

業 6 運用：　効率的なシステム運用のためのリソース管理、構成管理及びベンダー管理について学ぶ。
7 運用：　効率的なシステム運用のためのプロジェクト計画について学ぶ。
8 運用：　中小企業で使われるシステムを想定して，ソフトウェア等のインストール・設定・試験を行う。

展 9 運用：　中小企業で使われるシステムを想定して，システムの構成要素を管理するためのツールのイン
ストール・設定・試験を行う。

10 運用：　中小企業で使われるシステムを想定して，バックアップ及びリストアの方針・計画を作成し，
ツールのインストール・設定・試験を行う。

11 運用・管理組織：　システムの運用・管理に必要な組織について学び，中小企業規模のシステムを想定
した運用・管理方針を作成する。

開 12 運用・管理組織：　システムの運用・管理に必要な人的リソース及び物的リソース配置について学び，
中小企業規模のシステムを想定したリソース配置計画を作成する。

13 性能分析：　システムの運用・管理のために重要な性能指標の計測・評価・分析について学ぶ。
14 性能分析：　小規模企業で使われるシステムを想定し，災害発生時のシステムの被害と復旧をシミュ

レートして事業継続計画の有効性を検証する。
15 性能分析：　小規模企業で使われるシステムを想定して，バックアップ／リストア計画の作成，システ

ムのバックアップ／リストアの実行、及びその精度と完全性を検証する。講義全体をふりかえり、要点
を整理する。

16 期末試験

15
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講義名 ソフトウェア設計
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 前期
概要 ソフトウェアを設計するために必要となる技術について学ぶ。
目的 効率的な問題解決のためのプログラミング戦略と実践について学ぶ。

さまざまなプログラミング問題を解決するためのプログラミングパラダイムについて学ぶ。
目標 複数レベルの抽象化を使用し，適切なデータ構造を選択して，新しいプログラムを作成する方法を説明

できる。
プログラムのスタイル，特定の入力に対する意図された動作，プログラムコンポーネントの正確さ，プ
ログラム機能の記述の観点からプログラムを書く方法を評価できる。
計算問題を解決するためのアルゴリズムを開発でき，アルゴリズムがプログラムの命令処理，プログラ
ム実行，および実行プロセスにどのように実装されるかを説明できる。

先修科目 プログラミング２
授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 60%+レポート 40%

1 講義全体の説明と，ソフトウェアが人々，組織，社会がどのように問題を解決するのに役立ったか，及
び高い品質のソフトウェアを効率よく開発するために考え出されたさまざまな技法の概要を学ぶ

2 ソフトウェアの品質 (JIS X 25010) 及びデータ品質 (JIS X 25012) の考え方，システムの利用品質の品
質特性，製品品質の品質特性について学ぶ。

授 3 システムの利用品質の品質副特性，製品品質の品質副特性，及びデータ品質の特性について学ぶ。
4 プログラムの手続きの抽象化技術，再利用技術の目的や手段について学ぶ。（サブプログラム，サブルー
チン，プロシージャ，パラメータ化，ライブラリ，ソフトウェアコレクション，ＡＰＩ）

5 プログラムデータの抽象化技術，再利用技術の目的や手段について学ぶ。 (抽象データ型など）
業 6 抽象化技術，再利用技術を使ったプログラム開発を実習する。

7 プロセッサ，メモリ，ストレージなどのハードウェアを抽象化し，論理構成と物理構成を分離独立する
技術について学ぶ。

8 ソフトウェアの設計レベルでの抽象化技術，再利用技術について学ぶ。（デザインパターン，フレーム
ワーク）

展 9 デザインパターンを使った設計を実習する。
10 代表的なアプリケーションアーキテクチャの考え方や特徴，システムの構造について学ぶ。（事務処理

システム（フロント系/バックオフィス系，バッチ処理/トランザクション処理/MQ処理，販売管理/生
産管理/在庫管理/会計/人事給与），CAD/CAMシステムなど））

11 代表的なアプリケーションアーキテクチャの考え方や特徴，システムの構造について学ぶ。（制御シス
テム，リアルタイムシステム，同期処理/非同期処理，コネクションレスなど）

開 12 計算問題を解決するためのアルゴリズムの開発に必要な技術とアルゴリズムの開発の方法について学
び，実習する。

13 開発した，計算問題を解決するアルゴリズムのプログラムへの実装とテストを実習する。
14 非機能要求とソフトウェアアーキテクチャの関連について学ぶ。
15 ソフトウェア要件定義～ソフトウェア詳細設計のプロセスと各プロセスにおけるソリューション選択
（意思決定）の視点とポイントについて学ぶ。

16 期末試験

16
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講義名 ヒューマンコンピュータインタラクション
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 前期
概要 人間とコンピュータとの相互的な作用において，ユーザー中心設計の基本的な考え方，様々なインタ

フェースの活用方法や設計方法，評価方法を学ぶ
目的 ITアプリケーションおよび情報システムの開発におけるユーザの主張（要求）を理解する。

システム開発における，ユーザの重要性，コンテキストの活用，組織におけるコンテキストの認識に関
する基本的な考え方を学ぶ。
ITアプリケーションおよびシステムの設計、開発、評価、および運用におけるユーザ中心の設計方法
の適用について学ぶ。
アプリケーションの様々なインタフェースの評価基準，ベンチマーク，基準の適用について学ぶ。

目標 企業でのユーザビリティとユーザエクスペリエンスを目指して，ユーザ中心設計の手順と関連ツールや
技術を適用し，インタラクティブなアプリケーションを設計できる。
ユーザ中心設計のために，コンテキストの分析と評価，ステークホルダのニーズ，最先端のインタラク
ション技術，ユーザの特性を考慮した設計について説明できる。
ユーザ中心設計の評価基準や標準（ベンチマークと標準）への準拠について説明できる。
ステークホルダーに焦点を当て，複数の分野に対してユーザ中心設計の適用方法をチームで話し合いな
がら設計することができる。 （アプリケーション設計）

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

教科書・
参考書

岡田謙一,西田正吾,葛岡英明,仲谷美江,塩澤秀和：ヒューマンコンピュータインタラクション,オーム
社,2016

1 講義全体の概要を説明する。人間とヒューマンコンピュータインタラクション（人間の感覚と知覚，　
　人間の生理特性）について学ぶ。人間中心設計の考え方を学ぶ。

2 人間の認知と理解，人間特性を考慮したインタフェースの設計とは何かを学ぶ。
授 3 ユーザーの特性（年齢，性別，教育，文化，習慣）を考慮したインタフェースの設計について学ぶ。ユー

ザーの対象（グローバル，ローカル，特定のユーザー，不特定多数のユーザー）に応じたインタフェー
スの設計について学ぶ。適切なペルソナの設計について学ぶ。

4 ヒューマンコンピュータインタラクションの変遷について学ぶ。ユーザーインタフェースのデザイン目
標とユーザー特性について学ぶ。対話型システムの設計の原則について学ぶ。

5 様々な入力インタフェースの活用方法（キーボード，ポインティングデバイス（直接入力，間接入力））
について学ぶ。

業 6 ビジュアルインタフェース（表示デバイス，GUIシステムの基本構成，GUIのパラダイム，GUIのデ
ザインと開発方法）について学ぶ。ハードウェアがユーザビリティに与える影響について学ぶ。

7 ビジュアライゼーション（情報の可視化，可視化の構成要素，ビジュアライゼーションの基本構成と設
計方法）について学ぶ。

8 人とコンピュータなどの人工物とのコミュニケーション（ノンバーバルコミュニケーション，音声イン
タフェース，身振りインタフェース，視線・表情インタフェース，マルチモーダルインタフェース）に
ついて学ぶ。

展 9 空間型インタフェース（バーチャルリアリティ，実世界志向インタフェース（ユビキタスコンピューティ
ング，オーグメンテッドリアリティ））について学ぶ。　　

10 協同作業支援のためのマルチユーザインタフェース（言語，民俗や文化や習慣の違いを考慮した設計の
仕方）について学ぶ。

11 協同作業における共有空間（情報共有空間，意識共有空間，作業共有空間）について学ぶ。コンピュー
タによる協同作業支援について学ぶ。

開 12 ユーザー中心設計の感性に関する評価（生理・感覚に関する評価，認識に関する評価，感性に関する評
価）について学ぶ。

13 ユーザー中心設計の認知モデルに対する評価（認知モデルに基づいた設計に対する評価（レスポンスタ
イム））について学ぶ。

14 障害者へのインタフェース（音声データの自動テキスト化，視線入力，反復性ストレス症候群，視覚，
聴覚，認知，運動障害のある人のための支援技術）について学ぶ。

15 現在のヒューマンコンピュータインタラクションの課題について学ぶ。今後のヒューマンコンピュータ
インタラクションの技術動向について考える。　　

16 期末試験

17
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講義名 ウェブ技術
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 前期
概要 インターネットの基本的サービスのひとつであるウェブの仕組みと構築について学ぶ。
目的 ウェブを基本としたアプリケーションの技術について，関連するソフトウェア，データベース，インタ

フェース，デジタルメディアを含めて学ぶ。
最新のウェブ技術とソーシャルメディアについて学ぶ

目標 様々なオンラインコミュニティを支えているウェブのフレームワークと表現技術学び，簡単なウェブア
プリケーションを設計できる。
適切なファイル，データベース，ストリーミング型式を用いて，ウェブアプリケーションを活用してデ
ジタルメディアを保存，転送，および検索ができる。
ウェブサーバ，データベース，状況分析，およびフロントエンドのような，ウェブシステムの中心的構
成要素を挙げ，それらがどのように協調して動作しているかを説明できる。

先修科目 プログラミング 2

関連科目 プログラミング 3，情報ネットワーク 1

授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 講義全体の説明と，ウェブシステムの基本と現代社会の関係について学ぶ。
2 ウェブシステムの通信の基本である HTTPと HTTPSを中心に，ウェブで使用されている各種のプロ
トコルと役割について学ぶ。

授 3 簡単なウェブページの作成方法を学び，実際に簡単なウェブページを作成する。
4 各種の文字コード間の変換と問題点，実社会における日本の漢字を中心に文字コードの問題点と注意点
を学ぶ。

5 ウェブにおけるクッキー，セッション，問合せの仕組み，およびクライアントとサーバにおけるセキュ
リティの問題を学ぶ。

業 6 グラフィックスおよびストリーミングにおける各種のコーデックの違いや特質，およびサーバの要件を
学ぶ。

7 コンテンツ配信の仕組みと方法を学ぶ。
8 ウェブプログラミングについて，サーバサイド（PHP）およびクライアント（Javascript）それぞれの
特徴と違いを中心に，簡単なプログラミングの方法を学ぶ。

展 9 ウェブサイトのユーザエクスペリエンスに基づいた構築手法について学ぶ。
10 ウェブサイトの構築のための標準的な各種のツールについて，その概要と利点，欠点について学ぶ。
11 システム構築のための GitHubなどによる協調開発ツールや手法について学ぶ。

開 12 ウェブの基本的なセキュリティの仕組みについて学ぶ。
13 ウェブにおける認証や安全な通信を提供するための仕組みを学ぶ。
14 システムサービスや資源の利用における認証の役割と，各種のセキュアプログラミングテクニックにつ

いて学ぶ。
15 典型的な攻撃からアプリケーションを保護ずるための手法，およびサーバサイドのプロセスに危害を与

えないウェブページの作り方の仕組みについて学ぶ。
16 期末試験
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講義名 プログラミング１
単位数 2 必修・選択 必修
学年 1 開設学期 前期
概要 プログラミング言語およびプログラムの基礎を学ぶ。
目的 プログラミング言語の基本的な文法と意味を学ぶ。

簡単なプログラムの作成と実行を行う。
目標 プログラムの基本である，変数，文，制御構造，関数について説明できる。

プログラミング言語 Pythonを用いて簡単なプログラムが作成できる。
授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 50%+レポート 50%

1 授業全体の概要を説明する。特に授業の進め方と目的を説明し，プログラミング言語の役割を説明す
る。また，処理環境について説明する。

2 Unix系の基本操作の説明とプログラミング言語 Pythonの基本的な書き方，変数とその役割，および
代入について学ぶ。

授 3 整数型および文字列型，基本的な演算について学ぶ。また，Unix系のシェルの基本操作について学ぶ。
4 条件分岐を用いたプログラミングを学ぶ。また，簡単な入力方法について学ぶ。また，プログラムを作
成するためのテキストエディタについて学ぶ。

5 繰り返しの制御構造を用いたプログラミングを学ぶ。
業 6 複雑なデータを扱うための，タプルと列の概念とそれを用いたプログラミングを学ぶ。

7 少し高度な処理を含めた，文字列を用いたプログラミングを学ぶ。
8 関数の役割と定義の仕方，および関数の呼び出しを学ぶ。

展 9 関数を用いた簡単なプログラムと引数の扱いを学ぶ。
10 探索アルゴリズム（線形探索，二分探索）について学び，プログラムの処理時間の概念を学ぶ。
11 マッピングの概念とそのデータ型，およびそれを用いたプログラミングを学ぶ。

開 12 繰り返しの制御構造（for文）とその使い方を学ぶ。
13 条件分岐と繰り返しを組み合わせたプログラミング方法を学ぶ。
14 探索のアルゴリズムを基に，さまざまな制御構造の書き方を学ぶ。　
15 関数のさまざまな引数の扱い，および局所変数と大域変数について学ぶ。
16 期末試験
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講義名 プログラミング２
単位数 2 必修・選択 必修
学年 1 開設学期 前期
概要 Pythonの基礎とオブジェクト指向プログラミングの基礎を身につけ，簡単なプログラムやデータ処理

の方法を学ぶ
目的 オブジェクト指向の概念を学ぶ。

少し複雑なプログラムの書き方を学ぶ。
目標 クラスとインスタンスについて説明できる。

メソッドと関数の違いを説明できる。
簡単なクラスを作成できる。

先修科目 プログラミング１
授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 50%+レポート 50%

1 オブジェクト指向の概念を学ぶ。
2 クラスとメソッドの書き方，コンストラクタについて学ぶ。

授 3 クラス変数とインスタンス変数の役割と使い方を学ぶ。
4 プログラムの構築における，プログラムインタフェースの活用について，継承の概念を含めて学ぶ。
5 大きなプログラムを作成するためのモジュールの概念を学ぶ。および，プログラム開発環境について説
明する。

業 6 入出力と例外処理について学ぶ。
7 列とリストの簡単なデータ構造の概念と目的を学ぶ。
8 連結リストとキューの構造の概念と使い方，および目的を学ぶ。

展 9 木構造の概念と使い方，および目的を学ぶ。
10 各種の整列のアルゴリズムを学び，計算時間や使用メモリについて学ぶ。
11 簡単なインターネット通信の方法を学ぶ。

開 12 インターネットの通信を利用した簡単なプログラム作成を学ぶ。
13 通信を利用した簡単なゲームを作成する（１）。
14 通信を利用した簡単なゲームを作成する（２）。
15 関数型プログラミングの活用について学ぶ。
16 期末試験
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講義名 プログラミング３
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 前期
概要 ウェブなどの情報システムを構築するためのプログラミング技術を学ぶ。
目的 Pythonによる高度なデータ処理を学ぶ。

ウェブプログラミングの基礎を学ぶ。
データベースの処理方法を学ぶ。

目標 JavaScriptによる簡単なプログラム作成ができる。
PHPや Pythonを用いた簡単なウェブのサーバサイドプログラミングができる。
Pythonや PHPを用いて基本的なデータベース操作ができる。

先修科目 プログラミング２
関連科目 ウェブ技術，情報管理１
授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 50%+レポート 50%

1 Pythonによるスレッドの基本を学ぶ
2 スレッドを活用したプログラムの作成を行う。

授 3 ユーザインタフェースを扱うプログラムの作成を行う。
4 イベント処理に基づくプログラミング方法を，ウインドウ操作を例に行う。
5 ウインドウ操作，イベント処理，ネットワーク通信を合わせたプログラム作成を行う。

業 6 HTMLを用いたウェブページの作成を行う。

7 JavaScriptを用いたウェブページを作成する。
8 JavaScriptの基本機能（変数，代入，条件文，繰り返し）を学ぶ。

展 9 JavaScriptの関数とオブジェクト指向について学ぶ。
10 PHPによるウェブページの作成を行う（１）。
11 PHPによるウェブページの作成を行う（２）。

開 12 PHPや Pythonを用いて，データベースとの接続をするプログラムを作成する。
13 PHPや Pythonを用いて，データベースに対して表の作成やデータの挿入，削除を行うプログラムを

作成する。
14 PHPや Pythonを用いて，データベースからの検索を行うプログラムを作成する。
15 PHPや Pythonを用いてデータベースを利用した場合に起こる，大容量データの扱いや排他制御を含

むプログラムを作成する。
16 期末試験
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講義名 ソフトウェア設計演習
単位数 2 必修・選択 必修
学年 2 開設学期 後期
概要 ソフトウェアモデリングの各種技法を用いて，モデルを作成する演習を行う。
目的 問題解決のための重要な手段の一つであるソフトウェアのモデリングの技能について学ぶ。
目標 適切なデータ構造を選択し，データモデルを作成できる。

プロセスモデル，オブジェクトモデルを作成できる。
データの正規化，非正規化の考え方を理解し，ソフトウェアモデルに反映できる。

先修科目 ソフトウェア設計，情報管理１
授業方法 演習 評価方法 レポート＋討論

1 システム構築における抽象化とモデリングの重要性とその技法の概要について説明し，演習に用いる情
報システムの例題の説明を行う。

2 例題をもとに，情報システムの中心となるデータベースを設計するための，Ｅ－Ｒ図によるデータモデ
リングの演習を行う。

授 3 例題をもととした，Ｅ－Ｒ図によるデータモデリングの演習の続きを行い、正規化された論理Ｅ－Ｒ図
を完成する。

4 例題をもととしたＥ－Ｒ図によるデータモデリング演習の結果発表を行い，チーム間の相違に対して考
察する。

5 ＤＦＤによるプロセスモデルの表現方法とプロセスモデリングの技法について学び，例題をもとにＤＦ
Ｄによるプロセスモデリングの演習を行う。

業 6 例題をもととしたＤＦＤによるプロセスモデリングの演習の続きを行い、ＤＦＤを完成させる。
7 例題をもととしたＤＦＤによるプロセスモデリングの演習の結果発表を行い，チーム間の相違に対して
考察する。

8 ＵＭＬの全体概要と，静的モデル (クラス図，オブジェクト図，コンポーネント図，配置図）の仕様記
述の仕方について学ぶ。

展 9 ＵＭＬの動的モデル (ユースケース図，シーケンス図，コミュニケーション図，ステートマシン図，ア
クティビティ図）の仕様記述の仕方について学ぶ。

10 例題をもとに，ＵＭＬのクラス図の作成演習を行う。
11 例題をもとに，ＵＭＬのシーケンス図，コミュニケーション図，ステートマシン図の作成演習を行う。

開 12 例題に対するＵＭＬによるモデリングの演習の結果発表を行い，違いに対して考察する
13 正規化されたデータモデルの問題と非正規化の必要性及び非正規化の方法を学び，例題をもとに非正規

化の演習を行う。
14 例題をもとに非正規化の演習を行い、非正規化されたＥ－Ｒ図を完成する。
15 CRUD図，状態遷移表，状態遷移図，決定表などその他のモデリング技法について目的と表記法を学

び，状態遷移図、決定表に関する演習を行う。
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講義名 総合演習１
単位数 2 必修・選択 必修
学年 3 開設学期 前期
概要 各科目で学んできた技術や技法を適用して、プロジェクト ベースド ラーニング形式によるシステム開

発の総合的な演習を行う。(年間を通じて実施する演習の前半）
目的 要件定義プロセス及び開発プロセスの一連の活動のうち，要件定義～外部設計について、体験を通じ

て、実践的に学ぶ。
システム開発プロジェクトのプロジェクトマネジメントについて、体験を通じて、実践的に学ぶ。

目標 システムの要件定義、外部設計を実施できる。
プロジェクトの計画、実行、コントロール、終結ができる。

授業方法 演習 評価方法 レポート＋討論
1 演習課題の内容及び演習の進め方の説明と、プロジェクトの結成、立上げを行う。
2 プロジェクトで開発するシステムの概要を検討する。

授 3 プロジェクトで開発するシステムの概要を検討する。
4 システムの要件定義～外部設計の活動をアクティビティーにブレークダウンして、役割分担、日程計画
を作成し、プロジェクト計画（前半）を作成する。

5 プロジェクト計画（前半）をレビューして、プロジェクト計画（前半）を見直す。
業 6 プロジェクト計画（前半）に従って、システムの要件定義～外部設計のアクティビティーを実施する。

プロジェクトの進捗を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。
7 プロジェクト計画（前半）に従って、システムの要件定義～外部設計のアクティビティーを実施する。
プロジェクトの進捗を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

8 プロジェクト計画（前半）に従って、システムの要件定義～外部設計のアクティビティーを実施する。
プロジェクトの進捗を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

展 9 プロジェクト計画（前半）に従って、システムの要件定義～外部設計のアクティビティーを実施する。
プロジェクトの進捗を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

10 プロジェクト計画（前半）に従って、システムの要件定義～外部設計のアクティビティーを実施する。
プロジェクトの進捗を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

11 プロジェクト計画（前半）に従って、システムの要件定義～外部設計のアクティビティーを実施する。
プロジェクトの進捗を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

開 12 プロジェクト計画（前半）に従って、システムの要件定義～外部設計のアクティビティーを実施する。
プロジェクトの進捗を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

13 プロジェクト計画（前半）に従って、システムの要件定義～外部設計のアクティビティーを実施する。
プロジェクトの進捗を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

14 要件定義～外部設計の活動成果及びプロジェクト活動の実績をまとめ、プロジェクトの振返りを行い、
プロジェクトの中間報告用資料を作成し、発表（プレゼンテーション）の準備をする。

15 要件定義～外部設計のプロジェクトの中間報告の発表（プレゼンテーション）を行う。
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講義名 総合演習２
単位数 2 必修・選択 必修
学年 3 開設学期 後期
概要 各科目で学んできた技術や技法を適用して、プロジェクト ベースド ラーニング形式によるシステム開

発の総合的な演習を行う。(年間を通じて実施する演習の後半）
目的 要件定義プロセス及び開発プロセスの一連の活動のうち，内部設計～システムテストについて、体験を

通じて、実践的に学ぶ。
システム開発プロジェクトのプロジェクトマネジメントについて、体験を通じて、実践的に学ぶ。

目標 システムの内部設計，プログラム開発，システムテストを実施できる。
プロジェクトの計画、実行、コントロール、終結ができる。

先修科目 総合演習１
授業方法 演習 評価方法 レポート＋討論

1 他のプロジェクトの要件定義～外部設計の中間報告の発表からの気付きをまとめ、今後の自分たちのプ
ロジェクトの進め方について検討する。

2 システムの内部設計～システムテストでの活動をアクティビティーにブレークダウンして、役割分担、
日程計画を作成する。

授 3 プログラム開発、テスト工程の進捗管理基準、品質評価基準を設定し、内部設計～システムテストに対
するプロジェクト計画（後半）を作成する。

4 プロジェクト計画（後半）をレビューして、プロジェクト計画（後半）を見直す。
5 プロジェクト計画（後半）に従って、内部設計～システムテストのアクティビティーを実施する。プロ
ジェクトの進捗と品質を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

業 6 プロジェクト計画（後半）に従って、内部設計～システムテストのアクティビティーを実施する。プロ
ジェクトの進捗と品質を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

7 プロジェクト計画（後半）に従って、内部設計～システムテストのアクティビティーを実施する。プロ
ジェクトの進捗と品質を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

8 プロジェクト計画（後半）に従って、内部設計～システムテストのアクティビティーを実施する。プロ
ジェクトの進捗と品質を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

展 9 プロジェクト計画（後半）に従って、内部設計～システムテストのアクティビティーを実施する。プロ
ジェクトの進捗と品質を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

10 プロジェクト計画（後半）に従って、内部設計～システムテストのアクティビティーを実施する。プロ
ジェクトの進捗と品質を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

11 プロジェクト計画（後半）に従って、内部設計～システムテストのアクティビティーを実施する。プロ
ジェクトの進捗と品質を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

開 12 プロジェクト計画（後半）に従って、内部設計～システムテストのアクティビティーを実施する。プロ
ジェクトの進捗と品質を確認して、必要があればプロジェクト計画を見直す。

13 ソフトウェア要件定義～システムテストまでの活動成果及びプロジェクト活動の実績をまとめ、プロ
ジェクト全体（システム要件定義～システムテスト）の振返りを行い、プロジェクトの最終報告用資料
を作成し、発表（プレゼンテーション）の準備をする。

14 プロジェクト全体の最終報告の発表（プレゼンテーション）を行う。
15 他のプロジェクトの最終報告の発表からの気付きをまとめ、今後プロジェクトを実施する場合に向けて

の教訓をまとめて発表する。
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講義名 ネットワーク応用
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 前期
概要 ソケットプログラミングとモバイルやワイヤレスネットワークなどネットワークの応用分野について学

ぶ。
目的 専用ネットワークプロトコルの目的と役割と専用ネットワークとオープン標準プロトコルとの比較につ

いて学ぶ。
ソケットベースのネットワークアプリケーションプログラムの設計と実装を通しネットワークプログラ
ミングに必要なプロトコルと言語について学ぶ。
IPv6や将来のプロトコルも含めたインターネットにおけるルーティングとプロトコルの学問的側面に
ついて学ぶ。
無線通信で用いられる基本的なネットワークアーキテクチャとプロトコルを学ぶ。

目標 TCPとUDPソケットの双方を使い，2つの異なるサービス間の通信を行うソケットプログラムの設計，
開発，テストができる。
クライアントサーバアーキテクチャのモバイル通信を最適化し，より良くするための技術を比較できる。
無線通信に関連するセキュリティとパフォーマンスに関する問題のシミュレーションを行い，説明する
ことができる。

授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 60%+レポート 40%

1 講義全体の概要を説明する。ソケットプログラミングの役割と手法について学ぶ。TCPソケットとデー
タグラム (UDP)ソケットの違いについて学ぶ。

2 TCPを用いたソケットプログラミングの演習を行う。
授 3 UDPを用いたソケットプログラミングの演習を行う。

4 非同期メッセージ通信のためのプログラム作成演習を行う。
5 モバイルネットワークのアーキテクチャについて学ぶ。

業 6 モバイルインターネットの利用例とその技術について学ぶ。モバイル IPについて学ぶ。
7 モバイルネットワークにおけるクライアントサーバモデルの拡張について学ぶ。モバイルコンピュー
ティングにおけるセキュリティと性能の問題について学ぶ。

8 ワイヤレスネットワークの歴史と発展について学ぶ。ワイヤレスネットワークとモバイルネットワーク
の関係について学ぶ。

展 9 有線ネットワークとワイヤレスネットワークの違いについて学ぶ。ワイヤレスネットワークのプロトコ
ルについて学ぶ。

10 ワイヤレスネットワークのシミュレーションについて学ぶ。ワイヤレスネットワークにおけるセキュリ
ティと性能の問題について学ぶ。

11 モバイル IPを用いたルーティングについて学ぶ。動的ルーティングについて学ぶ。
開 12 ストレージエリアネットワーク (SAN)とネットワークアタッチトストレージ (NAS)について学ぶ。

13 独自プロトコルを用いたネットワークについて学ぶ。
14 ネットワークアプリケーションについて学ぶ (1): P2P，インスタントメッセージ
15 ネットワークアプリケーションについて学ぶ (2): ネットワークゲーム，インターネット通話，ビデオ

会議
16 期末試験

25



	 37	

講義名 クラウドコンピューティング
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 後期
概要 クラウドコンピュータィングのサービスの違いとそれがもたらすビジネス革新について学ぶとともに，

クラウドコンピューティングのアーキテクチャやセキュリティなどの技術についても学ぶ
目的 クラウドコンピューティングのパラダイム（歴史，考え方，利点と課題）を学ぶ

クラウドコンピューティングのサービス内容の違い（各サービスのメリットとデメリット），セキュリ
ティ，アプリケーションを学ぶ
クラウドコンピューティングの技術とビジネスに用いる場合のメリットやリスク，評価方法を学ぶ

目標 クラウドコンピューティングの利点と課題，クラウドサービスの違いと各サービスのメリットとデメ
リットについて説明できる。
クラウドサービスの契約とセキュリティインシデントへの対策方法と責任について説明できる。
クラウドアプリケーションのメリットとデメリット，パフォーマンスやサービスレベルの評価方法，ク
ラウドコンピューティングの構築技術について説明できる。

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 授業の概要を説明する。クラウドコンピューティングの概念と基本 (クラウドサービス，データーセン
ター，オンプレミスとの違い (利点と課題))を学ぶ。一般的に使われているクラウドサービスの事例を
紹介する。

2 クラウドコンピューティングの歴史について学ぶ。仮想化の歴史，仮想化のメリットを学ぶ。クラウド
コンピューティングがビジネスに与えるインパクト，ビジネスで利用する際の利点とリスクについて学
ぶ。

授 3 クラウドコンピューティングのサービス（IaaS，PaaS，SaaSの各サービスの内容，それぞれの利用目
的の違い，利点と課題）を学ぶ。

4 パブリッククラウド，プライベートクラウドの比較（コスト，信頼性，安全性，運用性，拡張性，耐障
害性，セキュリティなど，イニシャルコスト，ランニングコスト）について学ぶ。

5 インタークラウド（パブリッククラウドの相互接続），マルチクラウド（パブリッククラウドの使い分
け），ハイブリッドクラウド（パブリッククラウドとオンプレミスとの融合）について学ぶ。

業 6 クラウドコンピューティングとセキュリティ（ビジネス上のリスクとクラウドサービスの契約，クラウ
ドサービスでのインシデント発生時の法律（個人情報保護法など）と企業の責任、民間企業と行政との
違い，クラウドサービスの違いによるセキュリティインシデントと対策方法）について学ぶ。

7 クラウドコンピューティングアプリケーション（オンプレミスで提供するアプリケーションとクラウド
で提供するアプリケーション，クラウドアプリケーションのメリットとデメリット）について学ぶ。

8 クラウドコンピューティングの代表的なアプリケーションとそれらを選択する場合の利点とリスクにつ
いて学ぶ。

展 9 クラウドコンピューティングの各サービスごとのアーキテクチャについて学ぶ。
10 クラウドサービスのパフォーマンスの評価方法を学ぶ。クラウドサービスのレベル設定と契約方法とそ

の評価方法を学ぶ。
11 クラウドコンピューティングの技術事例として OpenStackの使い方を紹介する。

開 12 クラウド環境でのシステム開発と従来の環境でのシステム開発との比較（メリット，デメリット）につ
いて学ぶ。

13 クラウドコンピューティングでの運用（クラウドデータの管理方法）について学ぶ。
14 クラウドコンピューティングの構築技術を学ぶ。クラウド基盤ソフトウェアの比較（OpenStackなど）

について学ぶ。
15 クラウドコンピューティングの今後の動向について学ぶ。IoTとクラウドコンピューティングとの関係

を学ぶ。ディープラーニングとクラウドコンピューティングとの関係を学ぶ。
16 期末試験
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講義名 デジタルフォレンジック
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 後期
概要 情報セキュリティインシデントが発生した際の情報の保全方法の方法を学ぶ。パソコン，タブレット端

末，ネット―ワークにおける保全方法，保全方法の手順と国際基準について学ぶ。
目的 犯罪の立証や訴訟や法的紛争を解決する裁判所の活動を支援するために，デジタルフォレンジック（証

拠の保全）があり，技術、人、情報、プロセスを含むコンピューティングの課題であることを学ぶ。
クラウドコンピューティングにおけるセキュリティ調査の課題について学ぶ。
コンピュータ犯罪において、デジタル機器で見つかった証拠の保全と調査を含むデジタルフォレンジッ
クスについて学ぶ。

目標 コンピュータのマルウェアを分析し、ネットワーク、システムの保存データ、モバイルデバイスに関す
るデジタルフォレンジック (証拠の保全と分析)ができる。 （マルウェアとフォレンジック分析）
クラウドコンピューティングにおける情報セキュリティ（機密性、完全性および可用性）の標準、手順、
およびアプリケーションについて説明できる。 （システムの完全性）
コンピュータシステムにおける搾取ができるようにする際の，人としての側面の分析について説明でき
る。（人の力学）

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

教科書・
参考書

デジタル・フォレンジック概論　羽室英太郎,國浦淳，東京法令出版，2015

1 授業の概要を説明する。新しい技術の発展がサイバーセキュリティ与える影響
2 新たな犯罪の取締りにおけるサイバーセキュリティの技術とデジタルフォレンジック

授 3 パソコンにおけるメモリフォレンジック，周辺機器の取り扱い
4 パソコンにおけるデジタルフォレンジック（ファイルの複写と復元）
5 ネットワークにおけるデジタルフォレンジック（ログの収集）

業 6 ネットワークにおけるデジタルフォレンジック（ログの監視，分析，解析）
7 クラウドコンピューティングにおけるセキュリティの課題
8 クラウドコンピューティングにおけるデジタルフォレンジック

展 9 モバイルにおけるデジタルフォレンジック
10 マルウェアの分析方法
11 各種ツールを使ったマルウェアの分析

開 12 マルウェアにおけるセキュリティの実装
13 セキュリティ測定基準とデジタルフォレンジック
14 デジタルフォレンジックと人のセキュリティ
15 これまでの授業の振り返り。デジタルフォレンジックの今後について。デジタルフォレンジックと社会

的な見方
16 期末試験
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講義名 データのスケーラビリティと分析
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 後期
概要 データの分析技法とデータの活用について学ぶ。
目的 大規模で多様なデータセットから収集，クリーニング，操作，保存，分析，可視化，有用な情報の抽出

に使用される重要な技術について学ぶ。
大量の構造化データおよび非構造化データを分析するためのデータマイニングおよび機械学習アルゴリ
ズムについて学びます。
異なるアプリケーションドメインにおける大規模データ分析の課題について学びます。

目標 現実の問題を解決するために，適切なデータ分析方法を使用できる。
データ前処理技術（データ統合，データクレンジング，データ変換，データ削減）を活用して，分析用
のデータセットを準備できる。
Hadoop，Spark，Rおよび Rstudio，MapReduce，SASなどのツールを使用できる。
クラスタおよびクラウド基盤において，データの集約とストリーミング分析を使用して，組織のより
良い意思決定を推進することができる。/ 大規模なデータ分析がケーススタディを使用して組織のパ
フォーマンスに及ぼす影響を調べることができる。

先修科目 (なし)

関連科目 情報管理 1～3

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 授業の概要，到達目標，授業の進め方について説明する。データサイエンスについて，新しく話題に
なっている分野について学ぶ。大量のデータソースについて学ぶ。

2 非常に大量のデータの分析における課題について学ぶ。組織における重要かつ実用的な領域において，
分析をどのように活用できるかについて学ぶ。

授 3 大量，多様性，迅速性，真正性などが求められる大規模なデータに関する課題について学ぶ。センサ
ネットワーク，金融，小売，ゲノミクス，ソーシャルメディアなど，さまざまな分野で大規模なデータ
分析の課題について学ぶ。大きなデータセットの処理と生成に使用できるさまざまなデータプラット
フォームを理解し，特徴について学ぶ。

4 Rや Pythonなどの統計的プログラミング言語の文法について学ぶ。
5 一般的な ETL(データの抽出，変換，データウェアハウスなどへのロード)のシナリオについて学ぶ。
データ統合，データクレンジング，データ変換，データ削減などのデータ前処理技術を適用について学
ぶ。

業 6 デジタルデータの大規模かつ複雑な集合体から，知識と知見を抽出する方法について議論することにつ
いて学ぶ。データマイニングソフトウェアを使用して，具体例を対象にデータマイニングを実行するこ
とについて学ぶ。

7 よく使用されるデータ分析方法の技術的基礎について学ぶ。現実世界の問題を解決するための適切な
データ分析方法について学ぶ。

8 Rおよび RStudio，MapReduce / Hadoop，および SASなどのツール使い方について学ぶ。
展 9 データ分析の結果を技術者および管理者に伝えることを学ぶ。ビジュアルな表現を用いてデータ分析の

結果を効果的に伝えることについて学ぶ。
10 大規模データを管理するためのデータガバナンスの重要性の特定について学ぶ。データを保護するため

の論理的および物理的アクセスセキュリティ制御について学ぶ。
11 大規模なデータ分析に起因する現在の社会的，倫理的，法的，および政策上の問題の特定について学ぶ。

開 12 データの倫理を定義について学ぶ。データ管理に適用される遵守すべき規則と規制について学ぶ。
13 組織の問題を分析上の問題として定義することを学ぶ。戦略的な組織の問題に取り組む際に，大規模な

分析手法と技法をどのように適用するかについて学ぶ。
14 ケーススタディのシナリオにデータ分析ライフサイクルを適用することについて学ぶ。クラスタおよび

クラウド基盤上でデータを集約する仕掛けの実装について学ぶ。
15 ケーススタディを使用して組織のパフォーマンスに及ぼす大規模データ分析の影響を調べることについ

て学ぶ。
16 期末試験
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講義名 IoT技術
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 後期
概要 デジタル技術を使ってイノベーションを促進するためには，IoT技術の理解は欠かせない。本講座では、

IoTシステムを構築・活用していくのに必須となる知識と活用方法を，具体的な応用事例も含めて学ぶ。
目的 IoTソリューションの革新的な設計と開発に携わるための基礎知識とスキルを学ぶ。

IoT分野の動向と特徴を学ぶ。
IoT設定におけるユーザインタラクションの課題とアプリケーションパターンの分析について学ぶ。

目標 様々なドメイン，主要コンポーネント，アーキテクチャフレームワークを設計し，IoT盗難警報システ
ム内の信号処理用のセンサーとアクチュエータのインターフェースを設計できる。（IoTシステムの設
計と開発）
マルチメディアシステム内のデータを取得するために、アドホックネットワークアーキテクチャ内でワ
イヤレスセンサーを使用できる。 （無線データ収集）
インテリジェントな情報処理と自動制御システムを使用して、IoTシステムの関連性の高いアプリケー
ションを評価できる。 （IoTシステム評価）

授業方法 講義＋演習 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 IoTシステムについて、センサーからゲートウェイ、クラウド、アクチュエータまでのシステム構成、
主要な要素技術を学び、どんな価値を生み出しているか、IoTによるイノベーションの全体像を学ぶ。

2 IoTコンセプトがどのように発展してきたか，歴史と進展の経緯、ネットワーク・IoT機器の技術動向
を国際標準の動きも含め学ぶ。

授 3 諸外国の IoT戦略を概観するとともに，日本の Society5.0（超スマート社会）の動向と，スマートファ
クトリー，医療介護分野，スマートホームなどにおける IoT技術活用の具体例を学ぶ。

4 実際の IoT自動制御システム等の運用の現状を知り、その考慮点、セキュリティなど安全性を含めて
IoTシステムの課題、対応策など今後の方向性について学ぶ。

5 IoTシステムのフレームワーク，構成要素とデータ連携方式のパターンなどシステムの企画・設計にお
ける基本と留意事項を学ぶ。

業 6 国内外の IoTプラットフォームの特徴と比較、実現しているソリューションの動向について、IoTデバ
イス管理、IoTデータ活用基盤、IoTアプリ・分析基盤の個々の観点から学ぶ

7 ウェアラブルデバイスも含めて，多種多様のデバイスの種類，用途や動作原理・消費電力・無線モジュー
ルのインタフェース等のセンサー技術を学ぶ。

8 データの収集・蓄積のため，複数センサーを組み合わせ，デジタルデータを処理しやすい形で変換、ネッ
トワ－ク接続する流れを，実際の課題も含めて学ぶ。

展 9 ワイアレスセンサーネットワ－ク設計，アドホックネットワ－ク設計の考慮点について，ゲートウェイ・
Wi-Fi・LPWAなども含めて学ぶ。

10 IoTシステムを構成するネットワ－クは重要な要素であり，デバイス設置環境によっては，電力面、通
信エリアなどの条件により LPWAなどの技術も認識する必要がある。IoTネットワ－クの現状と今後
の動向について学ぶ。

11 実デバイスやクラウドを用いてデータの収集，蓄積，分析，フィードバックなど一連のプロトタイプシ
ステム構築の実習を行う。（前半）

開 12 実デバイスやクラウドを用いてデータの収集，蓄積，分析，フィードバックなど一連のプロトタイプシ
ステム構築の実習を行う。（後半）

13 センサーデータの収集・分析・フィードバックの流れにおけるビッグデータ分析，アプリケーション設計
のポイントについて，いくつかの事例をベースに学ぶ。また，基幹システムとの連携についても学ぶ。

14 防災，産業，電力等の領域を特定し，IoTを活用して新サービスを創出するためのビジネスモデルの提
案，及びそのシステム概要の設計演習を行う。

15 IoTシステムの構築における，セキュリティ，コスト面，データ利活用の環境整備，IoT特許など今後
の課題と展望について学ぶ。

16 期末試験
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講義名 モバイル開発
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 前期
概要 スマートフォンやタブレットなどのモバイルデバイスのアプリケーションシステムの開発技術を学ぶ。
目的 モバイル端末のアプリケーションの開発手法について学ぶ。

iOSや Androidにおけるモバイル端末のソフトウェア構造について学ぶ。
異なるプラットフォームにおけるアプリケーション開発手法について学ぶ。

目標 複数のモバイル端末における構造の違いを示せる。
APIやプラットフォーム独立のインタープリタ言語を用いたウェブアプリケーションが対比できる。
サーバサイドプログラミングを用いて，サーバサイドのアプリケーションの設計ができる。

先修科目 プログラミング 3，ウェブ技術，情報ネットワーク 2，情報管理 1

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 モバイル端末のアプリケーション開発の概要を学ぶ。
2 各種のモバイル端末の変遷とアプリケーション開発手法の概要を学ぶ。

授 3 モバイル端末のユーザインタフェースや基本的仕組みを学ぶ。
4 モバイル端末のアプリケーションにおける，性能と消費電力のトレードオフなどの制約について学ぶ。
5 モバイル端末用の簡単なアプリケーションを作成する。

業 6 ウェブを利用した，モバイル端末の種類に依存しないアプリケーションを開発する手法を学ぶ。
7 モバイル端末とサーバとの通信の手法を学ぶ。
8 モバイル端末におけるサーバサイドプログラミングについて学ぶ。

展 9 モバイルアプリケーションの性能評価について学ぶ。
10 文字，図形，ジェスチャーの扱いについて学ぶ。
11 ユーザインタフェースと使いやすさについて学ぶ。

開 12 SDKやクロスプラットフォームのアプリケーション開発について学ぶ。
13 モバイル端末の基本的なサービスと機能について，その扱い方を含めて学ぶ。
14 ファイルのデータの扱いについて，文書ファイル，グラフィックデータおよびアニメーションについて

学ぶ。
15 さまざまなウェブとモバイル通信における，特質について学ぶ。
16 期末試験

30



	 42	

講義名 ソフトウェア開発と管理
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 後期
概要 ソフトウェアを開発するためのプロセス，アクティビティと，ソフトウェア開発プロジェクトのマネジ

メントの考え方，技法を学ぶ。
目的 ソフトウェアプロセスモデルとソフトウェアプロジェクト管理について学ぶ。

ソフトウェアライフサイクルの段階について学ぶ。（要件と分析，設計と構築，テスト，展開，運用，お
よび保守）

目標 ソフトウェアライフサイクルのプロセス，アクティビティを説明できる。
ソフトウェア開発プロジェクトのマネジメントの対象と方法を説明できる。
ソフトウェアの構成管理，リリース管理の考え方と，それをサポートするバージョン管理ツールの機能
を説明できる。

先修科目 プロジェクトマネジメント，システム構築
授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 講義全体の説明と，ソフトウェア開発プロセスの概要，開発のマネジメントの重要性を学ぶ。
2 ソフトウェア開発プロセス (要件定義プロセス，方式設計プロセス）について学ぶ。

授 3 ソフトウェア開発プロセス (方式設計以降の開発プロセス）について学ぶ。
4 ソフトウェア開発プロセス（プロジェクトプロセス，支援プロセス）について学ぶ。
5 各種開発プロセスモデルの特徴と適用に適したシステム/プロジェクトの特性について学ぶ。

業 6 ソフトウェア開発のプロジェクトマネジメントの全体について学ぶ。
7 ソフトウェア開発プロジェクトの進捗管理ついて学ぶ。
8 ソフトウェア開発プロジェクトのリスク管理ついて学ぶ。

展 9 ソフトウェア開発プロジェクトの品質管理ついて学ぶ。
10 ソフトウェア開発の構成管理，リリース管理及びバージョン管理ツールについて学ぶ。
11 バージョン管理ツールを使った構成管理，リリース管理を実習する。

開 12 疑似ソフトウェア開発プロジェクトでプロジェクト管理の演習を行う。
13 疑似ソフトウェア開発プロジェクトでプロジェクト管理の演習の続きを行う。
14 プロジェクト管理の演習の結果を踏まえて，プロジェクト管理について振り返る。（気づきを整理して

発表する）
15 ソフトウェアの移行，運用，保守のプロセスについて学ぶ。
16 期末試験
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講義名 ITの社会的責任
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 後期
概要 デジタル経済の大進展とともに大きくなる ITの社会的な責任について，SDGs，政府・行政の役割など

を含めて学ぶ。
目的 IT・コンピューティングに関わる社会・行政の規制および環境問題の側面を学ぶ。

組織が成功に至るためのチームダイナミクス、倫理、プロフェッショナリズムの重要性を学ぶ。
情報技術とリスクマネジメントの役割を学ぶ。
「グリーンコンピューティング」につながるエネルギー管理・標準について学ぶ。

目標 政府の IT環境においてチームワーク、倫理、法律上の配慮が果たす役割を分析できる。（チームワー
ク、法的および倫理的な考慮事項）
行政と環境の規制を評価し、それがどのように組織の環境に影響を与えるかを評価できる。（政府と環
境）
セキュリティ侵害とそれが金融機関に及ぼす影響を評価するために必要なスキルを身につけることがで
きる。 （危機管理）

先修科目 ITプロフェショナル行動規範
授業方法 講義＋演習 評価方法 レポート＋討論

1 講座全体の概要を説明する。社会において ITが果たしてきた歴史的役割を考察し、社会全体に対する
影響の大きさを認識し、社会の中で ITプロフェショナルの果たす役割について学ぶ。

2 ITの社会的責任を具体的に考察するため，企業の CSRに関する報告書等をベースに ITがどのように
社会問題と関わっているかを，演習を通じて学ぶ。

授 3 ＩＴの社会課題解決を目指すチームについて、チーム目標設定・タスクの分担，スケジューリングなど
様々なチームコラボレーション，チームビルディングについて学ぶ。

4 ITの飛躍的進展に既存の社会制度・ビジネスルールが追いつかない状況で、ITの倫理的課題にどう対
応するか，ロボット工学／ AIの人間社会への影響を含めて考察する。

5 自動運転，自動制御などの自動化が進む中で，技術者が直面する倫理ジレンマのケースを取り上げ演習
を行う。

業 6 社会課題の解決に向けて実施する政策・規制などについて，政府・行政が行う役割について，産官学連
携のありかたを含めて学ぶ。　

7 サイバー攻撃に対する対策や情報セキュリティの意識高揚等のセキュリティに関する危機管理について
学ぶ。

8 サイバーセキュリティのリスクを低減するためのとるべきアクションを，具体的事例をもとに検討する。
（グループで議論・発表する演習）

展 9 ITは経済・社会活動を支えるインフラとなっているため，操作ミスや品質問題などによる重大な事故
を防止することが求められる。そのために ITプロフェショナルが考慮すべき内容について学ぶ。

10 大規模な情報システムダウンの具体的ケースに対し，ITリスクをどのように考えるべきか，システム
の安全性・信頼性という側面以外に人間心理・ヒューマンコミュニケーション等の側面からも分析する
演習を行う。

11 グリーンコンピューティングに関連したグローバル課題や地球環境保全と ITの関連について学ぶ。
開 12 膨大なデータ量に対するグリーンコンピューティングの推進方策について，ケーススタディ演習を行う。

13 ＩＴの社会的な責任の観点から、持続可能な開発目標（SDGs）の基本的な考え方と認識すべき事項を
学ぶ。

14 SDGs の１７個の目標の中で一つを取り上げ，その課題解決に向けて ITがどのように貢献できるかを
グループ演習で議論する。

15 金融、政治など領域を限定し，IT活用によるメリット・デメリットを総合的に整理・分析し，ITの社
会的責任を考える視点を学ぶ。
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講義名 仮想システムと仮想サービス
単位数 2 必修・選択 選択
学年 3 開設学期 前期
概要 仮想システム及び仮想サービスの仕組みについて学ぶ。
目的 仮想化の仕組み及び技術と，その関連オープンソースコンポーネントについて学ぶ。

ネットワークストレージについて学ぶ。
クラスタを構築するために必要な技術について学ぶ。

目標 仮想化されたプラットフォームと仮想化されていないプラットフォームの違いを説明できる。
仮想デスクトップ，仮想サーバ，クラスタをインストールできる。

授業方法 講義 評価方法 試験 80%+レポート 20%

1 講義全体の説明と，仮想化技術の概要と仮想化技術がどのような場合にメリットをもたらすのかを学習
する。

2 ユーザプラットフォームの仮想化技術について，その種類と仕組み，メリット，デメリットについて学
ぶ。

授 3 ホストマシン上に異なるOSをインストールして，仮想化されたユーザプラットフォームを利用する実
習を行う。

4 ネットワークの仮想化技術及びネットワークストレージについて，その種類と仕組み，メリット，デメ
リットについて学ぶ。

5 サーバの仮想化技術について，その種類と仕組み，メリット，デメリットについて学ぶ。
業 6 サーバの仮想化技術について，その種類と仕組み，メリット，デメリットについて学ぶ。（続き）

7 ホストサーバーに仮想マシンをインストールして利用する実習を行う。
8 サーバークラスタについて，その種類と仕組み，メリット，デメリットについて学ぶ。

展 9 クラスタを管理するために利用するツールと技術について学ぶ。
10 クラスタを構成し，管理する実習を行う。
11 ソフトウェアのクラスタリング利用目的と，その仕組み，メリット，デメリットについて学ぶ。

開 12 フェイルオーバーの仕組みと技術的な要件について学ぶ。
13 フェイルオーバーの仕組みと技術的な要件について学ぶ。（続き）
14 負荷分散システム（ロードバランシングシステム）の目的と仕組みについて学ぶ。
15 負荷分散システム（ロードバランシングシステム）の技術的な要件について学ぶ。
16 期末試験

33





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報学を専門とする学科対象の 

教育カリキュラム標準の策定及び提言 

Cyber Security 

 
 





情報学を専門とする学科対象の 

教育カリキュラム標準の策定及び提言 

 

Cyber Security(CyS) 

 

目次 

WG 構成 

 

  



1. はじめに 

2. サイバーセキュリティ教育を取り巻く状況 

2.1. シーサート(CSIRT)に求められる人材 





2.2. セキュリティ知識分野(SecBoK)人材スキルマップ 











2.3. スキルに関するレベル分け 

3. サイバーセキュリティのカリキュラム作成の支援 

 

 

3.1. 各情報専門教育との対応 





3.2. モデル・コア・カリキュラム 



3.3. 既存カリキュラム 



4. おわりに 



5. 参考情報 

5.1. モデル・コア・カリキュラム 

















5.2. 既存カリキュラム 

 

 



 







 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報学を専門とする学科対象の 

教育カリキュラム標準の策定及び提言 

Data Science 

 
 





 

情報学を専門とする学科対象の 

教育カリキュラム標準の策定及び提言 

 

Data Science 

 

目次 

WG 構成 

 

  



1. 概要 



2. 情報学の学びとデータサイエンス 





3. 米国におけるデータサイエンスのカリキュラムの動向 

3.1. 協調によるデータサイエンス教育の強化について 5) 



3.2. 米国応用数学会による学部向けデータサイエンスカリキュラム・ガイドラインにつ

いて 



3.2.1.  サイエンスとしてのデータサイエンス 





3.2.2. データサイエンスにおけるキーコンピテンシーと特性 

 

 



 



3.3. データサイエンスにおけるカリキュラムコンテンツ 

 



 

 

 





4. 我が国のデータサイエンスカリキュラムに関する提言 



参考文献 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報学を専門とする学科対象の 

教育カリキュラム標準の策定及び提言 

教育認定 (AC) 

 
 





 

情報学を専門とする学科対象の 

教育カリキュラム標準の策定及び提言 

 

教育認定(AC) 

 

目次 

	

	

	

 

 

 

WG 構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主査  佐渡⼀広 群⾺⼤学 筧 捷彦 情報科学国際交流財団 
副主催 掛下哲郎 佐賀⼤学 旭 寛治 
 冨樫 敦 宮城⼤学 鈴⽊ 貢 島根⼤学 
 ⾼岡詠⼦ 上智⼤学 美⾺のゆり 公⽴はこだて未来⼤学 
 萩⾕昌⼰ 東京⼤学 阿草清滋 京都⼤学 
 井上克郎 ⼤阪⼤学 ⽯川 洋 新潟国際情報⼤学  
 位野⽊万⾥ ⼯学院⼤学 ⼤岩 元 協創型情報空間研究所 
 ⼤⾕ 真   ⼤場みち⼦ 公⽴はこだて未来⼤学 
 甲斐宗徳 成蹊⼤学 ⾓⽥博保 
 神沼靖⼦   河合和久 豊橋技術科学⼤学 
 河野浩之 南⼭⼤学  児⽟公信 情報システム総研 
 酒井三四郎 静岡⼤学 嶋⽥弘僧 富⼠通 
 ⾼橋 寛 愛媛⼤学 ⽥名部元成 横浜国⽴⼤学 
 ⽟井哲雄 法政⼤学 垂⽔浩幸 ⾹川⼤学 
 中⾕多哉⼦ 放送⼤学 中⼭泰⼀ 電気通信⼤学 
 ⻄園敏弘 ⽇本⼤学 ⻄野浩明 ⼤分⼤学 
 萩原兼⼀ ⼤阪⼤学 ⽦⽥輝雄 明治⼤学 
 深海 悟 ⼤阪⼯業⼤学 松永賢次 専修⼤学 
 和⽥幸⼀ 法政⼤学 安⽥ 晃 特定⾮営利活動法⼈  
 渡辺 治 東京⼯業⼤学  ＩＴプロ技術者機構 	

1. はじめに	 1	

2. 認定基準	 1	

3．	米国および韓国の基準との比較	 10	

4．	J17の各分野の教育水準	 12	

5．	おわりに	 33	

	



	 1	

	

1. はじめに 

カリキュラム標準の一つの目的は、アクレディテーションにおける標準となる教育内容

を示すことである。このため、日本技術者教育認定機構（JABEE）1が定める認定基準とカ

リキュラム標準が以下の事項の関係が必要である。	

	

1. 認定基準が求める専門教育の要件が、カリキュラム標準に含まれていること。（コアカ

リキュラムの設定）	

2. カリキュラム標準から大きく外れた教育内容では、認定が難しいこと。（分野の限定）	

3. 教育プログラムが、カリキュラム標準が求める教育内容を示せれば、認定基準を満た

すことが容易に示せること。	

	

今回、JABEE は認定基準の改定作業を進めていることから、カリキュラム標準や米国、韓	

国における認定基準も含めて、情報専門系における認定基準の修正案を作成した。その上

で、J17 で定めるカリキュラム標準と JABEE の認定基準の整合性をはかった。	

	

2. 認定基準とカリキュラム標準 

	 JABEE の定める認定基準2のうち、カリキュラムに関係するものは表 1 に示す、基準 1.2	

および基準 2.1 である。	

 

表1:	情報専門系の勘案事項 

基準1.2【学習・教育到達⽬標の設定と公開・周知】 

プログラムは、プログラム修了⽣全員がプログラム修了時に確実に⾝につけておく

べき知識・能⼒として学習・教育到達⽬標を定め、公開し、かつ、プログラムに関わ

る教員及び学⽣に周知していること。この学習・教育到達⽬標は、⾃⽴した技術者像

(認定基準1.1) への標となっており、下記の知識・能⼒観点(a)〜(i)を⽔準を含めて具体

化したものを含み、かつ、これら知識・能⼒観点に関して個別基準に定める事項が考

慮されていること。 

(a) 地球的視点から多⾯的に物事を考える能⼒とその素養 

(b) 技術が社会や⾃然に及ぼす影響や効果、及び技術者の社会に対する貢献と責任に関

																													
1	https://jabee。org	
2	https://jabee。org/accreditation/basis/accreditation_criteria_doc	
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する理解 

(c) 数学、⾃然科学及び情報技術に関する知識とそれらを応⽤する能⼒ 

(d) 当該分野において必要とされる専⾨的知識とそれらを応⽤する能⼒ 

(e) 種々の科学、技術及び情報を活⽤して社会の要求を解決するためのデザイン能⼒(f) 

論理的な記述⼒、⼝頭発表⼒、討議等のコミュニケーション能⼒ 

(g) ⾃主的、継続的に学習する能⼒ 

(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能⼒ 

(i) チームで仕事をするための能⼒	

基準2.1【カリキュラム・ポリシーに基づく教育課程、科⽬の設計と開⽰】 

プログラムは、公開されている教育課程編成・実施の⽅針(カリキュラム・ポリシー) 

に基づく教育課程(カリキュラム) において、各学習・教育到達⽬標に関する達成度評

価の⽅法及び基準、ならびに、科⽬ごとの学習・教育到達⽬標との対応、学習・教育

内容、到達⽬標、評価⽅法、及び評価基準、を定め、授業計画書(シラバス) 等により

プログラムに関わる教員及び学⽣に開⽰していること。なお、教育内容に関する必須

事項を、必要に応じて個別基準で定める。 

 

さらに、基準1.2の内、専⾨教育のカリキュラムに直接関係するものは(c)と(d)である。

(c)は専⾨教育に関係してはいるが、J17では⼀部しか対象としていない部分である。この

ため、(d)はJ17でさだめるカリキュラム標準そのものにあたるので、(d)を中⼼に考える。 

基準1.2では授業内容ではなく、学習・教育到達⽬標であり、カリキュラム標準で求め

ているアウトカムズを基にするものである。基準2.1でもとめるカリキュラムの内容は、

アウトカムズ等は重視せず、教育の内容に関するものである。 

	

2.1. 個別基準と勘案事項 

	 現在 JABEE	では、エンジニアリング系学士課程、エンジニアリング系修士課程、情報専

門系学士課程、情報専門系修士課程、建築系学士修士課程の 5 つの課程を定めている。各

課程には、1 つ以上の分野が属している。その上で、認定基準に附属して、各課程におけ

る要件の違いを取り入れるため、個別基準と勘案事項を設けている。これらは、課程ごと

に定めている。さらに、それらの課程に含まれる分野ごとに、分野別要件として必要な事

項を定めている。表 2に情報専門系学士課程（以下 JCAC と記す）の勘案事項を示す。	
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表 2:	情報専門系の勘案事項	

基準番号	 勘案事項	

基準 1.2(a)	 「(a)地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養」に関し

て、以下の観点を考慮して学習・教育到達目標が設定されていること。	

・人類のさまざまな文化、社会と自然に関する知識	

・それに基づいて、適切に行動する能力	

基準 1.2(b)	 「(b)技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対し

て負っている責任に関する理解」に関して、以下の観点を考慮して学

習・教育到達目標が設定されていること。	

・当該分野の技術が公共の福祉に与える影響の理解	

・当該分野の技術が、環境保全と社会の持続ある発展にどのように関与

するかの理解	

・技術者が持つべき倫理の理解	

・情報セキュリティに対する責任の理解	

・上記の理解に基づいて行動する能力	

基準 1.2(c)	 「(c)数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用する能力」に関し

て、以下の観点を考慮して学習・教育到達目標が設定されていること。	

・当該分野で必要な数学（離散数学及び確率・統計を含む）及び自然科

学に関する知識	

・上記の知識を組み合わせることも含めた応用能力	

基準 1.2(d)	 「(d)当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能

力」に関して、以下の観点を考慮して学習・教育到達目標が設定されて

いること。	

・当該分野において必要とされる専門的知識	

・上記の知識を組み合わせることも含めた応用能力	

・当該分野において必要とされるハードウェア・ソフトウェアを利用す

る能力	

・適切な技法及びツールを選択し、必要があれば作り出して、複合的な

情報処理に適用する能力	

・情報セキュリティに関する基礎的な知識と応用能力	

基準 1.2(e)	 「(e)種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するため

のデザイン能力」に関して、以下の観点を考慮して学習・教育到達目標
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が設定されていること。	

・解決すべき問題を認識する能力	

・公共の福祉、環境保全、経済性などの考慮すべき制約条件を特定する

能力	

・問題を分析し、モデル化を行い、その解決に必要な情報処理上の要件	

を抽出し定義する能力	

・与えられた要求に対して、各種制約の下でコンピュータを用いたシス

テム、プロセス、コンポーネント又はプログラムをデザインし、実装

し、評価できる能力	

基準 1.2(f)	 「(f)論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能

力」に関して、以下の観点を考慮して学習・教育到達目標が設定されて

いること。	

・情報や意見を他者に伝える能力	

・他者の発信した情報や意見を理解する能力	

・英語等の外国語を用いて、情報や意見をやり取りするための能力	

基準 1.2(g)	 「(g)自主的、継続的に学習する能力」に関して、以下の観点を考慮し

て学習・教育到達目標が設定されていること。	

・将来にわたり技術者として活躍していくための継続的研鑚の必要性の

理解	

・必要な情報や知識を獲得する能力	

基準 1.2(h)	 「(h)与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力」に関

して、以下の観点を考慮して学習・教育到達目標が設定されているこ

と。	

・時間、費用を含む与えられた制約下で計画的に仕事を進める能力	

・計画の進捗を把握し、必要に応じて計画を修正する能力	

基準 1.2(i)	 「(i)チームで仕事をするための能力」に関して、以下の観点を考慮し

て学習・教育到達目標が設定されていること。	

・他者と協働する際に、自己のなすべき行動を的確に判断し、実行する

能力	

・他者と協働する際に、他者のとるべき行動を判断し、適切に働きかける

能力	
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表 2 の中で、下線の部分がエンジニアリング系学士課程と異なっている箇所である。こ

のようになっているのは、欧米においてエンジニアは現実のものの構築を基本としている

のに対して、情報専門系ではソフトウエアを中心としているため、別のものとして扱われ

ているからである。3	

J17 が対象としているものは、JABEE では JCAC に含まれる 3分野（CS、IS、IT）、および

エンジニアリング系学士課程の 1分野（電子情報通信・コンピュータ及び関連の工学分野）

である。SE と CE は後者に 2 つとも含まれることになっている。JCAC にはこのほか、新し

い分野や複合融合的な分野のために、「情報一般」という分野を設けているが、J17 ではこ

の分野のカリキュラムは示していない。	

表 2 の基準 1.2(d)のうち、「当該分野において必要とされるハードウェア・ソフトウェ

アを利用する能力」と「適切な技法及びツールを選択し、必要があれば作り出して、複合

的な情報処理に適用する能力」については、専門分野の教育全般と必要な演習・実習・実

験等によって身につけるものであり、J17 では明確に含まれているものではないが、それ

ぞれの分野のアウトカムズには含まれているものである。	

次に、「情報セキュリティに関する基礎的な知識と応用能力」は、CS 分野では IAS に、

IS 分野では多くのラーニングユニットに含まれており、IT 分野では ITE-CSP で全体的に

扱っているほか、ITE-IST、ITE-NET、ITE-WMS 等においても触れている。このため、情報セ

キュリティに関しては、カリキュラム標準では十分に満たされていると判断できる。なお、

基準 1.2(b)に示している「情報セキュリティに対する責任の理解」については、技術者倫

理に関するものとしての位置づけであるが、各分野のセキュリティ関係の教育内容の他、

各分野では「プロェッショナルとしての社会的責任」（CS の SP や IT の ITE-GPP）あるいは

これに類する BOK が定められている。	

	

2.2. CS 分野の分野要件 

	 CS 分野の特徴としては、基礎理論を基本としていることである。このため、分野別要件

として表 3 のように、理論的、数学的な基礎を求めている。J17 の CS 分野の BOK でも、表

3に記載されている項目は、数学以外は全て含まれている。また、BOK でも理論的な内容を

重視するように構成されている。	

規準 1.2(c)については、BOK では全てをカバーしていないが、平均的な理工系の学科で

あれば、解析学、線形代数、物理学、化学などが学習されており、その上で離散数学や統

計学を含めれば満たす。	

																													
3	両者を統合する動きもある。	
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表 3:	CS	分野の分野別要件	

基準	 分野別要件	 カリキュラム標準	

基準 1.2(d)	 当該分野の『専門的知識とそれらを応用する能

力』（水準を含む）として、以下が考慮されてい

ること。	

・コンピュータを用いたシステムのモデル化及び

設計に、アルゴリズムの諸原理と計算量、プログ

ラミング言語の諸概念、及びコンピュータ科学の

諸理論を応用する能力	

・様々な複雑性を有するソフトウェアシステムの

構築に、設計や開発の諸原理を応用する能力	

	

	

	

AL、DS、PL	

	

基準 2.1	 当該分野にふさわしい『数学、自然科学及び科学

技術に関する内容』として、以下が考慮されてい

ること。	

・「コンピュータアーキテクチャ、情報管理、ネ

ットワークと通信、オペレーティングシステム、

並列・分散処理、知的システム」のうち３つ以上

の知識	

・一つ以上のプログラミング言語に対する深い知

識と活用	

・コンピュータ科学に必要な十分な数学の知識と

応用	

	

	

	

AR、IM、NC、	

OS、PD、IS	

	

	

PL	

	

DS	

	

2.3. IS 分野の分野要件 

	 IS 分野の特長は、情報システムの管理、活用であり、このために必要な知識や能力が求

められる。システムを構築する能力は重視していない。改定案では、カリキュラムに「量

的、質的なデータの収集と分析」に関するものを取り入れることを求め、情報を分析して

活用するための学習を求めている。一つにはデータサイエンスの活用である。	
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表 4:	IS 分野の分野別要件	

基準	 分野別要件	 カリキュラム標準	

基準 1.2(d)	 当該分野の『専門的知識とそれらを応用する能

力』（水準を含む）として、以下が考慮されてい

ること。	

・組織と社会の活動に関わる情報システムの企

画・計画・構築・運⽤・評価のプロセスを理解

し、与えられた環境下で費⽤対便益を考慮して問

題解決を実施する能⼒	

	

	

	

	

基準 2.1	 当該分野にふさわしい『数学、自然科学及び科学

技術に関する内容』として、以下が考慮されてい

ること。	

・量的、質的なデータの収集と分析	

	

	

	

	

	

2.4. IT・CSec 分野の分野要件 

	 IT・CSec分野は、IT分野とCSec分野を合わせて、いずれかのカリキュラムに適合するこ

とを求めている。IT分野は、現在のインターネット、クラウドといった技術を含めた情報

システムの設計から構築そして運用をするための技術的知識と能力を求めている。CS分野

が求めるコンピュータ科学の理論的側面は求めず、実際の業務に活用できる知識と技術を

求めている。表5に記載されている、インフォメーションテクノロジに関する項目は、J17

のIT分野のカリキュラムがそのまま適用できるようになっている。	

サイバーセキュリティの分野は、これまで独立した学科のようなものを考慮しておら

ず、CSやIT分野でセキュリティ教育を強化することで対処していた。しかし、近年、セキ

ュリティ対策として社会や組織あるいは人間の特性などを含めて考える必要があるため、

セキュリティを中心とした教育プログラムが誕生している。このため、IT分野と合わせ

て、サイバーセキュリティ分野を認定できる仕組みを取り入れる。	

なお、これまでもIT分野では他の分野より多くのセキュリティに対する知識と能力を求

めるBOK	が設定されていることから、当面の間ITとサイバーセキュリティを合わせて一つ

の分野としておくことは問題ないと考えている。	
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表 5:	IT 分野の分野別要件	

基準	 分野別要件	 カリキュラム標準	

基準 1.2(d)	 当該分野の『専門的知識とそれらを応用する能

力』（水準を含む）として、以下のいずれかが考

慮されていること。	

（1）インフォメーションテクノロジに関する知

識と能力	

・ユーザニーズを正確に確認し、システムを構築

し、出来上がった情報システムを、ユーザ環境と

の適合性を認識し、運用・管理して行く能力	

（2）サイバーセキュリティに関する知識と能力	

・セキュリティの原理と実践を環境、ハードウェ

ア、ソフトウェアおよび人間的側面でシステムに

適用できる能力。	

・リスクと脅威の存在を認識してシステムを運用

していくことについて、分析と評価ができる能力	

	

	

ITE-SPA、ITE-	

IST、ITE-IMA、	

ITE-UXD	

	

	

基準 2.1	 当該分野にふさわしい『数学、自然科学及び科学

技術に関する内容』として、以下のいずれかが考

慮されていること。	

（1）インフォメーションテクノロジに関する知

識	

・インフォーメーションテクノロジの基礎として

のユーザインタフェース、情報管理、プログラミ

ング、ウェブシステムと技術、ネットワークに関

する知識	

（2）サイバーセキュリティに関する知識	

・機密性、完全性、可用性、リスク、敵対者の概

念を横断的に適用する知識	

・データセキュリティ、ソフトウエアセキュリテ

ィ、システムセキュリティ、ヒューマンセキュリ

ティ、組織のセキュリティ、社会のセキュリティ

に関する知識	

	

	

	

ITE-UXD、ITE-	

IMA、ITE-SWF、	

ITE-ITS、ITE-	

WMS、ITE-NET	
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・サイバーセキュリティに必要な情報学の知識	

	

2.5. SE および CE 分野の分野要件 

	 現在の JABEE では、SE および CE は電子情報通信・コンピュータ工学としてまとめられ

ており、電子工学や通信工学と合わせて一つの分野として扱われている。このため、特に

SE においては適切な要件となっていない。CE については表 6 に示す分野要件が定められ

ている。	

	

表 6: 電⼦情報通信・コンピュータ⼯学分野の分野要件	

基準	 分野別要件	 カリキュラム標準	

基準 2.1	 当該分野にふさわしい『数学、⾃然科学及び科学

技術に関する内容』として、以下が考慮されてい

ること。 

(1) 電⼦情報通信に関する⼯学教育プログラムに

おいては、回路理論、情報理論、通信理論などの

知識とそれを組み合わせた応⽤能⼒ 

(2) コンピュータ、ソフトウェア、情報等に関す

る⼯学教育プログラムにおいては、論理回路、情

報理論、データ構造などの知識とそれを組み合わ

せた応⽤能⼒ 

(3) プログラムの学習・教育到達⽬標に適合する

ハードウェア、ソフトウェア、⼜はその両⽅で構

成される複雑なシステムに必要な知識 

(4) プログラムの学習・教育到達⽬標に適合する

ハードウェア及びソフトウェアに関する実験を計

画・遂⾏し、データを正確に取得・解析し、⼯学 

的に考察し、かつ説明する能⼒ 
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3. 米国および韓国の基準との比較 

3.1. 米国 ABET の基準との比較 

	 JABEE はもともと米国の Engineer 教育の認定団体である ABET のやり方を踏襲している

ため、基準もかなり ABET のものに近い。今回の JABEE の情報専門系の個別基準の改定を検

討しているのは、ABET が頻繁に基準を改定していることにより、違いが出てきていること

が一つの理由である。ABET では、エンジニアリング系の教育プログラムは EAC、情報専門

系の教育プログラムは CAC として区別され、異なった基準をもとに審査をしている。ABET	

における分野は以下のようになっている4。	

	

1. CAC に含まれる分野は、CS、IS、IT、GCO の 4 分野である。GCO は General	 Criteria	

Only の略で、JABEE の情報一般分野に相当する。CS、IS、IT のいずれの分野にも属さ

ないが、広い意味での情報技術を基本とした情報専門系に属する教育プログラムの認

定を行っている。現時点では、セキュリティ系の学科やネットワーク技術系の学科の

ように、まだ分野が定められていないが、今後増える可能性のある教育内容の教育プ

ログラムが中心である。	

2. CE と SE はエンジニアリング系として EAC に属している。また、CE は電気・電子分野

と実質融合した審査体制で、認定されると電気・電子あるいは CE に分類されるという

形態になっている。	

3. ABET では、名称によって分野を定めることが基本になっている。このため、CAC では

「Engineering」という語を含まない。Computer	Science	and	Engineering のような名

称の場合は、CAC と EAC 双方で審査を受け、認定される必要がある。名称を基本として

いるため、SE が EAC に含まれている。	

	

ABET の CAC は 2018 年度から暫定で大きく変更した基準を適用することにしている5。EAC	

には大きな変更点はない。CAC の認定基準の大きな変更点は以下である。	

1. セキュリティ教育の強化。「Secure	Computing」に関する教育を必須としている。	

2. CAC 共通の要件を簡素化し、必要があれば各分野でさだめるようにしている。	

3. サイバーセキュリティ分野の新設。ただし、2018 年度は暫定の基準となっている。	

JCAC としても、CAC が行っている改正にはは重要な意味があることを考慮し、サイバー

セキュリティの教育を必須とする予定である。	

																													
4	http://www。abet。org/accreditation/accreditation-criteria/	
5	http://www。abet。org/wp-content/uploads/2018/02/C001-18-19-CAC-Criteria-

Version-2。0-updated-02-12-18。pdf	
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JCAC でサイバーセキュリティ分野の認定が可能なようにするため、IT 分野と合わせ、IT

またはサイバーセキュリティのいずれかを満たせばよいものとして認定ができるようにす

る予定である。このため、JABEE の情報専門系と ABET の CAC においては、大きな違いは無

くなっている。	

小さな違いとしては、以下の事項がある。	

1. ABET は CAC としては統計学を必修とはせず、CS と IS で統計学を必修としている。JCAC

では、全分野で統計学を必修としている。	

2. サイバーセキュリティを、CAC ではカリキュラムの要件としているが、JCAC では、学

習・教育到達目標に含めるべきものとして定めた。また、CAC	では、情報倫理としての

セキュリティをはずしたが、JABEE の情報専門系はそのまま残すこととした。	

3. その他、用語等にからんで多少の違いがあるが、大きな差はないように配慮している。	

	

3.2. 韓国 ABEEK の基準との比較 

	 韓国 ABEEK	は、分野の要件がハングルでしか公開されていないため、機械翻訳によって

確認をした。基本的に JABEE、ABET、ABEEK は類似の形態と審査基準を設定しており、大き

な違いはない。基本的な違いは分野の考えで、以下のようになっている。	

	

1. CE 分野を明確にエンジニアリング系として設けている。しかし、SE 分野は設けていな

い。	

2. 情報専門系として、マルチメディアとセキュリティの２分野を設けており、すでに複

数のプログラムの認定を行っている。	

3. IT 分野は設けているが、JABEE と同様認定はまだない。	

	

ABEEK の情報専門系の基準のうち、プログラムアウトカムで専門科目に関係する部分を

抜粋して示す。	

	

1. an	ability	to	apply	knowledge	of	mathematics、	basic	sciences、	liberal	

arts、	computing	and	information	technology	to	the	solution	of	computing	

problems	

2. an	ability	to	verify	theories	or	algorithms	through	formulae	or	program	

coding	

3. an	ability	to	define	and	model	computing	problems	

4. an	ability	to	apply	latest	information、	research-based	knowledge	and	
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appropriate	tools	including	programming	languages	to	the	solution	of	

computing	problems	

5. an	ability	to	design	hardware	or	software	systems	to	meet	user	requirements	

within	realistic	constraints	

6. an	ability	to	contribute	to	project	team	output	in	the	solution	of	computing	

problems	

8. an	ability	to	understand	the	impact	of	computing	solutions	in	the	context	of	

health	and	safety、	

9. economics、	society	and	environment	

10. an	ability	to	understand	the	impact	of	computing	solutions	in	the	context	of	

health	and	safety、	economics、	society	and	environment	

	

ABEEK では、カリキュラムに関しては単位数関係以外の記載がなく、専門科目について

はプログラムアウトカムに JABEE や ABET よりも詳細に記載されている。ただし、JABEE や

ABNET との実質的な違いは少ない。	

次に、CS 分野の要件のうち、カリキュラムに関係する部分を要約すると、以下のように

なっている。	

	

1. 離散数学	

2. コンピュータハードウェアの動作原理、コンピュータソフトウェアの基礎理論お

よびプログラミング技術、システムソフトウェアと関連した内容を扱う教科目	

3. 基礎設計と総合設計を含んで最小 12 の単位以上の設計教科目	

4. 工学士を排出するプログラムでは、基礎科学科目のうち一分野以上実験を含まな

ければならない	

	

各分野の要件についても、ABEEK も ABET を参考にしており、大きな違いはない。	

	

4. J17 の各分野の教育水準 

アクレディテーションにおいてもう一つ重要なことは、どの程度までの知識やスキルを

身につけていることを求めるかである。実際にはかなり難しい問題がある。	

	

1. 広さと深さ。教育プログラムによっては、狭い範囲（あるいは中心とする専門分野）に

特化して深い教育を行っている。逆に、多くの分野をカバーするために、広く浅く教育
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をすることを中心としている場合もある。	

2. その分野として必須の知識とスキルを身につけているか。	

3. カリキュラム全体として、その分野として適切な教育体系になっているか。	

	

このため、CS、IS、SE、CE、IT	について、情報学参照基準の各項目について、必須のレ

ベル、概ね必要なレベル、およびその分野の教育としてあつかう項目を検討した。	

	

4.1. 各分野の教育目標の水準 

アクレディテーションの仕組みでは、基準をもとに審査をするが、実際に基準をどの程

度のものと考えるか難しいところがある。	

	

1. 基準を満たすために必要な教育内容は何か。例えば、基準に記載されている「プログラ

ミング言語の諸概念」を満たすためにはどの程度のことが要求されるのか明確でない。	

2. 例えば CS	分野として、カリキュラム標準で CS	分野で示されている BOK	をどの程度

教育すればよいのか明確でない。アウトカムズが示されてはいても、それをかなり高

いレベルであるべきだと解釈する人々もいれば、低く解釈する人々もいる。	

3. 情報学参照基準をみても、どれが必要かわからない。	

	

このようなことをある程度明確にする、あるいは目安を検討することが必要である。平

成 29	 年度文部科学省委託事業「超スマート社会における情報教育の在り方に関する調査

研究」において、全国の大学の情報教育についての調査の項目と調査結果を参考に、カリ

キュラム標準においてどのようなレベルを求めるかを比較した。比較においては表 7	に示

す大項目の各領域のレベルである。「情報一般の原理」および「情報学を学ぶ学生が獲得す

べきジェネリックスキル」については、カリキュラム標準と直接的な関係が少ないため、

はずした。それぞれの領域には、表 7 で示している調査項目がある。	

	

表 7:	情報学参照基準の大項目	

	

大 項 目

記号	

大項目	 領域	 調 査 項

目数	

A	 コンピュータで処理される

情報の原理	

情報の変換と伝達	

情報の表現・蓄積・管理	

4	

4	
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情報の認識と分析	

計算	

各種の計算・アルゴリズム 8	

4	

6	

8	

B	 情報を扱う機械および機構

を設計し実現するための技

術	

コンピュータのハードウェア	

入出力装置	

基本ソフトウェア	

3	

4	

3	

C	 情報を扱う人間社会に関す

る理解	

社会において情報が創造・伝達され	

る過程と仕組み	

情報を扱う人間の特性と社会システ	

ム	

経済システムの存立と情報	

情報技術を基盤にした文化	

近代社会からポスト近代社会へ	

2	

	

3	

	

2	

2	

2	

D	 社会において情報を扱うシ

ステムを構築し活用するた

めの技術・制度・組織	

情報システムを開発する技術6	

情報システムの効果を得るための技	

術	

情報に関わる社会的なシステム	

情報システムと人間のインタフェー	

スに関する原理や設計方法	

6	

6	

	

2	

4	

E	 情報学を学ぶ学生が獲得す

べき専門的能力（情報学に

固有の能力）	

（領域なし）	 3	

	

情報学参照規準について、CS、IS、SE、IT の各分野が、それぞれのカリキュラム標準が

定めている BOK 等において、必修としている領域で想定している水準、選択になっている

領域で想定している水準（必修の領域でさらに進んだ内容の選択科目も含む）、およびそれ

らの領域とともに、情報学参照基準において、その分野に関係する領域（概ねこの領域内

を中心に学習する範囲とするもの）を検討した。このために、情報学参照基準のそれぞれ

の領域について、必修、選択の違いと求める最低の知識と技能（スキル）の水準を検討し

た。	

水準の検討においては、例えば一つの講義において、広く浅く講義をする場合もあれば、

特定のことについて深く講義をする場合もある。また、各領域内の項目についても、特定
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の一部の内容のみを扱う場合もあれば、全体を扱う場合もある。このため、おおむね例示

されている内容（あるいは類似のもの）が半数程度扱われており、評価されるべきとする

項目について、水準として、レベル 2〜4の値を設定することを目安とした。知識について

は、平成 29 年度の調査に合わせて、表 8に示す水準を設定した。このため、通常入門的な

授業、あるいは１学年ないし 2 学年で行う入門的な講義においては、レベルは概ね 2～3と

なる。複数の科目で扱えば、知識のレベルは上がるものとしている。ただし、通常の授業

におけるレベルのため、レベル 5 は例外的であると考え、通常はレベル 4	までの範囲を設

定することとしている。カリキュラム標準は概ね 1 年～1 年半の教育内容を示すものであ

り、その上で、それぞれの学科等がコアカリキュラムに加えてさまざまな教育内容を追加

することが重要である。今回示す目安が高すぎればカリキュラム編成の自由度が少なくな

り、低すぎれば適切な教育内容と言えない恐れがある。	

なお、ここで扱っている水準は、全学生がそのレベル以上であることを求めるための、

最低水準を基本としている。このため、通常の学生はより高いレベルとなってる場合が多

い。	

同様に、技能（スキル）については、表 9に示す評価段階を設定した。演習や実習を多

く行わない場合は、通常は知識の設定よりも 0.5～1 段階以上低くなると思われるし、遠州

や実習を多くした場合は、知識よりも高いレベルとなる場合も考えられる。技能について

も概ねレベル 2から 4の範囲を設定した。	

	

表8:	知識に対するレベル 

レベル	 説明	

0		 修得済みまたは教育上不要のため教えていない。	

1		 時間的な制約がある、または内容が高度すぎるため教えていない。	

2		 授業で教えており、学生は個別の用語を聞いたことがある。	

3		 授業で教えており、学生は個別の用語の意味を説明できる。	

4		 授業で教えており、学生は関連する用語の相互関係や違いを説明できる。	

5		 授業または卒業研究で教えており、学生は用語に関連する分野や科目の相

互関係を他者に指導できる。	
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表9:	技能に対するレベル 

レベル	 説明	

0		 教えていない。	

1	 講義の中で単純な演習課題に取り組ませている。	

2		 演習等の中で単純な課題に取り組ませており、具体的な指示があれば、学生

はその内容を実行できる。	

3		 実験等の中で複合的な課題に取り組ませており、大まかな指示があれば、学

生はその内容を実行できる	

4		 卒業研究等の中で総合的な課題に取り組ませており、学生はその内容を自律

的に実行できる。	

5		 卒業研究等の中で総合的な課題に取り組ませており、学生はその実践を教え

られる。	

 
なお、情報学参照基準では、CS 分野や CE 分野において重要としている数学や電気回路

などの一部の領域が含まれていないものがあることに留意が必要である。	

 
4.1.1. CS 分野の教育水準 

CS分野が求めている水準は、図1に示すように、情報学参照基準の広範囲に渡って、レ

ベル３を要求している。Tier	1、Tier	2を合わせて、およそ25単位程度でBOK	が作成され

ているが、単位数の割には高めのレベルを考えているともいえる。多くの範囲をカバーす

ることを求めており、実際の教育としては授業科目数を増やさなければならない可能性が

ある。なお、図１では、Tier	1が黒、Tier	2すなわち選択が濃い灰色で示している。薄い

灰色は、CS分野がおおよそ自由な選択をふくめて対象とする分野と水準である。	

CS分野が主たる対象としていないものは、コンピュータのハードウエア関係、情報シス

テムあるいは社会との関係のうち、構築（開発）にかかわるものを除いた部分である。し

かし、CS分野として実際の学科等を構成する場合は、基礎を踏まえた上でどのような学問

領域を対象とするかは自由度を高くすることを想定している。	
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4.1.2. IS 分野の教育水準 

IS分野は、必修および強く求める教育内容は、かなり偏っている。コンピュータのソフ

トウエアやハードウエアはほぼ必修とせず、情報システムのかかわる技術や人展・社会面

を強く求めていることがわかる。IS分野では、分野として特に重視する領域だけにレベル

を設定しており、それ以外はある程度自由な選択を認める方針でカリキュラム標準を作成

しており、複数の目的別のカリキュラムを示しているため、必然的に共通部分が少なくな

っている。コンピュータハードウェアやソフトウェアについてはほとんど重視しないこと

が、CS分野との大きな違いである。	
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図 1: CSの教育水準の目安
必修単位数：15単位

選択を含む単位数：25単位
選択科目から履修すべき単位数の割合：80%
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4.1.3. SE 分野の教育水準 

SE 分野は、SE としての必須の項目を中心にコアカリキュラムとしており、特徴のあるレベ

ル設定をしている。実際のカリキュラムにおいては、CS や IS などといった他の分野の基

礎的教育を含むこととなると思われる。	
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図 2: ISの教育水準の目安
必修単位数：14単位

選択を含む単位数：24単位
選択科目から履修すべき単位数の割合：50%
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4.1.4. CE 分野の教育水準 

	 CE分野においては、CE2016を見ても、電子工学からコンピュータ科学領域まで広い範囲

の学習が求められている。日本の大学においては単位数などの面から難しいことから、特

定の領域を中心にした学科などが多い。図4は、CE分野の3つのモデルカリキュラムの合成

であるため、選択科目として多くの領域と比較的高いレベルとなっているが、実際にはこ

こからの選択であるため、単純にたの分野との比較はできない。	

	 それでもCE分野の特徴はわかる。他の分野では比較的低いか全く記載のないハードウェ

アがかなり高いレベルとなるなっている。逆に、情報システムはほとんど記載がない。	
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図 3: SEの教育水準の目安
必修単位数：20単位

選択を含む単位数：30単位
選択科目から履修すべき単位数の割合：50%
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4.1.5. IT 分野の教育水準 

IT 分野は、図 5が示す特徴として、CS 分野の中心となっている「情報を扱う機械」に

関係した領域が薄いことである。これは、IT 分野は基礎理論やコンピュータなどの基礎

原料は求めず、主に現代社会のコンピュータシステムやインターネットなどの構築、運用

を行うための技術を中心としているためである。図 5からも、このことははっきりと読み

取れる。それ以外においては、全体として広く扱っている。	

なお IT 分野の今回のカリキュラムでは、必修科目を講義中心に 26 単位、演習を 12 単

位として設定しているため、CS、IS、SE 分野に比べ、全体とすれば高い水準となってい

る。単位数を考慮すると、ほぼ同程度になっていると判断できる。	
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図 4: CEの教育水準の目安
必修単位数：2単位

選択を含む単位数：40単位
選択科目から履修すべき単位数の割合：50%
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4.2. 各分野の教育目標の水準 

分野の全体的な特徴を抽出するために、情報学参照基準の大項目でCS、IS、SE、CE、IT

の各分野の水準をまとめてみる。また、参考として、CS以外については、技術士第一次試

験の水準も調査費、比較した。情報学参照基準では、次の５つの大項目にまとめた。	

	

A. コンピュータで処理される情報の原理	

B. 情報を扱う機械および機構を設計し実現するための技術	

C. 情報を扱う人間社会に関する理解	

D. 社会において情報を扱うシステムを構築し活用するための技術・制度・組織	

E. 情報学を学ぶ学生が獲得すべき専門的能力（情報学に固有の能力）	

	

各項目に含まれる領域数は大きな違いがあるが、おおよその傾向を把握することができ
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図 5: ITの教育水準の目安
必修単位数：38単位

選択を含む単位数：50単位
選択科目から履修すべき単位数の割合：30%
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る。拡大項目は、単純に、知識と技能（スキル）ごとに平均値を採用している。このた

め、大項目の中の一部の領域が重要である場合であっても、平均値のために低くなってい

る場合もある。以下の図においては、	●が必修科目による水準、▲がそれに加えて選択

必修科目（つまり、重要度の高い科目）を加えた水準である。なお、選択必修の場合、す

べてを満たす必要はなく、それぞれの分野によって要求する単位数に違いがあるため、単

純な比較はできない。おおよその傾向を調べるに止める。	

技術士一次試験は選択科目だが、そこからIS、SE、CE、ITの各分野が標準的に選択する

であろう科目を想定して水準を設定している。	

また、類似した分野同士の比較も行った。CSとCE、およびCEとITを比較した。	

 

4.2.1. CS 分野の知識水準の概観 

CS分野の概観はかなりきれいな円に近いものとなっている。4.1.1	節では各大項目の中

では扱う領域と扱わない領域がはっきりと分かれているが、大項目でまとめるとどの大項

目にも大きな差が無くなっている。強いて上げれば、専門的能力については、知識・技能

ともに高い能力を要求している。	

1

2

3

A原理

B技術

C人間社会 Dシステム

E専門的能力

★★★★★

▲
▲

▲ ▲

▲

図 6: CSの必修，選択必修の知識水準（大項目）

必修科目単位数：15単位以上
選択科目単位数：10単位以上
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4.2.2. IS 分野の知識水準の概観 

IS分野は、大項目でまとめても、情報システムの構築と人間、社会との関わりに強く関

係していることがわかる。特に技能では、それが顕著になっている。ただし、今回の水準

からみると、知識と技能でずれがある。	

ところが、IS分野と技術士一次試験で想定しているIS分野の知識水準には、C	とＤでIS	

のカリキュラム標準が高く、Bにおいて技術士一次試験が高いという、大きな乖離があ

る。この理由は、重視する項目に大きな違いがあることを示している。今後さらに調査す

る必要がある。	
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図 7: CSの必修，選択必修の技能水準（大項目）

必修科目単位数：15単位以上
選択科目単位数：10単位以上
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図 8: ISの必修，選択必修の知識水準（大項目）

必修科目単位数：14単位以上
選択科目単位数：10単位以上
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図 9: ISの必修，選択必修の技能水準（大項目）

必修科目単位数：14単位以上
選択科目単位数：10単位以上
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4.2.3. SE 分野の知識水準の概観 

SE分野は、特定の領域に強く関係しているBOKが作成されているといえる。SEの実際の

カリキュラムとするには、CS、IS、ITなどの基礎を含めることが想定される。このため、

特定の領域に集中している。SE分野が求める水準と、技術士一次試験で求める水準に乖離

があるのは、SE分野ではSEの基本的な教育以外は示していない（ある程度自由に教育プロ

グラムが選択可能）としているからである。	

SE分野では、技能も知識と同様に高い水準を求めていることが図11からわかる。	
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図 10: SEの必修，選択必修の知識水準（大項目）

必修科目単位数：20単位以上
選択科目単位数：10単位以上
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4.2.4. CE 分野の知識水準の概観 

	 図 12、13 で示す CE 分野は、3 学科のカリキュラムをまとめた選択科目を多くした形式

となっているため、選択科目として満遍なく、かつ高いレベルとなっている。技術士一次

試験の想定レベルと比較しても、高いレベルになっている。ただし、この中から選択をす

ることを考えれば、ほぼ技術士一次試験と同程度のレベルとなると思われる。	

	 技術士一次試験との比較で、「人間社会」に関する領域が高くなっている。これは技術士

の試験ではあまり要求していない領域のためで、それ以外においては大きな違いは生じて

いない。	

	 図 13 からは、技能に関するレベルが一部しか想定されていない。	
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図 11: SEの必修，選択必修の技能水準（大項目）

必修科目単位数：20単位以上
選択科目単位数：10単位以上
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図 12: CEの必修，選択必修の知識水準（大項目）

必修科目単位数：2単位以上
選択科目単位数：38単位以上
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図 13: CEの必修，選択必修の技能水準（大項目）

必修科目単位数：2単位以上
選択科目単位数：38単位以上



	 28	

4.2.5. IT 分野の知識水準の概観 

IT分野は、IT2017が公開されたのが2017年12月であったため、それをもとにしたカリキ

ュラム例として多めの授業科目を設定している。そのため、知識・技能の水準は他の分野

よりも高めになることがあるのと、５つの大項目を、CSと類似してカバーをしていること

がわかる。	

技術士一次試験の想定レベルと比較した場合、コアカリキュラムとしては妥当な水準に

なっているといえる。なお、IT分野はセキュリティが強化されたことと、人間・社会に対

するものは技術士一次試験から外れる項目があるため、それらに関連する大項目はITのカ

リキュラム	の方が高いものとなっていることがわかる。	
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図 14: ITの必修，選択必修の知識水準（大項目）

必修科目単位数：38単位以上
選択科目単位数：12単位以上
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4.2.6. CS―CE 分野の知識水準の比較 

	 CS 分野と CE 分野は、通常はハードウェアをどの程度含むかといった単純な違いで示さ

れる場合も多いが、この 2つのレベルを比較してみる。図 16 では、求める単位数に大きな

違いがあることを前提にしても、特徴的な違いが出ている。一つは「専門的能力」で、も

う一つは「技術」に関する領域である。前者は、CS 分野の方が高くなっている。こうなっ

ている原因は、レベルの設定に解釈の差があるためか、あるいは CE 分野では情報専門的な

能力以外に、例えば電子工学の実習を含むなどのためとも考えられる。「技術」に関して大

きな差があるのは、ハードウェア関係が影響しているものである。なお、「人間社会」にお

いても大きな差があるが、これは CE 分野で選択科目を多く含むものとして集計している

ためと考えられる。	
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図 15: ITの必修，選択必修の技能水準（大項目）

必修科目単位数：38単位以上
選択科目単位数：12単位以上
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4.2.7. CS―IT 分野の知識水準の比較 
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図 16: CSと CEの比較：知識

● CS分野
▲ CE 分野
CSの必修科目単位数：15単位以上
CSの選択科目単位数：10単位以上
CEの必修科目単位数：2単位以上
CEの選択科目単位数：38単位以上
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図 17: CSと CEの比較：技能

● CS分野
▲ CE 分野
CSの必修科目単位数：15単位以上
CSの選択科目単位数：10単位以上
CEの必修科目単位数：2単位以上
CEの選択科目単位数：38単位以上
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CSとIT分野を比較すると、図18、19のようになる。IT分野は、IT2017が公開されたのが

2017年12月であったため、それをもとにしたカリキュラム例として多めの授業科目を設定

している。そのため、知識・技能の水準は他の分野よりも高めになる多い。その点を踏ま

えて比較すると、CSとITは類似していることがわかる。その上で、それぞれの分野の特徴

を調べると、技術的（コンピュータ科学の基礎的、内容が多い）はCSが高く、システムに

関するものはITが高いことがわかる。これはそれぞれの分野の基本的な違いとして取るこ

とができる。なお、大項目だけの比較だと類似に見えても、実際の教育内容を考えるとか

なり異なる場合がある。例えば、プログラミングはCSではC言語のような汎用プログラミ

ング言語が重要としてされるが、ITではスクリプト言語に習熟していれば差し支えない。

このようにより詳細な比較は今後必要である。	
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図 18: CSと ITの比較：知識

● CS分野
▲ IT 分野
CSの必修科目単位数：15単位以上
CSの選択科目単位数：10単位以上
ITの必修科目単位数：38単位以上
ITの選択科目単位数：12単位以上
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4.2.8. CS、IS、IT 分野の共通の教育水準 

それでは、各分野に共通のものがあるかを調べてみる。ただし、SE 分野と CE 分野は設

定条件に違いがあるため、CS、IS、IT の 3 分野の共通点を調べてみる。知識と技能にお

いて、3分野のうちの最低のレベルと 3 分野の平均のレベルを求めると、図 20 で示すも

のになる。	

3 分野で最低のレベルであれば、これは情報分野で必須のレベルであると言える。これ

が含まれる領域は、知識では「情報の表現・蓄積・管理」の「データベース」、「「基本ソ

フトウエア」の「ミドルウェア」、「情報の創造・伝達」の「メディア〜技術的・文化的特

性」、「人間の特性と社会システム」の[情報倫理と社会組織のルール]、「開発技術」全

般、「情報システムの効果」、「社会的なシステム」全般、「専門的能力」の「情報倫理・情

報社会」であり、技能では「情報の表現・蓄積・管理」の「データベース」、「基本ソフト

ウェア」の「ミドルウェア」、および「専門的な能力」の「情報倫理・情報社会」であ

る。共通点をみると、社会、倫理的な面は共通に必要とされるが、技術的な面では共通点

がかなり少ないことがわかる。情報専門系として 5 分野（今後さらに増える可能性があ

る）になっているのは、基本的な教育内容に大きな違いが生じているからであることが、

図 20 から示されている。	
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図 19: CSと ITの比較：技能

● CS分野
▲ IT 分野
CSの必修科目単位数：15単位以上
CSの選択科目単位数：10単位以上
ITの必修科目単位数：38単位以上
ITの選択科目単位数：12単位以上
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5. おわりに 

	 JABEEにおけるCS、IS、SE、CE、IT分野において、J17で示すカリキュラムと認定基準の

状況を示し、また情報学参照基準における各カリキュラムの状況を、水準を含めて検討し

た。J17の各分野とJABEEの認定基準とが関連していることを示した。	

また，各分野の水準を調べることで、各分野の特徴が明らかになった。ただし、水準に

ついての解釈が分野によって異なっていることから、今後この点を含めてさらに調査する

必要がある。	
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図 20: 共通項目


